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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　栄えい枯こ盛せい衰すいとは、いつの時代、どの国でもみられることであり、それは世界が変わったとしても同じことだと理解した。

　今、俺が歩いているこの旧街道も、かつては伯はく爵しやく領りようから皇都へ抜ける道として多くの人が通っていたが、伯爵領の活気が無くなると共に商隊や行商どころか、野や盗とうすらあまり出ない有様となっていた。

　春になれば、波打つように点在する小高い丘が、足あし首くび丈たけの草で覆おおわれ清すが々すがしい光景が広がる。しかし、今は年が明けてすぐなので茶色の寂しい光景が広がっている。

　そんな旧街道を歩く理由は、俺を奴ど隷れいとして飼っている貴族様のお使いだ。隣となり町まちの御用商会まで注文書を届けに行く最中である。

「ドラゴンの死体──か……？」

　殺風景な景色が広がる旧街道の先に珍めずらしいものが見えた。風向きにより臭気までは漂ただよってこないが、遠くに見えたのは転がった数頭のドラゴンと破壊された馬車だった。

　ドラゴンは全部で四頭転がっており、その全すべてが鎧よろいを着けている。その内の三頭はすでに死んでいるのか動いていない。

　残りの一頭は他の三頭と違う豪ごう奢しやな鎧を着けており、まだ息があるようで立ち上がろうとするが、そこまで力が残っていないのか上半身を起こしたところで息を荒くするだけだった。

　壊れた馬車は三台。その三台全ての幌ほろに、この国──ユスベル帝国の有名な商会の紋章が描かれている。

　周囲に倒れている人は数えきれないほど多いが、そのほぼ全員が体の欠損が大きく、大型の獣──ドラゴンにやられたように見える。




　──今日は、何とも運のいい日である──




　不ふ謹きん慎しんながらも、こんなことを考えてしまった。

　この世界に生まれ変わるまで、人が死んでいるところを見て「運が良い」などと考える人間ではなかった。だが、この世界の危なさや汚さを見続けることで、人の死を目の当たりにしても、さして何とも思わなくなってしまっていた。

　俺は日本で学生時代を過ごし、高校を卒業すると共に就職するという、特筆することの無い人生を歩んできた。

　しかし、三二歳の時に仕事場で、いつも通り作業をしている時に事故で死んだ。こればかりは、注意していても逃れられない事故だったと思う。

　次の瞬間には四歳の体になっており、みすぼらしい納な屋やで風か邪ぜに罹かかり死にかけていた。どういう理屈か分からないが、風邪で死にかけたせいで前世の記憶が蘇よみがえったらしい。

　それからは、奴隷という境遇になかなか慣れなかったが、何とか奴隷仲間たちと必死に生きた。

　そして去年、数えで一二歳を迎えた時に労働奴隷から知識奴隷に格上げされ、俺は労働奴隷の証あかしでもある青銅製の首輪を取り外されることとなった。

　やっと、人並み以下ではあるがスタートラインに立てたと思った。そんな時、今まで仲間だと思っていた奴隷たちから、総スカンを喰くらい仲間外れにされてしまったのだ。

　仲間のために上へ行こうとしたのだが、彼らにしてみれば一人だけ首輪を外された俺はもう奴隷でも仲間でもないということらしい。

　労働奴隷の生活環境を改善するために頑がん張ばったというのに、その全てを否定された気がした。非常に腹立たしく、悲しい。やはり、俺は彼らとは違うのだ、と思った。

　今やっている買い物も、普段であれば安全のために数人で連れ立って行くのが当たり前だった。だが、仲間外れとなった今の俺と一緒に来てくれる人など一人もいないので、こうやって一人ぼっちで歩いている状態となっている。




　そう。今はこの状況こそ運が良いのだ。




　ここにある金目の物を売れば金が手に入る。

　──金さえあれば、逃げた先で俺は一人でもやっていけるからだ。

　死体、死体、死体。一面に死体ばかりが目に入る光景に辟へき易えきしながら歩いていると、倒れている人の中に微かすかに動く人影があった。生き残りか、それとも動いたように見えただけか。それを確かめるために駆け寄ると、俺に気付いた人影──少年はこちらを見て口を動かした。

「おい……貴ギ様ザマ──」

　倒れていたのは、俺と同い年くらいの少年だった。少年は口から粘性の高い血を吐き出しながらこちらを睨にらみつけている。

　少年は短い濃いブラウンの髪かみを散らしていた。身長や体格は俺の方が少し劣おとるがその必死な形ぎよう相そうが、心が死んでいた時の俺とよく似ている。

　手足はおかしな方向に曲がっており、ボロボロになってしまった服はドス黒い血に染まっていた。顔は土気色になっていることから、少年の命はもう一時間と持たないことが嫌でも理解できてしまった。

「俺を……たすけろ。助ければ──褒ほう美び……やる……」

「褒美……ねぇ」

　身に着けているのは、元は素晴らしい輝きを放っていたであろう鎧に飛行服だった。そして、その鎧には、ユスベル帝国竜騎士ドラグーン育成学校の紋章が入っていた。

　褒美という言葉は魅力的だが、すでに俺の手には負えない状態になってしまっている。

　もし助けることができたとしても、この少年が元気になった暁あかつきには約束は反ほ故ごにされる可能性が大きい。何たって竜騎士ドラグーン育成学校に入学するくらいなのだから、貴族かそれくらいの財産を誇る金持ちの子供だ。

　貴族の場合は、たとえ命の恩人であっても奴隷であるならば、寸志にも満たない金額すら惜しむ可能性がある。

　下へ手たをすれば、自らの汚点を隠すために殺される可能性もあった。

　それを鑑かんがみれば、俺の飼い主はまだまともかもしれないが、それでも人を人とも思わないあの態度や扱いを受ける身にとっては酷ひどいことに変わりはない。だから貴族は嫌いだ。

「早く……じろ……」

　咳せき込こむと共に、さらに黒く粘性の高い血が口から溢あふれてくる。いくら貴族に酷い奴が多いといっても、痛みに苦しそうに咳き込む少年を見ては放ほうっておけなかった。

　せめてできることくらいは、と思い少年の隣に座り、口や鼻に付いた血を拭ぬぐってやる。




　──ところで、少年はなぜ死にかけているのだろうか？

　商隊が野の良らのドラゴンに襲おそわれたのだとしても、鎧を着けていない裸竜が一頭も見当たらないのはおかしい。

　死んでいるドラゴンには、有名な傭よう兵へいの竜騎士ドラグーン部隊の旗飾りが付いていた。商隊の馬車にも同じ旗が付いていることから、契けい約やくしている護ご衛えいの竜騎士ドラグーン隊だと見て取れた。

　この旗は奴隷の俺でも知っているほど有名なもので、その実力も野良のドラゴンくらいであれば問題なく撃げき退たいできるはずだ。

　だとすれば、この竜騎士ドラグーン候補生の少年が商隊にちょっかいを出し、この商隊を護衛していた傭兵と戦闘になったと見るのが自然だ。まさかユスベル帝国の竜騎士ドラグーン候補生が、同じ帝国人の商隊を襲うとは思っていなかったために対応が遅れてしまったのだろう。

　さらに護衛の竜騎士ドラグーンにとって予想外だったのは、護衛の竜騎士ドラグーンが三対一という圧倒的優位な立場でありながら、少年の駆っていたドラゴン──おそらくあの豪奢な鎧を着けた一頭──がそれを覆くつがえす強さだったことだろう。




「あんた、名前は？」

「ロベール……。ロベール──シュタイフ……ドゥ・ストライカー。侯こう爵しやく家けの、嫡ちやく男なんだ」

「ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカー。侯爵家の長男。竜騎士ドラグーン育成学校は今年入学か？」

「そう……だ。俺──は……学校、入学、行く……。だから──助けろ……」

　焦点の合わない瞳ひとみでこちらを見つめ、咳き込みながら途切れ途切れでの言葉で命令する少年。

「何でこんな馬鹿なことを……。死んだら元も子も無いだろう……」

「うる──さい……キザ……コロすぞ──。早く……助けろ……命令──だ……」

　再び少年は咳き込み、多量の血を吐いた。

　死にかけているくせに不ふ遜そんな態度を崩そうとしない少年に、呆あきれを通り越して褒ほめてやりたい気分になってしまった。

「死にたく……ない……助け……ろ……褒美……や──」

「悪いな。ここには、麻酔も痛み止めも死にかけの重傷者を何とかできる名医も何も無いんだ。こんな世界に、希望は無い」

　空に何かを求めるように力なく上がる少年の手を握ると、微かではあるがそれに答えるように握り返してきた。

「死にたく──ない……。死にたく──助け……」

　ちくしょう、という小さな言葉を最後に、少年はそれ以上言葉を発することは無くなり、手から──全身から力が抜けた。

　少年の目め尻じりから流れる雫しずくの跡は、恐怖か、後悔か、はたまた何かを思ってか。

　光を失った瞳を隠すように、薄うつすらと開かれたまぶたを静かに手で閉じ、握っていた少年の手をそっと胸の上に置いた。

　亡くなった少年を残し、他にも生き残りがいないか確かめながら歩いたが、豪奢な鎧を着けたドラゴン以外は全員すでに死んでいた。

　傭兵の竜騎士ドラグーンの一人が付けていたポーチから、ドラゴン用の痛み止めと気つけ薬を取り出し、唯一の生き残りである少年のドラゴンに飲ませた。

　痛みが散ったところで落ち着き出したことを確認し、このドラゴンの背に跨またがった。

　薬で抑えているとはいえ、怪け我がをして興こう奮ふんしているドラゴンに乗るのは危険な行為だが、このドラゴンは非常に優秀だった。

　初めて乗る俺の言うことも良く聞くので、時間がかかると思っていた商隊やその馬車、護衛のドラゴンの埋まい葬そうも短時間で終わらせることができた。

　腐ふ肉にく漁あさりが来ても大丈夫なように、死体を埋める際に大き目の石を混ぜておいた。これで掘り返される心配は無いだろう。

　あとは周辺にある砂を軽くかけておけば、春になる頃には雑草が生えて周囲の風景に溶け込むことだろう。

　さらに仕上げとして、使役したドラゴンには興奮剤を多量に飲ませ、空へと放ち作業は終了となった。

　そして、最後まで残ったのは、あの少年だ。一緒に埋めてしまえば良かったのだが、作業をしている間、ずっと俺の中で廻めぐる考えがあった。

　この世界は前世とは違い酷い環境である。一部の貴族や金持ちが支配し、平民は酷く扱われることが多く、奴隷はさらにその下、生き物以下の扱われ方をしている。酷いとはいえ、俺がいた伯爵家はまだ良い方なのだ。

　ドラゴンや一部地域で暮らしている亜人を除けば、この世界は前いた世界の中世後期に似ている。文化も科学力もその程度だ。

　しかも、それらはすでに停滞しており、無む暗やみに行われる戦争によって後退するまでに至っている。

　こんな世界で、何の目的も無く生き続けるのは辛つらすぎる。だったら──。




　この世界の拙つたない情報伝達技術で一番速いものはドラゴンを使った郵便だ。人相確認も、似顔絵や箇か条じよう書がきの特徴と見比べるくらいしかできない。

　幸さいわいなことに、今目の前で死んでいる侯爵家の長男、ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカーは、顔つきこそそれほど似ていないが身長も体格も近く、髪色も黒に近いブラウンで俺は黒髪だ。

　急いでロベールから鎧と服を剝はぎ取とり、代わりに自分の服を着せて他の死体と同じように石を混ぜながら土に埋めた。

「まぁ、残念っちゃ残念だったな。竜騎士ドラグーン育成学校には俺が代わりに行ってやるよ。あぁ、お前の人生は俺が引き継いでやるから安心しろ」




　このような世界で奴隷として生きるのも辛いし、何より飽きた。どれだけ頑張ろうとも、奴隷は奴隷というだけで馬鹿にされ、酷い扱いを受けるのだ。

　そう。俺は今日から、ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカーとして生きていくことにする。俺が求めている場所が見つかるまで、貴族として、竜騎士ドラグーンとして、この姿を借りておこう。

　いつか、どこかでバレてしまうかもしれないが、失うものなんてこの世界には何も無いのだ。行ける所まで行くのも良いだろう。













　皇都にある竜騎士ドラグーン育成学校に着いたのは、あの事件現場を発たってから三週間後だった。

　俺を皇都まで運んでくれた商人が、学校の前まで馬車に乗せて行く、と申し出てくれたのだが、やることがあったので固こ辞じした。

　商人と別れた俺は物陰に隠れて、目がギリギリ隠れないくらいに顔に包帯を巻き、怪け我がをしているように装よそおった。鏡が無いので今の状態を確かめる術すべは無いが、問題ないだろう。そんな出いで立たちで学校へと向かった。

　石造りで堅けん牢ろうな城じよう塞さいのような作りの学校には、荘厳という言葉が合う、見る者を圧倒する迫力があった。今からここへ入るというのに、自然と歩みが遅くなってしまう。

　皇都だから治安が良いのか、この学校には門兵がおらず問題なく中へ入ることができた。ただし、飛行服がボロボロなために周囲からの視線が痛い。先ほどまで、構うものかという精神で突き進んでいたというのに、ここへ来て少しだけ気後れしてしまう。

　しかし、入ったはいいがどこへ向かえば良いのか分からない。門から続く道の先にある大きな扉をくぐれば校内へは入れそうだが、果たして本当にそれでいいのか疑問だ。

「君ッ！　どうしたんだ、その格好は!?　ドラゴンから滑かつ落らくしたのか!?」

　大扉へ向かい歩いていると、飛行服を着た生徒が驚おどろきながら話しかけてきた。身長は高く服が小さく見えるくらい体格はがっしりとしている、最上級生と思われる青年だ。

　生徒は、俺が着ているボロボロの飛行服が、平時の竜騎士ドラグーンの死亡原因で一番多いという、ドラゴンからの滑落によるものだと勘違いしたらしい。

「入学のためにここへ向かっている途中で、野の良らのドラゴンに襲おそわれました。命からがら逃れ、何とかここへ辿たどり着つくことができたのですが……」

「──ッ!?　それは、大変だったな。体は大丈夫か？　いや、まずは教員のところへ向かった方が良いのか……。君、名前は？」

　俺の格好と作り話のおかげか、目の前の生徒はすぐに信じてくれたようで、教師のところまで連れて行ってくれるようだ。

「ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカー。侯こう爵しやく家けの人間です」

　自己紹介の仕方が分からなかったので、なるべくこちらの素性が分かるように名前を全すべて言ってみた。すると、今まで熱心に俺のことを心配してくれていた生徒の顔が、一瞬で青ざめた。

「すっ……ストライカー様でしたか。ぶぶ、無礼な口を利きいてしまい、申し訳ありませんでした。すぐに教員を呼びに行かせていただきます」

　急に口調がおかしくなった生徒は、この場から逃げるように校内へ入って行った。

　呼びに行くといっても、俺もここにずっといる訳にもいかない。なので、生徒の後を追うように校内へ入った。




「ストライカー様！　ドラゴンに襲われたとは本当ですか!?」

　校内に入ると、生徒に話を聞いたと思われる教師たちが飛ぶように走って来た。その中の一人が肩で息をしながら聞いてきた。

「はい。命からがら逃れたのは良いのですが、その時にドラゴンを失い、ここへ来るのが遅れてしまいました」

　できるだけ申し訳なさそうに言うが、それを聞く教師陣の顔色は悪く教師同士で顔を見合わせていた。先ほどの生徒といい、ロベールがこのように話すのはおかしいのだろうか？

「すぐに傷の手当てを。それに頭も……？」

　と、俺の顔を注視した教師は何かに気付いたように言葉を切った。

　顔を隠しているので疑問を持たれてしまったかもしれない。すぐに話題を変えなければ。

「あぁ、包帯ですか？　全く情けないことに、野良のドラゴンに襲われた時に滑落してしまい、頭を切ってしまったんですよ。体の方は、私のドラゴンがその命と引き換えに奮ふん闘とうしてくれたので無傷だったのですが……。大変、恥ずかしいのであまり見ないでいただけると助かります」

「そそっ、そうでしたか！　その血がご自身の怪我のせいでなく何よりです。すぐに頭の怪我の治ち療りように参りましょう」

「ありがとうございます。ですが、頭の怪我はすでに治療済みです。それに、医者からあまり触るな、と言われているので、どうかお構いなく」

「そ、そうですか……」

　ほっとしたのと同じくらいに、本当に大丈夫なのか、という声が聞こえそうな息の吐き方をした。

「ここへはずっと移動詰めだったので、すぐに休みたいのですが可能でしょうか？」

「分かりました。先に寮りようへ案内させていただきます。新しい飛行服も、すぐにご用意させていただきますので」

「はい。よろしくお願いします」

　過ぎてしまったことについてとやかく言っても仕方が無いが、もっとロベールについて観察をしておくんだった。話せば話しただけボロがどんどんと出てしまっている。

　これ以上、ボロを出さないように口を閉じて歩く。寮へ向かう間、教師が何かと話しかけてくれたが、口数が減った俺に対してやがて気まずそうに黙った。

「では、詳しい手続きは明日以降になりますので、今日のところは旅の疲れと怪我を癒いやしてください」

　失礼します、という言葉と共にドアが閉じられた。息を潜ひそめて静かにしていると、ドアから足音が次第に遠ざかっていった。どうやら、ドアの向こうで耳を当てるなんてことはしないようだ。

　俺だったら、こんな怪しい奴が来たらすぐにでも調べようとしちゃうけどね。でも、今はそれが無くて良かった。

　さて、学校には無事に潜もぐり込こむことができたので、まずは第一関門突破といったところだろうか？
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　俺を別人と疑った教師ももしかしたらいたかもしれないが、侯爵家の嫡ちやく男なんが事故に遭あい入学に遅れたという事態に上を下への大騒動となったので、追及する余裕も無くうやむやになったのだろう。

　次の問題は、共に過ごす時間が長くなる生徒たちへの対応だったが、これは向こうから避さけてくれた。

　学校の廊ろう下かを歩けば生徒は道を開け、グループで駄だ弁べっていると見せかけて、視線は常に俺の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを観察している。視線が合えばすぐに逸そらされ、話しかければ震えあがり、落とし物を拾ってあげれば小さく悲鳴を上げられ、ゴミが付いているよ、と取ってあげれば表情を恐怖に染め上げ、膝ひざを震わせながらお礼を言われる。まともな会話というものが全くできない状態だった。

　初めこそ俺のことを疑っているのかとも思ったのだが、次第にそれがロベールの反感を買わないように、息を潜めているだけだということも理解できるようになった。

　初めてやられた日には軽く凹へこんでしまったが、おかげでロベールがどのような人間だと思われているかよく分かった。

　特に良い情報の収集場として活かつ躍やくしてくれたのがトイレだ。結構臭いけどな。

　生徒の憩いこいの場として活用されるのは前世も今世も同じようで、しかもトイレという空間は口も軽くしてくれるらしく色々と盗ぬすみ聞ぎくことができた。

　あの商隊襲しゆう撃げきから分かるように、ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカーという人間は、ストライカー侯爵家の嫡男だが、貴族では誰でも出る夜会にも出ることができないくらい問題児だったようだ。

　奴ど隷れいどころか平民すら人とは思っておらず、自領の住民すら平気で殺すような人物だったらしい。その中で特に酷ひどいと思ったのが、戦争の練習と称して傭よう兵へいを雇やとい、近くの村を襲撃するといったものだった。

　もちろん、その村は敵国の村ではなく自領の村で、何か悪事を働いていたということでもなかったそうだ。つまり、ロベールの遊び道具として殺し滅ぼされたのだ。

　そんな狂った人間、誰だって近づかない。俺でも絶対に近づこうとは思わない。関係の無い話で、後ろから刺されそうで恐ろしいわ。

　それに、ロベールの父親の爵位である侯爵とは、ユスベル帝国の五爵位のうち二番目に高い爵位で、同学年には同じ家格の生徒はいなかった。

　さらに、ストライカー侯爵家というのはその家自体が古くから存在し、ユスベル帝国が行ってきた戦争で常に活かつ躍やくしてきた優秀な家系らしい。

　また、ごく限られた大貴族のみが参加できる、国の行く末を決める国議会というものにも参加できるほど国への影響力が強い存在だそうだ。

　つまり、夜会に出られない問題児だったから、名前や悪行を知られていても、多くの人は顔を知らない。顔の作りが違っていることを不ふ思し議ぎに思った人がいたとしても、下へ手たなことを言いストライカー家を敵に回すことを考えれば口をつぐむだろう。触らぬ神に祟たたりなし、ということだ。

　いつ俺が入れ替わりだと露ろ見けんし、縛り首になるかと戦々恐々とした毎日を過ごしていたが、そういうことなら、周囲が恐れているうちは俺のことを深く探る奴がいないということなので、一応安心しても良いだろう。

　また、問題だった学校側の対応だが、いくら問題児であっても入学式をすっぽかし三週間も連絡が無い状態というのは何かあったのではないか、と話し合いが行われており、到着があと数日遅ければストライカー家へ連絡が行くことになっていたらしい。

　もしそうなっていれば入れ替わりもその日のうちにバレてしまっていただろうが、ここを上う手まく逃れたおかげで、少なくともしばらくの間は偽物だとバレることなく過ごせそうだ。
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　竜騎士ドラグーン育成学校とは文字通り竜騎士ドラグーンを育てるための学校だ。

　その歴史は、田舎いなかの小国だった当時のユスベル帝国が、強大な国に対抗するための力としてドラゴンを飼い慣らしたことから始まるらしい。

　当時は歩兵と騎馬兵を使った二次元の戦争だったが、ドラゴンを投入することで制空権を掌しよう握あくするという、従来の型にはまらない画期的な戦術を採用することができるようになり、数がものをいう戦争で小国だったユスベル帝国が勝利できる要因となった。

　地形に左右されない、当時としては異常とも言える伝達速度と、城じよう壁へきをものともしない襲撃能力は、ユスベルを小国から大国へと伸のし上あがらせた。

　入学したばかりの学校の授業では、このようにユスベル帝国の歴史や竜騎士ドラグーンとしての心構え、基本的なドラゴンの習性といった話が聞かされる。クラスメイトは自前でドラゴンを用意できる貴族であり、エリートであるという意識が強いからか、竜騎士ドラグーン候補生にとっては常識的な話であるにも拘かかわらず、真ま面じ目めに授業を受けている。

　一方、実は俺も多少は竜騎士ドラグーンに関する知識がある。ロベールのドラゴンにいきなり乗れたのもそのおかげなのだが、俺の知識というのは隣国の竜騎士ドラグーンから教えてもらっただけのものだ。

　この隣国の竜騎士ドラグーンとは、ユスベル帝国と隣国のユーングラント王国との間で行われた戦争で捕ほ縛ばくされ、俺を奴隷として飼っていた伯爵家に戦勝奴隷として連れて来られた人である。

　なので、俺としては基本の授業はとてもありがたかった。ただし、周りが真面目すぎるので、息苦しさを感じる程度に辛つらかったりする。

　しかし、この世界では本は貴重品であり、学校から提供されるドラゴンに関する書籍は持ち帰り不可なため、必然的に授業で学ぶのが主となる。

　さらに前世では、一〇〇円も出せばそれなりに良いノートが買えたが、この世界では紙は高級品だ。

　紙一枚で銀貨一枚の値段になる。なので、授業ではノートを取らず基本的に教科書を読み、教師が注釈を入れ、時折生徒が質問したことに答えて行くという方法を取っている。

　しかも、この教師による読み聞かせというのが大変辛い。反復教育というのか、同じことを何度も繰くり返かえし話すことで、洗脳にも似た授業をするのは如何いかがなものかと思う。

　俺はガリ勉タイプじゃないので、板書きをたくさんしてくれて、それをノートにガリガリ書き写せれば良いという訳でもないが。

　それに、貴族としての立ち居振る舞いに関する授業は嬉うれしいのだが、竜騎士ドラグーンとしては、公の場や戦争といった時と場所により、それに適した立ち居振る舞いがコロコロと変わるので、必要と思う反面、面めん倒どう臭くさすぎて退屈だった。

　だが、俺の脳みそでも竜騎士ドラグーン育成学校の授業内容に付いて行けそうなので良かった。

　それだけでも、本当に良かったといえる。
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　三月に入っても、ユスベル帝国自体が北の方にあるためか、気温がそれほど上がらない。なので、外で活動することは極力控えたいのだが、いよいよドラゴンを使った実技授業が始まると聞いてはいても立ってもいられない気持ちとなった。

　しかし、俺には専用のドラゴンがいない。ロベールのドラゴンは、商隊襲撃の時に大怪我をしていたので、証しよう拠こ隠いん滅めつの意味も含めて空に放ったからだ。

　どこかで野垂れ死んだのか、それともどこかで生き残っているのか分からないが、今の俺には新しいドラゴンが必要だった。

　ここへやって来た時に、すでにドラゴンがいない理由を話していたので、実技の授業が始まる前に学校の共用のドラゴンを貸してくれることとなった。

「それはそれは、大変でしたね」

「えぇ、全くです。父上から頂いたドラゴンには、非常に申し訳ないことをしてしまいました」

　学校が飼っている共用のドラゴンがいる飼育場に向かいながら、そのドラゴンの世せ話わをする飼育員にドラゴンを失った経けい緯いを話す。この飼育員はドラゴンを失う辛さを知っているようで、作り話にいたく共感してくれた。

「こちらへどうぞ」

　そう言い、校内から外へ通じる重厚な鉄扉のノブを引き下ろすと、金かな槌づちを落としたような重い音と共に鉄扉がゆっくりと開かれた。

　暗い校内の廊下から明るい外に出たことで、太陽光の眩まぶしさに一瞬前が見えなくなった。冷たい印象を受ける石壁に囲まれた校内から明るい外へ出る、アトラクション的なノリが良い味を出してるじゃないか。

　慣れ始めた目で見た光景は、数キロ単位で広がるグラウンドのような草原と、二キロほど先の山。ドラゴンの大きさから推測して五〇〇メートルクラスの山だが、ドラゴンが住むにはやや小さい気がした。

　その山は木が少なく、岩場と草地で構成されており、ドラゴンにとって大変過ごしやすそうだった。そこでは七頭のドラゴンがおり各々翼を休めたり、仲間とじゃれ合ったりなどして楽しそうに過ごしている。

「あの中から選んでも良いんですか？」

「えっ？　あぁ、はぁ、そうですね。えぇ、そうです」

　おっと、いかんいかん。問題児として知られる俺が、このように丁てい寧ねいな物言いをしては疑われる原因になってしまう。

　今も飼育員が丁寧な俺の問いに驚き、困ったように返答をしている。

「ご実家からドラゴンが来るまでの代わりとのことですが、なるべく性格と体格が似たような個体を選ぶとよろしいかと」

　これはよく言われる話だ。慣れたドラゴンに近い性格や体格でないと、頭にあるドラゴン像と実際に乗っているドラゴンにギャップがありすぎて、それが原因で事故になるという話だ。

「勝手な話で申し訳ないが、この竜騎士ドラグーン育成学校に入ったからには、なるべく実家を頼りたくないと思っている」

　──とはいっても、ロベール宛あてに定期的に送られてくる生活費は受け取っているがな。初めて受け取った時は、その金貨の量に震えてしまった。大金すぎて、どれだけ大金なのか理解できなくなるくらいに。さすが侯爵。どれくらい偉えらいか分からないけど、さすが侯爵！

「なので、あそこにいるドラゴンを譲ってもらいたいんだが、できるだろうか？」

「えぇっ!?　そっ、それは、私では判断が……」

「共用のドラゴンを管理している貴方あなたなら、それくらい問題なくできるはずだ」

　これはほんの気持ちだ、と言いながらポケットから金貨を数枚取り出し、飼育員に握らせた。

　帝国が運営している竜騎士ドラグーン育成学校の飼育員といえど高給取りではない。俺が渡した金貨に目を丸くし、のちに目を泳がせたが欲望に抗あらがえるはずもなく、小さく頷うなずくと金貨をポケットにしまった。

「上には何とか言っておくので、あの中からお好きなドラゴンをお選びください」

　金と権力があるって素晴らしいな。こりゃ政治家に悪い奴がいなくならないのも頷けるわ。





　　　　　□






　ドラゴンがいる山は遠くにあるので、鉄扉の前から動かずに単眼鏡で観察することとなった。なぜ近くで見ないのかというと、早い話が危険だからである。何たって、ドラゴンの大きさはゾウほどもある。

　クマやライオンがじゃれついただけで呆あつ気けなく死んでしまう人間に、ゾウ並のドラゴンがじゃれついて来たら、部位欠損では済まされない状態になってしまう。

　それ以前に、ドラゴンが体を動かした時に、たまたまぶつかってしまったというだけで人間の方の体のパーツが千ち切ぎれる可能性もあるのだ。

　飼育員の技になるが個体ごとにドラゴンを呼ぶこともできるらしい。これをやってくれれば間近でドラゴンを観察できて良いのだが、ドラゴンのダウンウォッシュによって砂すな埃ぼこりが舞い、学校の掃そう除じが大変になるのでやりたくないらしい。

「私のお勧めといたしましては、あちらの山頂に陣取っている黒いドラゴンですな。山頂から仲間を見下ろすことができる位置にいるのは、その群れの中で一番強いドラゴンの証あかしです。歳としも一〇歳と若く、まだまだ現役です」

　じっくりとドラゴンを観察しているのを迷っていると見たのか、飼育員は群れの中からお勧めのドラゴンを教えてくれた。

　細身ではあるが鱗うろこが頑がん丈じようそうで大変綺き麗れいだった。それに、体色も黒と格好いい。

「あれは火噴きになるのか？」

「はい。この学校出身で、一時は帝国の竜騎士ドラグーンが駆っていましたが、その竜騎士ドラグーンが不ふ慮りよの事故で亡くなってしまい、今はここで過ごしています。子供の頃から多数の生徒と触れ合ってきたためか、気難しいところが無く誰が乗っても最良の動きをしてくれますよ」

　竜騎士ドラグーンが駆るドラゴンは、卵から孵かえる時から共にいてこそであるといわれている。

　それは、刷り込みインプリンテイングという意味合いでも強くいわれているのだが、共に過ごすことで強い仲間意識が芽生えて、竜騎士ドラグーンが命令を出さずとも思った通りに動くようになるからでもある。

　だが一方で卵から育てられたドラゴンは、生まれた時から一緒に過ごしていた竜騎士ドラグーンが死亡するなどして主あるじが代わってしまうと、その新しい竜騎士ドラグーンに慣れることができずに本来の力を発はつ揮きできなくなる。

　飼育員の紹介してくれたドラゴンは生まれた時からこの学校で過ごしており、多くの生徒と触れ合っているのでそういったことは無いそうだ。

　しかし、問題は火噴きということである。この世界の野生のドラゴンは火を噴かない、空飛ぶトカゲのような存在だ。

　それなのにどうして火が噴ける個体がいるのかというと、それは人間が火を噴けるように改造しているからだ。

　その方法というのがドラゴンの体に重度の負ふ荷かをかけ、寿命に多大な影響を及ぼしている。普通のドラゴンが五〇年生きるところを、火噴きは二五年。寿命が半分に縮ちぢんでしまうのだ。

　炎によるリーチは魅力的であるが、火を噴いている間は、ドラゴンは息を吐き続けなければいけないので、すぐに息が上がってしまう。それに、改造を施ほどこすことで体重が増えてしまうのだ。

　さらにいうと、他にも気になるところがある。

　これも、奴隷仲間の竜騎士ドラグーンから教えてもらったことなのだが、野生のドラゴンでは山頂よりも下の方に過ごすのに適した場所があれば、その群れの一番強いドラゴンはそちらを好むという話だ。

　その話を元に視線を下げると、山の中腹付近の広場に一頭の黒いドラゴンが寝ていた。

「あの中腹で寝ているドラゴンも火噴きか？」

「中腹といえば──あぁ、あのメスのドラゴンですか？　アレは止やめておいた方が良いですよ。アレは私が飼育員として働き始める前からいる最古参でして、普段から動かないですし皮ひ膚ふはボロボロです。とうてい戦いに臨のぞめるような個体ではありません」

　ドラゴンの性別でいえば、オスよりもメスの方が扱いやすい。しかし、産卵期になると卵を抱えるようになってしまうため、一時的ではあるが戦闘に参加できなくなる。

　それを置いてもメスを使うメリットはたくさんあるはずなのだが、飼育員は俺の問うたドラゴンについてダメな所を列挙した。だが俺は、その話を半分すら聞いていなかった。

　そのドラゴンの体は、他のドラゴンより二回りも三回りも大きかった。まさに巨竜である。

　さらに、こちらは単眼鏡で眺めているというのに、向こうで寝ているドラゴンは伏せた状態で、油ゆ断だんなくこちらを睨にらんでいるのだ。

　そんなドラゴンに興味を持ち、目が離せなくなってしまっていた。

「アレを近くで見てみたい。ちょっと行ってくる」

　万が一、こちらへドラゴンが来てしまった時のために飼育員から渡されていた、肉につ桂き臭のする獣除よけをポーチから取り出し、いつでも振り回せるように準備して駆け出した。

「あっ！　ちょっと、危ないですよ!!」

　飛び出した俺に付いて来ようとしたが、飼育員は腹の周りに付いた余計なものが多く、すぐに遅れ出した。ほんの少し走っただけで、かなり差ができてしまった。




　ドラゴンが休んでいる小さな山は思ったより遠く、小走りで一五分近くかかってしまった。その山に近づくと、厳いかついドラゴンたちが餌えさを貰もらえると思ったのか、犬のように寄って来た。

　生あい憎にくと食べ物を持っていなかったし不用意に近づかれると俺が危険なため、飼育員から渡されていた肉桂臭のする粉を詰めた獣除けの袋を振り回すと、面白いようにドラゴンが散って行く。

　そして、件くだんのドラゴンの所にやっと辿り着いた。

　ドラゴンは俺が近づいても、興味が無いと言わんばかりに一いち瞥べつしたあと視線を逸らした。何とも可か愛わいげが無いドラゴンである。

　あまりにもやる気の無いその仕草に老齢のためか、と思ったが鼻び腔こうの湿りも問題なく、瞳の濁にごりも無い。

　虫歯が多いのが気になったが、歯は茎ぐきを触ると新しい歯が形成されているようだった。

　皮膚も飼育員が言う通りボロボロではあるが、皮はすぐにめくれ、下から綺麗な皮膚が覗のぞいていたので体調には全くといって良いほど問題は無いように思えた。

「これは──」

　素晴らしいドラゴンだ、と声に出すことはせず心の中で呟つぶやいた。

　落ち着き、物もの怖おじせず、しかし油断なく相手を見る知的な瞳を持つドラゴンは、いわゆる掘り出し物という存在だった。年齢について気になったが、歯の生え変わりも皮膚も問題ないので何かの間違いだろう。

「ストッ、ス──ヒーッヒーッ……ストライカー様。ここは危ないのでお戻りを」

　やっと追いついた飼育員が、息も絶え絶えといった様子で言ってきたが、今はそれどころじゃない。

「このドラゴンが欲しい」

「えぇっ!?　この老ドラゴンをですか!?」

　先ほど、このドラゴンがどれほどダメか説明したばかりなのに、この貴族の馬鹿息子は人の言っていることも理解できないのか、と言いたげな声を上げた。後半は俺の被害妄想だけど、概おおむねそんな感じだ。

「あぁ、このドラゴンが良いんだ」

「しっ、しかし、他にも良いドラゴンはたくさんおります。何も、わざわざそんな老ドラゴンを引き取るような……」

「聞こえなかったかな？　俺は、このドラゴンが良いと言ったんだ」

　なおも他のドラゴンを勧めてくる飼育員に、一層声を低くして言うと小さく悲鳴が上がった。

「ももも、申し訳ありません。すすっ、すぐにご用意いたしますので」

　多量の脂あぶら汗あせを流しながら、大の大人が情けなく膝を震わせて返事をするので、申し訳ない気持ちになってしまった。

　これが貴族と平民の立場の差というものだろう。そう思いたい。
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　学校からヴィリアという名前のそのドラゴンを貰い、人心地ついたその後。

　俺ロベールが人狩りをしている──そんな噂うわさが流れたのは、俺がヴィリアに慣れ、遠乗りをするようになってしばらくしてからだった。どこのどいつが流した噂だと思ったら、どうやらクラス中で言われているようだ。

　奴隷時代の先生のおかげでドラゴンには乗れたが、他の竜騎士ドラグーン候補生たちとは総騎き乗じよう時間で大いに劣おとっている。なので、ヴィリアに慣れるという目的のついでに、ストレス解消と狩りの腕を上げるために遠乗りを始めた。

　この狩りは、奴隷時代に食しよく糧りよう難なんを解決するために身に着けた技能なので、錆さびつかせるには惜しいと思ったから再開した。

　得意な狩猟方法は、川魚を捕まえるための置おき罠わなと次いで弓矢を使った狩りだ。今は特に弓矢を使った狩猟を優先的に鍛きたえている。

　なぜこんな話をしたのかというと──。

　この間、遠乗りをしたついでに狩りをした。この時に捕らえた獲え物ものに止とどめをさそうとしたが上う手まくいかず、暴れさせてしまったのだ。すぐに押さえ込み止めをさしたが、血をまき散らしながら暴れる獲物のせいで血を多量に浴びてしまうこととなった。

　おかげで帰ってから飛行服の洗せん濯たくを洗濯婦に頼むことになったのだが、着替えがある自室へ向かう途中でクラスメイトに血の跡を見られてしまうミスを犯した。

　あの時は、俺も馬鹿だった。血が付いた上着は脱いでいたが、顔に付いた血の跡まで気が回らなかった。

　俺の姿を見て震えるクラスメイトに対し、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明したが、「狩りをして止めをさすのに失敗した」なんて言ったところで信用されるはずがない。

　さらに、相手を怖がらせないように笑顔で話しかけたのもいけなかったのか、あまりの恐怖からクラスメイトは白目を剝むいて倒れてしまったのだ。

　これのせいで、またどこかの村でも襲ってきたのかと噂になってしまったのだろう。

　またもなにも、俺はどこの村も襲っていないのだが、考えてみれば親が治める領地の人間も、玩具おもちやのように殺すロベールの評価として真っ当な気がして噂を放置した。

　しかし、噂が大きかったことが災いし、学校からの調査が入った。とはいっても、遠まわしに最近の様子を聞くだけの個人面談だ。

　俺が適当にでっち上げた説明を聞いた教師側は、俺が大人しくなったとは思っていないようだが、それ以上の追及はしなかった。触らぬ神に祟りなし、とでも思ったのだろう。

　生徒の方は、黒い巨竜を軽々と扱い、休日になるとどこかへフラッといなくなるので他人と交流が無く、何を考えているか分からない危険人物俺に対して全力で関かかわり合あいになるのを避けている。

　これはもう慣れっこであり、ボロが出なくて丁ちよう度ど良いので今まで通り勘違いしたままで放ほうっておいてほしい。全く凹んでなんかいないぞ。うん、マジで。




　そんな日々に、ある日ささやかな変化があった。

「あっ、あの、あのあのあの……」

　いつも通り、食堂でポテトサラダからポテト以外の全てを抜いたようなパサパサの美お味いしくないものを食べていると、一人の女子生徒から話しかけられた。

「なに？」

「ひぃっ!?」

　話しかけてきたのは同じクラスの女子生徒だった。

　女子生徒は、自分から話しかけておいて俺が返事をすると、涙目になりながら小さく震え始めた。失礼すぎる奴だ。

「ごごっ、ご飯、一緒に食べても良い──れすか……？」

　喉のどの奥を引きつらせ、もうすぐ死刑になる人のように声を震わせながら聞いてくる女子生徒。なぜ無理をしてまでこんなことをしてくるのか、と聞こうと思ったら、その理由が分かった。

　その女子生徒の背後に視線を向けると、女子グループがニヤニヤしながら座っているのが見えた。顔をこちらに向けないように気を付けているが、興味が強すぎるせいで視線を隠しきれていなかった。

　明らかにいじめっ子タイプのお嬢じよう様さまが取り仕切っているであろうそのグループで、俺の目の前にいる女子生徒は生いけ贄にえにされたのだ。

「あの……」

　女子のいじめっ子グループに注目していると、沈黙に耐え切れなくなった女子生徒が聞いてきた。

「別に良いぞ？　それで、えっと……君の名前は？」

　同じクラスなのは確かだが、面と向かって自己紹介をしたことが無いのでよく思い出せない。

「アアッ、アムニット・マフェスト……です。父が……名めい誉よ士し爵しやくをしています……。その……ごめん──なさい……」












　名誉士爵とは、五爵位に列せられるような爵位ではなく、名誉とあるように称号のようなものだ。金で買う爵位であり、自らの資金の多さを見せつけるための。

　本当の爵位持ちからは成金や偽貴族と蔑さげすまれる爵位だが、下手な貴族よりも金を持っているので大きな声で批判できないのが現状だ。

　彼女の名がマフェストということなので、間違いが無ければ帝国でも指折りの大商会であるマフェスト商会の身内だろう。

　皇都に来たばかりの俺が知っているのだから、この商会の大きさが見て取れる。

「アアアムニットさんだね。そこに立っていると他の人の邪じや魔まだから座ったら？」

「ごっ、ごめんなさい……」

　別に責めている訳ではないが、アムニットは目にたくさんの涙を溜ためて消え入りそうな声で答えながら座った。非常にやりにくいが、いじめであっても向こうから声をかけて来たので俺が気を遣つかうこともあるまい。

　それにしても、顔立ちも整っているし年齢の割に胸も大きい。そのくせ、腰は大変細い。性格から、アイドルというよりジュニアモデルとして活躍しそうな女の子だ。モジモジしているせいで小動物的というか、鈍どんくさい感じが強い。

　そういったところも、彼女がいじめを受ける原因なのだろう。立場が弱く自分より可愛い生き物という存在は、自分を脅おびやかす存在でなかろうと攻撃の対象になる。

　一緒に食べて良いだろうかと聞いておいて、アムニットはポテトサラダからポテト以外抜いたような食べ物を、美味しくなさそうにモソモソと食べている。いや、本当に美う味まくないんだけどね。ひどいもんだよ、こりゃ。

「アムニットさんも大変だね」

「えっ？」

　話しかけられるとは思っていなかったのか、俺の言葉の意味を理解できなかったのか少し呆ほうけた表情で聞き返してきた。

「これ、何の罰ばつゲーム？」

「いっ、いえ……そんな……」

　タレ目をもっとタレさせたアムニットはさらに涙を溜め、下を向いて何も言わなくなってしまった。

「まぁ、俺が目の前に座っていたら落ち着かないかもしれないけど、食事をしている間だけは何もされないから、ゆっくりするといい」

　言葉の真意を測りかねたように、アムニットはチラリとこちらを見るが、俺と目が合う前にすぐに下を向いた。その様子を見ていたいじめっ子集団から、失笑という名の嘲ちよう笑しようが溢あふれる。

　ガキのやることだと無視はしているが、あまり良い気分じゃないな。

　昼食を終え、アムニットが挨あい拶さつもそこそこに、そそくさと席を立った後、いじめっ子集団の中の一人が話しかけてきた。

「こんにちは、ストライカー様。少しよろしいですか？」

　俺の目の前に立ったのは、透き通るような綺麗な金髪をクルクルヘアーにした、いかにも「いじめます！」といった印象を受ける女子生徒だった。声質からも高たか飛び車しやな印象を受ける。

　色々な生徒がいる竜騎士ドラグーン育成学校だが、ここまで初対面の印象がピッタリくる女子生徒は、忘れたくても忘れられない存在となりうるだろう。

「君は確か、ミシュベルさん……だったよね？　何か用？」

　記憶の糸を辿り相手の名前を思い出した。ベルツノズ男だん爵しやく家けの次女で、五爵位の中で彼女の家は一番下の男爵にも拘らず、世間に対する影響力が強いため、一目を置かれる存在となっている。

「先ほどは、私わたくしのグループにいるアムニットがご迷めい惑わくをかけてしまったようで、申し訳ありませんでした。何か問題は起こさなかったでしょうか？　もし、あの士爵の娘がご迷惑をおかけしたのであればおっしゃってください。後でキツく言っておきますので」

「いや、特に迷惑をかけられるようなことは無かったよ。普通に食事をして終わりさ」

　相手が俺に何を言わせたいかすぐに理解できた。それに乗ってやる必要も無いし、そもそも何の迷惑もかけられていない。

「そっ、そうなんですか？　ですけど、アレは士爵の娘ですが──」

「相手が何であろうと、迷惑はかけられていないんだからそれ以上のことは何も無い。それとも、何か迷惑をかけるように命令でもしたの？」

　優しい声色のままで睨みつけると、ミシュベルの顔がサッと青くなった。

「いっ、いえ……そのようなことは！」

　アムニットを出だ汁しに侯爵家の馬鹿息子に取り入ろうとしたが思うようにいかず、自ら乗り込んでいくと前評判と違う対応をされて焦あせっているのだろう。

　ミシュベルは対処方法を模索しているのか瞳を揺らし、頰ほおを引きつらせて半笑いになっている。

「そう？　それは良かった。俺は、皆と仲良くなりたいしね」

　もちろん、君とも。と言うと、ミシュベルの頰に少しだけ朱が入った。

「はっ、はい。もちろんです。私も仲良くさせていただけたらと思っていますわ」

　なるべく印象を良くするために笑顔で話すと、向こうも緊きん張ちようが解けたのか少しだけ表情が柔らかくなった。
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　寒風が吹く屋外の演習場。今はドラゴンの騎乗訓練が行われているのだが、巨体ドラゴンのヴィリアがいると生徒やそのドラゴンたちが怖がるという理由で、少し離れたところから授業の様子を見ている。

　理由は確かに真っ当だし、俺が向こうの立場なら巨体のドラゴンが近くにいれば、大丈夫だといわれても、いつ暴れるのかと恐ろしくて授業どころじゃないはずだ。

　それに、教師の許可を得た状態で、離れたところにいても良いというんだから儲もうけもんだと思う。

　ヴィリアは俺の言うことを聞いて、腕を組み訓練をしているクラスメイトを見る俺の後ろで大人しく座っている。

「ヴィリアから見て、クラスメイトはドラゴンの扱いは上手いの？」

　俺が巨体のヴィリアを操あやつれるのは努力や才能などではなく、実は、ヴィリアが人語を理解する特殊なドラゴンだからだ。前世ではよくある設定だった喋しやべるドラゴンだが、この世界では現実・創作共に聞いたことがなく、文献でも調べてみたが、該当するものは無かった。

　もともと学校で生まれたドラゴンではなく、自らの意志で竜騎士ドラグーン育成学校を訪れ、ここに住むようになってずいぶん経つのだそうだ。

　初めて喋った時は凄く驚いた。それこそ、驚きすぎて変なテンションでヴィリアと会話してしまうくらいに。話せるようになったきっかけは──ヴィリアが忘れろと言ったから忘れた。うん……。

　出会った後、ヴィリアの体を洗う時に尻の穴にデッキブラシの柄えが刺さって、俺に文句を言ってきたのが会話のきっかけだなんて誰にも言えないよ……。

「子供のお遊びだろ、というのが正直な感想だな。飛び上がって空を一周して戻って来るだけだろう？　ロベールは風か邪ぜを引くといけないからここにいろ。後は私だけでやっておくから」

　いまいち竜騎士ドラグーン育成学校の授業を理解していないのか、ヴィリアは俺に地上で待っておくように言ってきた。

「俺のことを気遣ってくれるのは嬉しいけど、そんなことをされたら俺が竜騎士ドラグーンとしてここにいる意味が無いからな」

　言葉が分かるのだから教師が言っていることも理解できるだろうし、後はその通りに飛ぶだけなので失敗することは無い。ただしその代わり俺の存在意義が無くなってしまう。

「分かっているさ。そう焦るな」

　焦る俺が滑こつ稽けいだからか、ヴィリアは喉を鳴らすように笑った。彼女なりの冗談だったようだ。

「私は何年もこの学校にいて、様々な子供を見てきた。ドラゴンと一心同体となった者もいれば、全く身にならなかった者もいる。好成績を収めていた者が挫ざ折せつして途中で消えていったこともある。事故で死ぬ者もいれば、訓練では傷一つ負ったことの無い者が、卒業して一日で流れ矢に当たって死んだこともある」

　要するに、今判断しても無駄ということか。

「かなり長い年月をこの学校で過ごしているみたいだけど、ヴィリアっていったい幾つなの？」

「歳など、もうずっと前から数えるのを止めたな」

　とはいえ、飼育員の言うことが本当であればこの学校には、少なくとも二〇年以上前からいることになる。

「ってことは、結構いい歳か？」

　年齢を気にする乙女おとめでもあるまいに、俺がヴィリアをいい歳と表現すると、ヴィリアが鼻でど突いてきた。飛行服しか着ていないので、ヴィリアにど突かれると鈍痛が体を走る。手て加か減げんしてくれているとはいえ、ヴィリアは大きいぶん強さも比例する。

「失礼な男だな、お前は。確かに、私はロベールより年上かもしれないが、仲間から見ればまだまだ若い方だ」

　まぁ、歯が生え代わるのは若い証拠だし、栄養のあるものを食べさせるようになったら、鱗が剝け代わる速度も速くなったのでこれも若く健康な証拠だ。

「まだまだ一緒にやっていけるようで、俺は安心したよ」

　すぐにお別れが来ないことに安あん堵どしたことを伝えると、何が面白かったのかヴィリアは再び喉を鳴らした。

「私からすれば、ロベールの方が早く死んでしまいそうで怖いがな。人は脆もろく死にやすい。ロベールは、久しぶりに言葉を交わした人間だ。無駄に死んでほしくはない」

「まだまだやりたいことはたくさんあるんだ。死ぬ時は死ぬが、無駄には死ねんよ」

　せっかく貴族に成り代わったのだから、やりたいことをとことんやらなければ損だ。

「そうそう、奴らの技量についてだったな。どれが良いかと聞かれれば──」

　ほらあれだ、と顎あごで指した先には自分の出番を待っている男子生徒がいた。

　その生徒の名は、アバス・フレサンジュといい、家は騎馬騎士の家系だそうだ。

　騎馬騎士とは、名誉士爵以上男爵以下という中途半端な存在で、一応爵位として扱われるらしい。しかし、財力は名誉士爵の方が上なので、どんぐりの背比べではあるが下に見られることがある。

　騎士といえば、戦争の花形だし語感からして格好良いのに、爵位は何だか微妙な立ち位置だ。平民が兵士から成り上がることができる唯一の職業なので、結構人気なんだけどね。まぁ、それでも成り上がりと馬鹿にされるんだけどさ。

　アバスは騎馬騎士になるために騎士学校へ行くはずだったそうだが、ドラゴンを譲られたのでこの学校に来たらしい。

　噓うそか本当か、初めてドラゴンに乗ったのは入学二ヵ月前らしい。それでも、竜騎士ドラグーンになるために練習を積んできているはずのクラスメイトとこうして肩を並べているので、腕前はかなりあるんだろうと思う。

　ただし、それを言うなら俺だって似たようなものだ。何たって元が奴隷で、ドラゴンに乗れたのは飼い主の目を盗んでだったからだ。

「もう卒業していると思うが、奴の兄もこの学校にいた。兄も、ややがむしゃらな感があったが、弟の方はもっとそんな感じがするな。しかし、素質がある」

　アバスが呼ばれ、他の生徒と同じようにドラゴンを飛ばす。

　見た感じだと上手い具合に飛んでいるが、ところどころで力で抑え込もうとしている部分が見られるので、ヴィリアが言っていることも分かる気がする。

「なるほど、アバス……ね」

　心のメモ帳に、あの生徒の名前を書いておいた。胆力がありそうなので、俺が話しかけても逃げることはしないだろう。

「次は、我々の番らしいぞ」

「おっ、もうか？」

　ヴィリアに言われて顔を上げると、アムニットが俺を呼びに来たのが見えた。

　ここまで駆けさせるのも申し訳ないので、ヴィリアの手綱を持って教師の元へ向かい歩き出した。

　その途中でヴィリアに待っていてもらい、俺は件のアバスの元へ立ち寄った。アバスと会話をしていたクラスメイトは、近寄ってきた俺を見て驚いた顔をした。

　なぜお前がこっちへ来るんだ、勘かん弁べんしてくれ、といった声が聞こえてきそうな引き方だ。アバスも、周りのクラスメイトの様子から俺の存在に気付き、わずかにだが体を硬直させた。

「よう、アバス。調子はどうだ？」

「ッ!?　はっ、はい。まずまずだと」

「ちょっと動きがぎこちなかったようだけど、まだ慣れていないか？」

「はい、お目汚しをして申し訳ありませんでした。騎馬騎士の家の者として生まれ、最近まで騎馬騎士になる訓練を積んでいましたので、ドラゴンに乗ることはまだ慣れておりません」

「まぁ、そう固くなるな。普通に話そうぜ」

　そうは言っても爵位の関係もあるので、そうフランクに話せないだろう。クラスメイトも絡まれたアバスを哀れそうな目で見つめ、アバス自身も覚悟を決めたような目をした。

「つっ、次は、ストライカー様の番でしたね。ご武運をお祈りしております。いってらっしゃいませ」

　背筋が真まっ直すぐの気持ちの良いお辞じ儀ぎだが、アバスはそれから顔を上げようとしなかった。挨拶に良くある、先に顔を上げたら負けだ、という行為をやっているようにも見える。

　しかし、アバスの心の声が聞こえる。頼むから早く行ってくれ、という声が。

「あっ、ありがとう。では、行ってくる」

　クラスメイトとして気軽に話しかけたつもりだったが、因縁をつけたとみられてしまったようだ。これはかなり凹むぞ……。













　春の陽気の中に初夏の香りが漂ってくる頃には、入学初期にあった堅苦しさはほぼ無くなり、それぞれが仲の良い者同士でグループとなって固まるようになっている。

　この仲の良い者同士というのは、そのまま親しいということではなく、それぞれの利益に準じた派閥という交友関係を言うのだ。

　俺はというと相変わらずボッチであるが、アムニットが何かと気にかけてくれるようになった。最近ではよくお茶に誘われるようになり、共によく学校の喫きつ茶さスペースへ行っているのが進歩と言えるだろう。

　立場が弱い彼女なりの防衛策なのか、俺の近くにいるようになってから目に見えるいじめは減ったように思える。

　クラスメイトは、立場の弱い名めい誉よ士し爵しやくの娘が侯こう爵しやく家けの息子にメイドの真ま似ね事ごとをさせられている、と同情しつつもあざ笑っている感じだったが、俺としても立場的にそう思われていた方がいいので、訂正することは無い。

　このことについて前にアムニットのことを、虎とらの威いを借る狐きつねに似た言葉で評した時に悲しい顔をされたので、以来そういったことは言わないように努めている。

　この世界に来て奴ど隷れいとして過ごすうちに、どうやら人のことを考えるという頭が欠けてしまっていたようだ。

「ヴィリア、仰あお向むけになってくれ」

　そう言うと、ドラゴンのヴィリアは大きな翼を器用に丸めて川の中で寝転がった。山から流れ込んでくる水のせいで未いまだ冷たい川の中、俺は岩とよく似たヴィリアをブラシで強くこするように洗っている。

　初めて会った時は鱗かわがボロボロだったが、栄養のあるものを食べさせてこのように定期的に体を洗うことで、他のドラゴンと同じようなピカピカな体になった。

　抜いた虫歯も元通り生えそろい、口を開けさせれば凶悪な乱らん杭ぐい歯ばがお目見えする。あれだけ汚かった口の中が噓うそみたいに綺き麗れいだ。

　今日は水温が低いだけで気温は高く、太陽から注そそぐ光は温かく風も吹いていない。

　それに、川辺では火を焚たき、体が冷えてもすぐに温めることができるようにしているので風か邪ぜを引く心配が無い。おかげで胸まで川に浸つかれるので、作業が大分楽になる。

　しかし、ちょっと深すぎたようで仰向けになったヴィリアの顔が、鼻先しか水面から出ていないので申し訳なく思った。

「今日は、これから遠乗りに出かけるのか？」

　首を曲げて水面から顔を出したヴィリアは、こちらを向くことなく空に呟つぶやくように言った。

「いや、今日は午後一で呼び出されているからそっちに行く予定だ」

「そうか」

　こんなに陽気が良い日は遠乗りに行きたいのだが、残念ながら午後から呼び出されている。理由は何か聞いていないが、それなりの用事があるのだろう。

「空にドラゴン……」

　水面から顔を上げ独り言のように呟くと、ヴィリアは再び川の中に沈んだ。

　言われて空を見上げると、確かにドラゴンが一頭だけ空を飛んでいた。高さは五○○メートルくらいの位置を旋せん回かいしている。逆光になっていて見づらいが、アムニットのドラゴンだったはずだ。

　手を振ってアムニットに気付いたことを知らせると、アムニットは旋回を止やめると共に急降下し、俺の頭上で吹いている風を上う手まく摑つかむと、最小限の羽ばたきだけで地面へと着陸した。

　アムニットはドラゴンから降りると、鞍くらに付けてあった鞄かばんから籐とうで編まれたカゴを取り出した。ティーセットを入れている普段使いのものより大きく、肩かけ用のベルトが付いている。

　それを肩に引っかけると、しっかりとした足取りで俺の方まで歩いてきた。

「ロベール様。もうすぐお昼ですよ」

「もうそんな時間か……早いな」

　朝食を済ませてからすぐに出てきたが、巨体のヴィリアを洗うには普通サイズのドラゴンの倍以上の時間がかかるので、思った以上に時間が過ぎていたようだ。

　慣れればもう少し早くできるだろうが、効率よく洗うことに注力しすぎてスキンシップを疎おろそかにしたくないので難しいところだ。しかし、今日は後の予定もあるので、ヴィリアには申し訳ないが昼食を優先した。

　ヴィリアに川から上がるようにお願いし、俺もアムニットがいる川辺へと歩いた。

「お昼ご飯を作ったので、よろしければ一緒に食べていただけませんか？」

　俺が川辺へと辿たどり着つくと、アムニットは肩に引っかけていた籐のカゴを下ろして中を見せてきた。

「今日はハムを入れたサラダサンドを作ってみたんです。お肉屋さんで美お味いしいハムを作っている所があって、それが野菜との相性が凄すっごく良くて」

　どれほど美味しかったのか分かるくらい、アムニットは顔を綻ほころばせながら言った。そして、籐のカゴに詰め込まれた、手ずから作ったというものを見せてくれた。

　ハムサラダサンドと一言で言っても白パンから麦芽パンなど、多種多様なパンで挟んでおり、中身も少しずつ変えてあった。

「喜んでいただくよ。学校での食事は苦行でしかないからな」

　学校で出される食事というのは、主食・主菜・副菜・スープといった感じで、この世界では良い方の食事内容となっている。

　しかし、この中の主食と言われる部分が問題で、ほぼ九割以上の確率でポテトサラダからポテト以外を抜いたようなものが出て来る。

　このポテトというのも曲くせ者もので、初めはジャガイモがこの世に存在しているのだと、食料自給率について興味を引かれたのだが、実際のところジャガイモではなくデンプン質の多いタロイモのような植物だった。

　冷涼なユスベル帝国で推すい奨しようされている作物は小麦で、諸しよ侯こう領りようでも小麦が主に作られている。このタロイモは竜騎士ドラグーン育成学校のみで作られているのだ。

　気候的にあまり向いていないような気がするが、調理に気を付ければ地上に出ている茎くきの部分も食すことができるので、全体的な食いでとしては小麦よりも上だと言われている。

　貴族が多く通う竜騎士ドラグーン育成学校で、なぜこんな美味しくないものが食べられているのかというと、同じものを食べることで竜騎士ドラグーンとして連帯感を養やしない、なおかつ粗そ食しよくに強くなるようにと出されているらしい。どう考えても嫌がらせとしか思えない。

　そのことについて常々文句を言っていたので、今日はアムニットがお昼ご飯を持ってきてくれたようだ。

　アムニットは、俺が火にかけておいた鍋なべのお湯でお茶を淹いれると、慣れた手つきでティーカップへ注いだ。

「こちらと一緒にどうぞ」

「ありがとう」

　淹れたての熱いお茶を飲むと、胃の形にそってじんわりと温かな液体が流れていくのが分かった。自分で思っている以上に体が冷えていたようだ。

　アムニットの持ってくる茶葉は、普段市場では目にすることの無いものが多い。上級貴族専用の市場でのみ流れているもので、今ポットに入れた分の茶葉だけでも結構な値がするんだろう。帝国でも指折りの大商会は、非常に裕福だという話。

　かく言う俺も、ストライカー家から本物のロベールへ向けてだが、定期的に金が送られているので金に関しては困っていない。しかし、いつ何が起きるか分からないので、いざという時に持ち運びやすい宝石類などに一部換えてある。

　そのいざというのも、周りの生徒の様子やストライカー家から届く手紙の内容からしても、まだ大丈夫だろうと思いたかった。

「にしても、昼一の呼び出しって何だろうな？」

「領地運営の実地研修の話ですね」

「何それ？」

「竜騎士ドラグーンの機き動どう性せいを生かし、定期的に見て回ることが難しい山奥や果ての地にある町や村を訪ね、必要であれば領主や軍部への報告を行ったり、様々なことに対する技術指導を行うのが主な内容になりますね」

　技術は日進月歩というが、この国は色々と停滞しているのでそれほど伝える技術があるのか不ふ思し議ぎになる。なので竜騎士ドラグーンの主な任務は辺境に住む人々に帝国人であることを自覚させ、忠誠心を高めることなのだろう。

　竜騎士ドラグーン候補生は、それを手伝いつつ領地運営のやりかたを実修しろってことか。

　また、領主はともかく軍部への報告とは蛮族についてのことらしい。俺も学校の授業や奴隷の時に話を聞いたくらいなので詳しくないが、帝国内外を問わず何部族か住んでおり、この帝国では山間部に住んでいてワイバーンを使役するそうだ。

　帝国領内に住んでいながら帝国の傘さん下かに入っていないため、その動きを監視する必要があるので、情報を得た場合は急ぎ報告する義務がある。

　ただし帝国の傘下に入っていない部族は全すべて蛮族と呼ばれているので、ワイバーンを扱っていないから蛮族ではない、とは一いち概がいには言えないらしい。

　ともあれユスベル帝国には、ワイバーンを扱う部隊は無いので、もし帝国内でワイバーンを使っている人を見つけた場合は、急いでその地域を管理している警けい備び隊たいへ報告しなければいけないらしい。

　正規の竜騎士ドラグーンは忙しいので、竜騎士ドラグーン候補生を向かわせるんだろうけど、そんな仕事を入学したての学生に任せて良いんだろうか？

　一応、選んでいるような話は聞いたので、上級貴族の子供というだけでなくまともに動ける人員が選ばれていると信じたい。まぁ、ほとんどが実績を積ませるための選出だろうが。

　ちなみに、この世界での成人は貴族も平民も一五歳というのが一般的だ。

　竜騎士ドラグーン育成学校も騎馬騎士を育てる騎士学校も、共に入学年齢は一三歳以上だ。

　また、入学する最低年齢はあっても上限は無い。なので、少ないながらも年齢が上がってから入学するパターンも存在する。

　平民もこの入学年齢に合わせたという訳ではないだろうが、親に家業がある家は、一三歳になると長男の場合は剣術を覚える青空訓練場に行かなくなり、家を継つぐために親へ完全に弟子入りする。

　次男も長男と同じく家で家業を覚えるのだが、こちらは長男のスペアとしての意味合いが強く、手伝いに徹てつすることになる。三男以下は余よ所そへ丁でつ稚ち奉ぼう公こうするしかない。

「あ～……、食った食った」

　アムニットの作ったハムサラダサンドは絶品だった。特にソースが良く、指に付いたソースまで卑いやしく舐なめてしまった。

　貴族としてあるまじき行為だが、アムニットはそういった行為に顔をしかめることなく笑っていた。

　指を舐め終わると、アムニットが甲か斐い甲が斐いしくナフキンで指の間から爪つめの間まで綺麗にしてくれた。

　何とも優しい娘こだと思う。誤解の無いように言っておくと、食事の用意もこのような身の回りの世せ話わも、俺が侯爵家パワーで無理やりやらせている訳ではない。

　そこら辺のお間違えは無いように。





　　　　　□






　昼一で呼び出されたクラスメイトは、全部で一〇名ほどだった。

　この中に名誉士爵の娘であるアムニットはおらず、代わりにいじめっ子のミシュベルやヴィリアが気になると言っていたアバスがいた。

「今回、皆さんに集まってもらったのは準統治領選択のためです。皆さんも知っての通り、これは学校の伝統行事となっており、今後皆さんが家を継ぐために必要な内容です。また帝国としても地方国民に帝国民としての意識をしっかりと根付かせるための重要な行事です」

　などなど色々と教師が説明をしてくれたのだが、似たような内容を何度も繰くり返かえし行う反復学習のような状態になってしまったので、途中から抜け落ちたように記憶が無くなっていた。

「そこで、皆さんには準統治領を選んでもらいます。これが、今回の準統治領の場所になります」

　そう言い、教師が机の上に置いたのは羊皮紙の束だった。

　俺は日本人的思考から最初に手を付けることは無く、誰かが手を付けて幾いくつか取られてから自分も取ろうと思ったのだが、なぜか誰も羊皮紙を取ろうとしない。

　どういうこっちゃ、と周囲を見渡してみて理解した。皆、俺が一番に手を付けるのを待っているのだ。

　まずは、一番地位のある侯爵ボーイに選ばせ、皆は残りのものから選ぶ算段の模様。

　先生も言おうか言うまいか困っていらっしゃる。

「ふん……」

　気恥ずかしさから咳せき払ばらいをしようと思ったが、思った以上に息が出て鼻で笑うようになってしまった。

　これでは、周りの皆に「よく分かっているじゃないか、下等生物共」と言っているように取られてしまう。ほらほら、皆も心なしか「勘かん弁べんしてくれ」というような顔をしている。

　これは早く読んで他の皆に羊皮紙を回さないと、この話し合い自体が終わらない。

　しかし、ここで問題が起きた。俺は今まで奴隷として生きて来たので、この国の地理というものに疎うとい。

　皇都の北東に、俺を飼っていた伯はく爵しやく領りようが在るのは分かるが、それ以外の地理がさっぱりだった。地図が頭に入っていないから、羊皮紙に書かれた村や町の名前を見ても、それがどこにあるか分からない。

　こうなりゃ、主要産業で決めるしかないなと思ったけど、どれも農業としか書かれていないのが問題だ。

「ストライカー様にお勧めなのは──こちらがよろしいかと」

　見かねた教師が一枚の羊皮紙を勧めてきた。この町なら知っている。皇都からそれほど離れていない場所にある町で、何度も行ったことがある。

　でも、せっかく大手を振って遠くへ行けるのだから、近くの町ではなくなるべく遠くへ行きたい。それに、他の奴らには内ない緒しよでやりたいこともたくさんあるし。

「ダリル」

「なっ、何でしょう……？」

　勧められた羊皮紙を持ちクラスメイトの名を呼ぶと、名前を呼ばれたクラスメイトは明らかに警けい戒かいした様子で返事をした。

「君の妹は、確か病弱で皇都の療りよう養よう所じよにいるんだったな？」

　授業間の休みに、彼が友人と話していたのを聞いた記憶がある。弟だったかもしれないが。

「はっ、はい……そうですが」

「ここは、この学校からも近い。ここへは、君が行った方が良い」

　たぶん、ここにある準統治領の中で、一番皇こ都こに近いであろう物件をダリルに渡した。

　彼のことだから、あまり遠くの準統治領へ行くと、妹のことが心配で頭が一杯になってしまうだろう。そのせいで安全確認を怠おこたり、結果死亡事故につながってしまったら大変だ。

　戦争以外で、竜騎士ドラグーンの死亡事故のトップに来るのが、訓練や通常飛行中のドラゴンからの滑かつ落らくだ。落下防止用の安全帯を着用していれば防げる事故だが、竜騎士ドラグーンは安全帯を使用しない。理由は見た目の問題や精神論らしい。

　確かに分からなくもないが、それで死んでは無駄死にでしかない。そっちの方が恥ずかしいだろうに。

　羊皮紙を渡されたダリルは、何を企たくらんでいるんだと言いたげな表情で俺を見ているが、そんなことは気にもせず、次の羊皮紙に目を通し始めた。

「主要産業、硫い黄おう採取？」

　何枚目かに目を通すと、そこに書かれていた主要産業が目に留まった。それは、本業が農業と書いてあり、硫黄採取とは隅っこに小さく書かれているだけのものだが、大いに興味を引かれた。

「そこは昔、帝国首都が置かれていた町です。山を越えたもっと向こうにあり、岩間から湯気や毒ガスが出ている地域です。首都が移ってからは交通の便が悪く、交流自体が無くなっている土地ですね」

　旧首都と言いつつ酷ひどい扱いのようだ。こういった土地は、遷せん都とした後も手厚く保護するようなイメージがあるが、この国ではそうでもないのだろうか。

　この町──マシューというらしい──は、山の向こう側にあるらしい。湯気と毒ガスといえばまんま温泉地帯じゃないか。

　前世は温泉地出身の俺にとって、絶対に過ごしやすい土地だろう。それに、外とあまり交流が無いってのも魅力だ。

「ここは、ドラゴンでどのくらいの距きよ離りがありますか？」

「そうですね。ストライカー様のドラゴンは速度が出るので、今の季節は追い風ということも考こう慮りよすると三時間か、それをやや超えるくらいで着くはずです。ですが、先ほど申し上げた通り、外との交流があまり無くまた山の向こうにあるので、ストライカー様のような高貴な方にはお勧めできない泥臭い所となっています」

「いや、俺はここがいい。他に誰か行きたい奴はいるか？」

　やんわりと止める教師を無視し、クラスメイトに行きたい奴がいないか聞いた。温泉地であれば行くしかあるまい。

　しかし、聞いても皆顔を背そむけるだけだ。これって、俺が行っても良いってことだよね？

「お待ちください、ロベール様」

　温泉地マシユー行きがほぼ決まったと思ったところで声が上がった。どうやら俺以外にも狙ねらっている奴がいたようだ。

　声の主はクルクルヘアーのいじめっ子のミシュベルだ。昼食中にアムニットをけしかけた一件以来、何を勘違いしてかミシュベルもよく絡んでくるようになった。

　迷めい惑わくをかけられない限りどうするつもりもないが、彼女は本物の貴族なので下へ手たなことをして身代わりを気付かれたらと思うとストレスが溜たまる。

「先生の言う通り、そこには劇場も有名店も無いドが付くほどの田舎いなかです。ロベール様が行かれればそれだけで華やかになること間違いなしですが、そのような場所にロベール様が行かれるほどの価値はありませんわ。そういった役はそちらの──」

　そう言って、ミシュベルは別のクラスメイトを見た。その視線の先には騎馬騎士の家系として有名なフレサンジュ家の子供である、アバス・フレサンジュがいた。

「──彼に任せた方が良いかと。彼のご実家は辺境専門の戦争屋でして、彼もここを卒業した暁あかつきには辺境専門の竜騎士ドラグーンとなるそうです。ですから、そのようなド田舎に行かせるには丁ちよう度ど良いかと」

　ミシュベルから挑ちよう発はつ的てきな視線や言葉を送られたアバスだが、こういった扱われ方に慣れているのか、何も言い返すことなく俺の方を見ている。

　男だん爵しやくの──それも次女に言われるくらいなら、侯爵の嫡ちやく男なんに行くように命令された方がまだ溜りゆう飲いんが下がるからだろう。

「アバス、お前はここに行きたいのか？」

「俺に拒否権は無いです」

「なら諦あきらめろ。俺はここへ行きたいんだ」

「なっ!?」

　この場にいる全員の顔が驚きよう愕がくに染まった。侯爵家のわがまま坊主が、辺境というか魔境のような田舎へ自ら行くと言い出したのだから驚おどろかない方がおかしい。

「まっ、待ってください。ロベール様はお優しい方なのでご無理をなさっているのかもしれませんが、そういった場所にはこいつアバスを行かせておけば良いんです」

　貴方あなたからも何か言いなさい、と言わんばかりにミシュベルがアバスを睨にらみつけるが、アバスはそんな視線を無視して俺を見つめるだけだ。

　口を開かないアバスに対し、ミシュベルが再び何か言おうとしたところを、俺は睨みつけることで制した。

「俺を思って言ってくれているようだが、配はい慮りよが全くされていないな。俺は俺の意志でここへ行きたいと言っているんだ。これ以上邪じや魔まをするのであれば、実家経由で学校とお前の家へ抗こう議ぎが飛ぶぞ」

　ロベールの実家は侯爵家だ。しかも一部の大貴族のみ参加を許された、国議会に参加するほどの貴族なので、抗議という簡単な言葉にどれほど凄すさまじい力がこもるのか想像もできない。

　いくらミシュベルの家が男爵家であっても、そんな家から抗議が来れば学校も動かなければいけないし、ベルツノズ家も周辺諸侯との交流は絶対に無くなるだろう。そうなれば、物資の輸出入が無くなり領地内で必要な物を全て賄まかなわなければいけない。

　実質、ゆっくり死んで行ってね状態だ。

　だからミシュベルは、俺に気に入られるために色々と口を出してきているのだ。

　普段は目に余る行動をしないし、ときおり役に立つこともあったので特に注意をすることが無かったが、今回のこの行動はよろしくなかった。

　本物のロベールだった場合、ミシュベルの行動は正解だっただろう。しかし、今ここにいる俺は偽物なので、邪魔をされれば腹が立つ。

　当のミシュベルはなぜ俺が怒っているのか理解できないようで、青白い顔をしながらクラスメイトに助けを求めるように見回した。巻き込まれたくないクラスメイトは、そんなミシュベルの視線から逃れるように目を逸そらした。

「他に……何か意見はあるか？」

　この場にいる全員を見渡しながら聞くが、誰も何も言わなかった。これなら、俺が行ってもいいってことだよな？　後から文句を言われても聞かないぞ？

　その後は、滞とどこおりなく準統治領が決まっていく。ほとんどが近場から選ばれていったので、やっぱり皆近場が良いんだなと思った。

　ただ一人、ミシュベルだけはなぜか遠くの田舎を選んだ。俺一人に辛つらい思いをさせない、と息巻いていたけど、俺は別に辛くもないし、ミシュベルが選んだのはマシューに比べたらめちゃくちゃ皇都に近い。田舎が嫌なら無理しなければいいのに。

「あの、ストライカー様……」

　教師から解散の号令を受け、クラスメイトが次々と教室を出て行く中、珍めずらしくアバスが声をかけてきた。相変わらず堅苦しい感じは抜けないが、向こうから話しかけてくれるのは進展と言って良いだろう。

「どうかしたか？」

「いえ、あの……もし本当にご無理をなさっているのでしたら、私のものと交こう換かんしませんか？　もちろん、その田舎に行ったのはストライカー様ということで構いませんので」

　何かと思ったら、替え玉の話だった。わがまま侯爵ボーイが田舎で過ごせる訳がない、と思いアバスから準統治領の交換を申し出てくれたようだ。

　差し出された準統治領は皇都からやや離れているが、マシューに比べたらとても近い。

「さっきも言った通り、俺が行きたいんだ」

「ですが、このような場所は本当に何も無く、夜になれば町にまで獣が下りてくる可能性がありますよ!?　俺──自分は、代々こういった場所を専門に戦って来ているので問題はありませんが、暇ひまを潰つぶすにも苦労するようなところなんですよ？」

「申し出はありがたいが、そこら辺は問題ない。ちょっとやりたいことがあるんだ」

「やりたいこと？」

　こんな田舎で何ができるのか、という不思議に思った表情と、噂うわさ通り町で虐ぎやく殺さつでもするのか、という訝いぶかしむ表情が入り交じった顔でアバスがこちらを見てきた。

「農業改革や、できれば新しい産業も生み出せたらいいなと思っている」

　やりたいことは盛りだくさんだ。奴隷の時分には誰も信じてくれず上手くやれなかったことが、ここで全てではないにしても実現できるとワクワクしてくる。

　アバスは相変わらず田舎へ向かうことに関して半信半疑だが、俺の言った農業改革が気になったようで、少しだけ考える仕草を見せた。

「まぁ、見てろって。何かしら成果を上げて帰って来るからよ」

　アバスの肩を軽く叩たたき、俺も教室を出た。早く準統治領へ向かう準備をしなくてはいけない。
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　管理する準統治領が決まり、それぞれ担当する領地から使者が来ると共に、クラスメイトはどんどんと出て行った。

　出立した日から早くて数日。長くてひと月ほどその領地で過ごし、どのように運営されているのかレポートとしてまとめなくてはいけない。

　そのレポートは人を使っても良いらしく、俺の真似をして田舎を準統治領に選んだミシュベルは、大名行列かと言いたくなるほど人を引きつれて出て行った。

　しかし、残念ながら俺にはそんな伝つ手ては無く、一人で全てやらなくてはいけない。

　手伝いにクラスメイトのアムニットを連れて行こうかと思ったが、彼女は準統治領に行く生徒に選抜されておらず、通常の授業があるので諦めた。誘えば二つ返事で付いてくると思うが、さすがにクラスメイトというだけで、授業を休ませてまで来てもらうのも申し訳ないからな。

　だから、一人で行くしかないのだが、その準統治領から使者が来ないので動けないでいる。これも古くからの習慣のようで、使者が受け入れ準備ができたことを伝えに来るまで、竜騎士ドラグーン候補生が学校を出立してはいけないそうだ。

　なぜマシューの使者が遅いのかと教師に問うと、毎年選ばれないため今年も来ないだろうと何も準備をしていなかったからだ、との答えが返ってきた。

　まぁ確かに、旧皇都とはいえ山奥の町に貴族のボンボンが行く訳もない。町の方も来ない貴族を待ちながら準備をし続けるなんて、無駄なことはやりたくないだろうしな。

　そんな町へこれから行こうと思っている俺は、これから意外性の男という謳うたい文句で生きていくのが良いのかもしれない。

　ともあれ次々と準統治領へ旅立っていくクラスメイトを尻しり目めに、俺は竜騎士ドラグーン育成学校にある喫茶スペースで、アムニットが淹れてくれるお茶を優雅に楽しんでいた。

　しかし、最後の生徒を見送ってから五日が過ぎる頃には待つのが辛くなり、ヴィリアに乗って使者を迎えに行った方が良いのではないかと考え始めた。だってそうだろう。あれだけ意気込んでいたというのに、出て行くのがいちばん最後なのだから。

　そんなことを考えながらお茶を飲んでいると、教師と俺より少しだけ年上に見える少女が駆け足でこちらへ向かって来たのだ。

　俺との距離があと数歩という所まで来ると──。

「申し訳ございませんでした！」

　ほぼスライディングの土ど下げ座ざで、俺の足元までやって来た。そして、沈黙。

　前評判のすこぶる悪い侯爵ボーイと土下座する平民の女の子。

「あの──」

「こっ、侯爵様を待たせるなど言語道断！　しかし、町の皆は悪くありません。悪いのは全て私です。ですから、町の皆は関係ないので、罰ばつは私だけにお願いします！」

　重い沈黙を破ろうと俺が口を開くと、下ゲ座ザる女の子は悲鳴のような声で訴えてきた。

　周りには、俺たちと同じようにお茶を楽しんでいる竜騎士ドラグーン育成学校の生徒たちがいるのだが、そのほぼ全てが俺と下ゲ座ザる女の子を見て声を潜ひそめて話をしている。

「こんな所で寝ていると他の人の迷惑になるから、とりあえず起きてくれ」

「もっ、申し訳ありません！」

　俺の注意にバネ式の人形のように飛び上がると、直立というか硬直不動といった具合に動かなくなってしまった。

　ようやく見えた女の子の顔は真っ青になっており、ここへ来るまでどれだけ悩んでいたのかすぐに分かるほど酷く憔しよう悴すいしていた。

　しかし、田舎臭いところを除けば整った顔立ちをしており、服装も地味ではあるが印象を良くするために、頑がん張ばってお洒落しやれをしてきた感が出ており好感が持てた。

「俺は、ロベール・シュタイフ・ドゥ・ストライカー。侯爵なのは父で、俺はただの竜騎士ドラグーン候補生。つまり、ただの学生だ。ロベールとでも呼んでくれ」

「ふぁっ、ファナと申します。ロベ、ロベール様が来てくださる準統治領の町長の娘です」

　俺が優しい声で話しかけるのも虚むなしく、ファナは上ずった声で必死に受け答えをしている。

「じゃあ、ファナ。別に怯おびえなくても良い。君が来たというマシューが遠いということは重々承知している。それに、待たされたとはいっても、こうしてほら──」

　そう言い、今飲んでいる紅茶の入ったティーカップを掲かかげた。

「アムニットのおかげで退屈はしていない」

　名前を呼ばれたアムニットは、ファナに対して微笑ほほえんだ。ファナはその笑顔に救われたようで、そっと安あん堵どの溜ため息いきを吐ついた。

　実際のところ、ここ最近は使者が来ないせいでイライラしていたのも確かだ。クラスメイトから向けられる無言の、出て行け的な圧力があったこともある。

　目の上のタンコブ的な人間が準統治領へ向かえば、その間だけでもクラスの空気は緩かん和わされ学校生活が楽しくなるというのに、その目の上のタンコブが待てど暮らせど出て行かないのだ。日がたつほど、俺に対する視線の強さは増して行った気がする。

「ありがとうございます！　ありがとうございます！」

　ファナはバッタのように、俺とアムニットにお礼を言いながら頭を下げた。

「疲れているとは思うが、今から出よう。この時間に出れば、向こうには夕方に着くはずだ」

　あらかじめ、町の位置はヴィリアから聞いている。マシューといってもヴィリアには理解されなかったが旧皇都──昔、ユスベル帝国の首都があった所だと言ったらすぐに理解してくれた。

　移動時間に関しては、今の季節なら三時間くらいと言っていたので、食後のお茶の時間である今出て行っても、日が沈む前に到着することができるはずだ。

　荷物もまとめてあり、厩きゆう舎しやのヴィリアが入っている部屋の一部を占せん拠きよするように置いてある。

「はい。すでに町ではロベール様の歓迎をするための準備が行われており、もう終わっていると思います」

　そんなことをしてもらわなくても良かったが、礼れい儀ぎとしてお礼を言っておいた。

「私は馬車で戻るので、マシューでお世話ができるようになるのは、もっと後になってしまうのが心残りではありますが……」

「いやいや、今から行くぞって言ってるだろ？」

「えっ？」

　何を言っているんだ、と言いたげなポカンとした顔で俺を見てくるファナに、子供に話しかけるようにゆっくりと言った。

「だから、馬車で帰るのは大変だろうから、俺のドラゴンで一緒に行くぞって言ってるんだ。これならすぐに帰ることができるし、馬車の料金も半分で済むだろ？」

「えぇっ!?　ドラゴンにですか!?」

　ファナは元に戻った顔色を再び蒼あおくして言った。

「何だ？　何か問題でもあるのか？」

「あの……ドラゴンは主あるじである竜騎士ドラグーン以外が乗ると、その乗った人を食い殺すって言う……」

「あぁ、なるほど」

　確かに、そういった話は多く聞く。しかし、その大半が噓か誇こ張ちようが入っている。

　そんな話が生まれたのは、平民がドラゴンを飼い慣らし武器として使わないようにするためと、ドラゴンは貴族のみが騎き乗じようすることを許された、高こう潔けつな生き物だと喧けん伝でんするためだ。

　もし話が本当なら、竜騎士ドラグーンでも何でもない奴隷時代の俺は食い殺されていただろう。

　ドラゴンに慣れていない人間が乗った場合はどうか分からないが、今回に限って言えば、ヴィリアが言葉を理解する時点で全く問題は無かった。

「大丈夫だよ。言って聞かせるし」

「あの……その……でも……」

　大丈夫、と言われても、今日会ったばかりの人間をどれほど信じられるのか、という話だ。しかし、ファナはそれ以外のことで返事ができないでいるように思えた。

「ん？　乗りたくない？」

「そそそ、そんなことはありませんッ！」

　顔から血の気が失うせたファナは、足を小刻みに震わせて悲鳴を上げるように答えた。

　こういった姿を見ると、平民にとって貴族という存在がどれほど天敵かというのが見て取れる。一言一句、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに気を付けて対応を選ばないと、相手を委い縮しゆくさせてしまい、まともに会話や判断ができなくなってしまう可能性も大きい。

「ロベール様、少しだけファナさんとお話しさせていただいてもよろしいですか？」

　俺とファナとのやり取りを見かねたアムニットが通訳を買って出た。

「分かった。頼む」

　侯爵家の息子より、同じ女性で雰ふん囲い気きも柔らかなアムニットに任せた方が、賢明だろうと思った。元から出遅れているのだから、時間が惜しい。

「ありがとうございます」

　アムニットは俺に一言だけ断りを入れて、ファナを連れて少し離れた所で会話を始めた。

　初めは俺の時と同じように委縮して、ペコペコして話にならないように見えたが、次第に会話が続くようになり、そしてすぐに決心したような顔つきで俺の元へ戻ってきた。

　俺の前へ来るなり、ファナは神に祈るように膝ひざをつき、それに合わせるようにアムニットも膝をついた。

「ロベール様。あの、一〇分──いえ、五分でもいいのでお時間を頂けないでしょうか？　家で留る守す番ばんをしている妹に、都のお土産みやげを買って帰ると約束をしたのです。お待ちいただいていたロベール様に対して、非礼な振る舞いだと重々承知しています。ですが、この学校に出入りしている商店でも構わないので、お土産を買うお時間を頂けないでしょうか？」

　なるほど、なるほど。嫌がっていた理由が、やっと理解できた。

　貴族の俺が好意でドラゴンに乗せると言っているのに、自分のわがままでそれを断る訳にはいかない。だからといって、妹に土産を買ってくると言いながら、買って帰らない訳にもいかない。

　マシューは山の中にあるので時間がかかる。しかも、馬車に乗って来たのだ。手配金が幾らかかるか分からないが、安くはないだろう。

　この世界では、行商や兵士になって戦争に行かない限り、生まれた村や町から遠く離れた土地へ行くことはほぼ無い。もちろん旅人になり出て行くこともあるかもしれないが、この例は特殊すぎるので、今は置いておこう。

　町長の娘であってもそれは変わらないはずなので、一生に一度の皇都観光として、お土産の一つでも買って帰りたくなるのが人情というものだろう。

　ファナに合わせてアムニットも跪ひざまずいているものだから、周りにいる竜騎士ドラグーン候補生たちが「何だ、何だ」と野次馬化しつつある。

「分かった、分かった。じゃあ、一時間──いや、二時間くらいあればお土産は買って来られそうか？」

「いっ、良いんですか？」

　俺の言葉に、先ほどまで沈痛な面持ちをしていたファナの顔が明るくなった。

「これだけ待ったんだ。二時間増えたところで変わらない」

　せっかくのお洒落着をこれ以上跪かせて汚しても申し訳ないので、アムニットと一緒に立たせた。

　平民のファナがこんなお洒落着を何着も持っているとは思えないし、アムニットに至っては、地面が草地とはいえ素足で膝をついているのだ。痛々しくて見ていられない。

「皇都は広いから、アムニットも一緒に行ってやってくれ。御者からも復路の分を返金してもらって、それも土産代に使うと良い」

　返金について何か問題が起きたら俺に言いに来るように言い含め、見送った。

　俺は残った紅茶を一気に呷あおると、もうすぐマシューに向けて発たつことをヴィリアに伝えに行った。
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　二人がお土産を買いに行って暇になってしまったので、俺はヴィリアに竜具を取り付けた状態で竜騎場へと連れ出した。

　この竜具を付ける作業も奴隷の時からやっていたが、この学校に来てからメキメキと腕が上達していった。

　ほとんどの生徒は、実家では使用人に取り付けてもらっていたようで、この学校に来てから大変苦労していた。そんな中、多少なりとも慣れた手つきで竜具を付ける俺は、クラスメイトにとって異様に映っていたようだ。こんなところにも、偽物とバレかねない要因があるとは思っていなかった。

　そんなことを思い出しながら、今はヴィリアにもたれかかりのんびりしている。

　初夏の日差しといえど、皇都は緯い度どが高いのでやや冷涼だ。しかし、本格的な夏となればうだるような暑さとなる。

　今年の夏はどのくらい暑くなるのだろうか、と毎年同じことを考えながら空を見上げていると、ヴィリアが少しだけ体を揺らした。

　どうかしたのか、と聞こうと体を起こすと、向こうからアムニットとファナが走って来るところが見えた。

　買い物に出かけてから、まだ一時間も経たっていない。女性の買い物はどこの国や世界でも長いので、割さける限界まで時間を取ったのだが、それも要いらぬお世話だったのかもしれない。それか、何か問題があったのか。

「もうっ、申し訳──ありませんでした」

　息を切らせながら、両手に荷物を抱えたファナが謝った。困っている様子がなく至って普通だったので、特に問題は無かったようだ。

「時間内だから別に謝る必要は無いさ。それで、お土産は買えたか？」

「はい。お時間を頂けたことで、妹だけではなく町の皆にもお土産を買うことができました。これも、ロベール様が私なんかのためにお時間を割いてくださったからです」

　予定の時間よりだいぶ早く帰って来たが、ファナは満足してくれたようだ。

　アムニットに聞くと、馬車の解約で返金されたお金も使えたので十分な買い物ができただろう、とのことだ。

　それに、お土産のほとんどをマフェスト商会で揃そろえたので、これほどの早さで帰って来られたらしい。なかなか商しよう魂こんたくましい娘だ。

「じゃあ、早速だけど出発するからドラゴンに乗るぞ」

　ファナが買って来たお土産を袋で一つにまとめ、竜具の一番後ろに縛り付けた。

　そして、ファナ自身には滑落防止のための安全帯を取り付けた。

　この安全帯は、俺が設計からデザインまで全て考え鍛か冶じ屋やに直接行って発注したワンオフ品である。

　作った安全帯を幾つか学校に寄き贈ぞうしたのだが、今のところ俺とアムニット以外で使っている生徒を見たことが無かった。高所作業は、ヘルメットと安全帯の着用が当たり前だというのに。不安全行動だぞ、まったく。

「ロベール様。くれぐれもお体に気を付けて。決して無理はなさらず、何かあればすぐに飛んでいきますのでお知らせください」

　俺を心配してくれるのはありがたいが、後から後からと「お前は俺の母ちゃんか」と言いたくなるような言葉が飛んできた。それに対して、とりあえず笑顔で手を振って応こたえる。

　学校の竜騎場は、ドラゴンの離着陸の頻ひん度どが激しいため、ところどころ土がむき出しになっている。

　ヴィリアはその巨体のため、他のドラゴンより飛び立つのが遅い。それに、体が大きく離陸に時間がかかるぶんダウンウォッシュが激しく、竜騎場で飛び立とうとすると周囲からひんしゅくを買ってしまう。

　そのことについて直接文句を言われることは無いが、放置してしまっては悪感情のみが広がっていくため、ヴィリアには竜騎場から少し離れた所から飛び立ってもらわなければいけない。

　面倒臭くはあるが、これも学校で過ごすために必要な行為だとして諦める。

「よし、進路は北へ。行くぞ！」

　竜騎場から少し離れた草の茂る場所に着くと、ヴィリアに指示を出すと共に首を踵かかとで軽く蹴けった。

　ヴィリアはそれに呼応するように大きな翼を広げ、ジャンプするように空へ飛び上がった。

「きゃあぁぁぁぁあ!?」

　歩行時の上下運動が馬以上のドラゴンであっても悲鳴を上げなかったファナだったが、さすがに空を飛ぶともなると勝手が違うようで、凄まじい悲鳴を上げた。俺の腰に回した腕の力が強くなる。

「安心しろ！　絶対に落ちん！」

「ひぃっ!?」

　悲鳴を上げるファナを面白がってか、強風時でも揺らぐことなく飛べるヴィリアが、わざと体を捻ひねり墜つい落らくの疑ぎ似じ体験をさせるかの如ごとく遊び始めた。

　ドラゴンに乗り慣れた竜騎士ドラグーンにとっては取るに足らない動きだが、初めてドラゴンに乗り空を飛んだ身であれば恐怖でしかないだろう。

　俺の腰に回された腕の力が、ヴィリアが体を揺する度に強くなっていく。目的地に着く頃には、俺の腰はコルセットを巻いたように細くなっているかもしれない。

「ヴィリア、もう止めろ。俺が死ぬ」

　後ろに座るファナに聞こえないようにヴィリアへ囁ささやくと、ヴィリアは楽しそうに喉のどを鳴らし、いつも通りの飛行に変わった。




　ヴィリアが揺れなくなると、ファナも次第にではあるが慣れたようで、言葉を交わせるくらいまで回復した。

　なるべくファナが暇にならないように声をかけて飛んでいたのが良かったのか、マシューまであと少しといったところになると、大分打ち解けることができた。

　そして、最後の山を越えると奥に大きな湖がある、小さいながらもしっかりとした町並みが見えてきた。

「自分の住んでいる町を空から見下ろす気分はどうだ？」

　マシューという町を見るのは初めてで、またここがそうだとも知らなかったが、ヴィリアが体を振っているのでここで間違いないのだと思う。

「とても素晴らしいです！　でも、私が住んでいる町ってあんなにも小さかったんですね」

　小さいといっても、こんな山を越えた場所にあるにしては大きい方だった。さすが、元城下町といったところか。

「そんなもんさ。さぁ、降りよう」












　普段であれば急降下の後に着陸するのだが、今日は後ろにファナが乗っているし、町の住民を驚かす訳にもいかないので、旋回しながらこちらの存在をアピールしつつ着陸することに決めた。

　決められた竜騎場が無いようなので、町の出入口に羽ばたきながら降り立った。途中、こちらの存在に気付き駆け寄って来た小さな女の子が、ヴィリアから発せられる強烈なダウンウォッシュに煽あおられ「ぐわー」と間の抜けた声を出しながら転がって行った以外は問題なく着陸できた。

「それでは、父を呼んできますね」

「頼んだ」

　俺の安全帯に引っかけてあったファナの安全帯を取り外すと、突然降り立ったドラゴンに驚き野次馬化しつつある住民たちの間を縫ぬうように、自分の家へ向かい走って行った。

「ヴィリア、お疲れ様」

　全く息の乱れていないヴィリアへ顔を近づけお礼を述べると、ヴィリアからも小さく「遠乗り程度だ」と返してくれた。

　ここへ来るまでの所要時間は、ヴィリアが急いでくれたおかげで教師が言っていた時間よりも大分早く辿り着くことができた。

　山に囲まれているため皇都よりも夜が早いマシューだが、本格的な闇やみが襲おそってくる前に到着することができて良かった。

　今夜は雲も無いし月明かりもあるのでたぶん夜間着陸も問題ないが、それはヴィリアだから俺も安心して問題ないと言えるだけだ。これが普通のドラゴンであれば危険なのでまずやらない。

　周囲の住民に気を付けながら、ヴィリアに乗せてある荷物を下ろしていると、遠くからファナと一人のおっさんが駆けて来るのが見えた。

「お待たせしました、ロベール様。こちらが私の父で、このマシューの町長でもあるガナンです」

「初めまして、ストライカー様。私が町長のガナンです。この度は、旧皇都城下町のマシューへお越しいただき、ありがとうございます。そして、娘も一緒に連れて来ていただき、何とお礼を言っていいのか」

　ファナの父親でありマシューの町長であるというガナンは、俺に恐きよう縮しゆくしているようで脂あぶら汗あせを垂らしながらペコペコと頭を下げた。

「俺が急いで来たかっただけで、ファナを乗せて来たのはついでだ。礼を言われるほどのことではない」

　構わない、と言われたことで安心したのか、ガナンはホッとした様子で溜め息を吐いた。

「荷物は、町の若い者に運ばせます。ドラゴンも厩舎へ連れて行きますのでお任せください」

　ガナンの指示によって、町の若い男たちがわらわらと荷物に群がった。一つ一つが結構な重さがあるというのに、一人ずつかなりの量の荷物を持ち上げて歩いて行った。

　肉体労働がものをいうこの世界では、この程度なら普通のことなのだが、何度見ても感かん嘆たんする光景である。

「このマシューは城下町といえど、それは昔のこと。辺へん鄙ぴなところで皇都のような観劇場などありませんが、精いっぱいおもてなしさせていただきます」

　悪い印象を与えまいとしているのか、ガナンはこぼれんばかりの笑顔を振りまきながらそう言った。
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　ヴィリアは旧皇城にあるという厩舎へと連れて行かれ、俺の方はガナンに連れられてマシューに滞在する間に住む家へ連れて来られた。

　山奥の村は丸太で作られたログハウスが多く見られるが、このマシューは旧皇都ということで歴史があり、古くから建っている石造りの建物も多く見られた。

　もちろんログハウスもあるのだが、ほとんどが若い夫婦が住んでいるので、結婚して新しい家庭を持った住人だろうと思われた。

　そして、俺が住む家というのは町長であるガナンの家だそうで、一階が石積みで二階は木製の、役職に似合うどっしりとした立派な家だった。

「狭せまい所ですが、どうぞごゆるりとおくつろぎください」

「……これは、町長たちと一緒に寝泊まりするということか？」

　それはちょっと嫌だな、と思いながら問うと、ガナンは頭かぶりを強く振って否定した。

「そんな、滅めつ相そうもございません。そのような恐れ多いこと、できる筈はずがありません！　こちらは一棟丸ごとストライカー様がお使いくださいませ。家での手伝いのためにファナを置いて行きますので、好きにお使いください。私はこの近くの家にいますので」

　さぁこちらへ、とガナンに促うながされて家の中へ入ると、そこにはお洒落な外着から普段着へと着替えたファナがいた。

「おっ、お待ちしていました、侯爵様。私が侯爵様のお世話をさせていただきます、ファナです」

「うん、知ってる。さっきまで一緒にいたからな」

　ついでに、俺は侯爵じゃないからな。

　道中、やっと慣れたかと思ったのだが、ガナンを呼びに行った時か俺がガナンに連れて来られるまでの間に、町人から何か言われたのかまた固くなっている。

　ガナンは荷物を持って来た若い奴らに置き場を指示すると、そのまま家から出て行ってしまった。ここからは、完全にファナに任せるようだ。

　室内へ案内された俺は、一人で過ごすには広すぎる家の隅から隅まで案内され、最後には俺の部屋だという二階の、階段に一番近い部屋を紹介された。

　部屋を良く見せようとした結果か、倉庫にあった物を全てこの部屋に突っ込んだんじゃないか、と思えるくらい調度品が詰め込まれていた。統一感が全く無くチグハグ感が否めない。

「なぁ、もうちょっと静かな部屋は無いか？」

「ししっ、静かな部屋ですか!?」

　幽霊でも見たかのような驚きの表情で、ファナが手を耳の後ろに当てた。だが、煩うるさいというのはただの比ひ喩ゆなので、何か聞こえるようなことは無い。

「そういう静かじゃなくて、この部屋は調度品が派は手ですぎて俺の趣味じゃないんだよ」

「あっ、そういうことですか。では、お休みになられるまでに片づけておきますね」

「頼む」

　そうは言っても、飾り気の無い実用一辺倒な部屋では面白くないので、残していい物と片づけていい物を指示した後、俺は暗くなり始めた空に構うことなく屋や敷しきを出た。

　向かった先はヴィリアがいる厩舎だ。

　旧皇城は、使われなくなってから数百年は経っているはずなのに、この町の人がコツコツと真ま面じ目めに修復していたおかげか、経年劣化は最小限に抑えてあると言えた。

　ドラゴン用の厩舎も同じことで、この町にはドラゴンがいないというのに、いつでも使えるように綺麗に保たれていた。

「機き嫌げんが良さそうだな」

　普通サイズのドラゴンであれば広々と余裕がある厩舎だが、かなり大柄なヴィリアが入れば手狭に見えてしまう。

　それでも綺麗な藁わらが敷かれているのが良いのか、楽しげに鼻を鳴らしながら寝っ転がっていた。

「そこを見てみろ」

　ヴィリアに示された先を見てみると、そこには一度割れたものなのか、接着剤で引っ付けたような跡が残るコップに入れられた花があった。

　薄紫色で地味だが、楚そ々そとした貞てい淑しゆくなイメージを持たせる綺麗な花だ。

「花……だな」

「あぁ、そうだ。この花は、お前を皇都まで呼びに来た、あの娘の妹が持って来たものだ。ドラゴンのために、わざわざ花を摘つんでコップに活いけた状態で持ってくるなぞ聞いたことがあるか？」

　小馬鹿にしたような言い方だったが、ところどころから隠しきれない嬉き色しよくが漏もれていた。

　学校で共用ドラゴンとして過ごしていた頃は、餌えさの世話と定期的に敷き藁を替えてもらうくらいの最低限の扱われ方しかされてこなかっただろうから、こういったおもてなしをされると嬉うれしいのだろう。

「それで、ロベールは何をしに来たんだ？」

「慣れない場所だから大丈夫かと思ってさ」

「慣れない場所……か……」

　のっそりとした緩い動作で頭を持ち上げたヴィリアはゆっくりと周囲を見渡し、すぐ下にいる俺の方を見た。

「ここが嫌なら別の場所に移してもらえるように頼むけど、そっちの方が良いか？」

　先ほどまでの嬉しそうな雰囲気とは打って変わり、ヴィリアの瞳ひとみはやや憂うれいを帯びていた。場所が嫌だとかそういったものではないようだが、それがどんな感情なのか分からないので、俺もこの程度の提案しかできない。

　どう声をかけて良いのか分からない。どうしようもないので鼻っ面を撫なでてみたが、それもすぐにウザったそうに振り払われてしまった。

「この土地は知っているから、慣れていない訳ではない。それより、長距離の移動で疲れているであろうロベールの方が心配だ。私の心配をする前に、今日のところは食事をとり温かくして寝ろ」

　手を振り払った時よりも幾らか優しく鼻で押し出され、強制的に厩舎から出されてしまった。ヴィリアのあの雰囲気は心配になるが、これ以上何かを聞いても進展は無いだろうと割り切り、本日からの寝屋へと戻った。

　ガナン邸ていにある俺にあてがわれた部屋に戻ると、そこは一部の調度品を残して全てが片づけられ、見み栄ばえが良く様変わりしていた。

「あっ、ロベール様。お言いつけ通り、指定された物だけは残したのですがこれで良いでしょうか？」

「ありがとう。大分マシになったよ」

　大阪のおばちゃんが大量に並んだような、派手な調度品の数々が無くなったことで大分過すごし易やすそうになった。ファナも分かっているようで笑うだけに留とどめた。

「本日のお食事は──」

「今から準備は大変だろうから、向こうから持ってきたものを食べるよ。スープだけ貰もらえるかな？」

「はい、分かりました。では、スープをお持ちしますね」

　そう言い残し、ファナは現在のガナン邸へ戻って行った。

　科学の発展していないこの世界では、火を起こすのも一苦労だ。料理は、材料の準備から調理までを、原始的な方法で行わなければいけない。

　それこそ、量によっては昼食が終わった後、すぐに夕食の準備に取り掛かるくらいの勢いでないと間に合わないくらいだ。

　今頼んだスープとは平民が良く食べる料理の一つで、毎食必ず用意されているはずだ。つまり、ガナン家のものと同じスープで良いと言っているのと同意である。

　そして、皇都むこうから持ってきたものというのは、今日中に準統治領へ辿り着けなかった時のためにとアムニットが持たせてくれたパニーニだ。それに合わせて、鉄製のポットとカップも渡してくれたので、火を起こすだけですぐにでもお茶が飲めるような準備がされている。

　スープが届くまでにお湯でも沸わかしておこうとかまどへ移動し、油を多く含んだ樹皮をほぐしたものの上に枝を乗せ、その火口に火打ちで火花を飛ばして火を点つけた。

　前世ではキャンプでもやったことが無かった火打ちでの着火だが、奴隷の時分に何度もやらされたので、今では何も考えること無く火を点けることができる。あの頃と比べるとずっと質の良い火口ということもあり、一回目に飛ばした火花だけで点火することに成功した。

　薪まきを追加して火力を強め、ポットには水みず瓶がめからすくった水を入れて火にかけた。あとは、普段アムニットがやっているようにお茶を淹れるだけだ。

　そうこうしている間に、俺が住むことで追い出してしまったガナン一家の家から、ファナがスープを持って来てくれた。

「お待たせいたしました。すぐに火を──」

　鍋なべを抱えたファナが、かまどに火が点いているのを見て驚いている。誰が点けたのか、と視線を彷徨さまよわせ俺へ向けた。

「火は……、ロベール様がお点けになられたのですか？」

　貴族が火を点けたいと思ったら、使用人に命令をするのが普通だ。ファナもそれを思い、ビックリしたのだろう。

　しかし、火の点け方は、貴族ばかりが通う竜騎士ドラグーン育成学校でも必ひつ須す科目だ。ただそれが今後必要になるかは、配はい属ぞくされた先によるが。

「ファナの妹が、ヴィリアに花をプレゼントしてくれたんだって？」

　ファナがスープを温めている間、手て持もち無ぶ沙さ汰たになってしまったので、ヴィリアに花を贈った人物について聞いてみた。

「えぇ、妹のレレナです。危ないから近づくな、と言っておいたんですけど、どうしても花を贈りたいと言って聞かなくて」

　ご迷惑でしたか、と聞いてくるファナに小さく頭を振った。

「いんや。ヴィリアもとても喜んでいたからな。後で、ファナから妹にお礼を言っておいてほしい」

　花のお礼に何かあげられるものは無いか、と考えたが、鞄に詰め込んで持って来たものといえば紙やペンといった実用的なものがほとんどだ。

　あげて良いものなんか持って来ていないことにも気付いたので、とりあえずファナにお礼を伝えてもらうだけに留めた。

　ファナは慣れた手つきで火の点いた薪を組み替えて火力調整を行い、元からある程度温まっていた鍋は遠火でゆっくりと熱し、お湯を沸かすポットは一番火力の強い所へ置いた。

　スープが十分に温まったことを確認し、ファナは食器棚から皿を取り出し配はい膳ぜんを始めた。綺麗に一人分の皿をテーブルに並べ、そこへスープを注いでくれた。

　キャベツと玉ねぎがメインで、サイコロ状に切られた謎なぞの肉がやや油の多い黄色のスープに沈んでいる。

　香りが良いのは、香草や香辛料が入っているからだろう。ファナが皇都で買ったお土産も使われているのかもしれない。

「ファナは、この後すぐ家に戻るのか？」

　皿が一人分しか出ていないので、ファナの分は無い。鍋は一人で食べるには多いくらいの大きさだが、それは俺がどれだけ食べるか分からないからであって、ファナの分も用意してではない。

「ロベール様がお休みになられてから家に戻ろうと思います」

「食事は？」

「家に戻ってから頂きます」

　俺の世話をするためにこの家にいるのだから仕方のないことだが、ここでは別段威い張ばる気も無いし、そもそも貴族でもない人間が貴族のフリを続けるのも疲れる。

　テーブルに置かれている俺のバッグから、籐でできたカゴを取り出して中を開けた。

　そこには、ここへ来る前にアムニットが渡してくれたパニーニが入っている。

「良かったら、ファナも食べないか？」

「私も……ですか？」

「あぁ。ファナと一緒にお土産を買いに行った、アムニットが持たせてくれたんだ。美味しそうだけど、ちょっと日持ちしそうにないからな」

　ちなみに、籐のカゴの中には、パニーニの他にも堅パンやビスケット、チーズなど日持ちするものも入っていた。どれくらい遅れることを想定したのか分からないチョイスだったが、アムニットの心配が良く分かる品数だ。

「ご迷惑では……」

「迷惑なら初めから誘わないさ。もし、ファナが良ければ、と思っただけだから断っても構わない」

「いっ、いえ、そんな。ご一緒できるなら喜んで！」

　では、私の分も用意しますね、と言い、戸棚から木製のお椀わんを取り出し、野菜と謎肉の入ったスープを注いだ。

　その間に、パニーニを適当な皿に盛りつけた。皿を並べる俺を見てファナが大おお慌あわてでこちらへ来たが、さすがに全て任せて動かないというのは、貴族的には正しくても個人的には体てい裁さいが悪いので、適当な理由を付けて自分の手で行った。

　そして、夕食の始まりである。日が沈みきり、周囲は闇に包まれている。

　灯あかりを点ける燃料が豊富ではないので、平民は一部を除いて太陽が沈むと共に活動をしなくなる。

　マシューでもそれは同じなので、食事はすでに終えている時間帯だろう。奴隷の時は灯り用の薪も自分たちで拾ってこなければいけなかったので、好き勝手に使うことができなかった。

　だが今は、有り余る金で燃料用の薪どころか、油も買ってくることができる。

　もともと、生まれ変わるまでは光に溢あふれた世界で生きていたため、夜は金がいくらかかっても灯りが欲しい。だから、貴族を演じる建前が無くとも、何の抵抗も無く光を灯ともすことができる。

　スープを口に運ぶと、野菜の甘みよりも先に鶏とりガラの風味が強く感じられた。

「鳥の味が美う味まいな」

「今日、父が獲とったものだそうです」

「野鳥か。どんな鳥なんだ？」

「ぐーひょろ、と鳴く鳥です。大柄なので肉もたくさんついていて、町では良く食べられているんですよ」

　どうやら名前が無いらしく、鳴き声を真似されても皆目見当がつかなかった。サイコロ状に切られた謎肉も、嚙かみしめてみるとカシワのような食感と味なので、結構大型の鳥なのかもしれない。




「明日は、いつ頃こちらへ伺うかがえば良いですか？」

　食事も半ばへと差し掛かった頃、ファナが明日の予定を聞いてきた。

　寮りようでは食事や洗せん濯たくは学校に専属の人がいた。個人でメイドを使っている者も多数いたが、俺には付いていない。

　多分ではあるが、本物のロベールは実家から小言を言ってくる人間を連れて来たくなかったのでは、と思う。

「明日は一日休養に当てようと思う。ファナも移動しっぱなしで疲れただろう？　家族水入らずを楽しむと良い」

　マシューから皇都まで来て、今日再びマシューへととんぼ返りしたため、ファナがマシューを離れていたのは一週間足らずだ。

　それでも、マシュー周辺から出たことが無い者にとって、皇都までの数日は長かっただろう。俺もあの日、あの場所から皇都までの道は予備知識が無かったので、果てしなく長い行程に思えたのだ。

「ありがとうございます。食事はどうしましょうか？」

「貰い物がまだあるから、そっちから処理するつもりだ。明日も、今日と同じようにスープだけ貰えればいい」

　朝食はビスケットとチーズ。昼食は堅パンを食えば良いだろう。

　後はその時に決めれば良いし、そもそもマシューで俺にまで回す食料があるのか、というところから調べなくてはならない。まぁ、これに関しては、学校側もキチンと考えていると思うが。













　こんな山奥の町にしては珍めずらしく、マシュー町長の家だったガナン邸にはガラスのはめられた窓がある。

　技術の低さから歪ゆがみが発生しているが、光を取り込むという点においてはそれほど問題がある訳ではない。たまに虫メガネの要領で焦しよう点てんが合ってしまい、火事になることがあるらしいが。

　そんな窓から差し込む日差しは明け方の弱々しいものではなく、山間から昇りきった煌こう々こうと輝く美しい明るさがあった。つまり、すでに朝もだいぶ過ぎているということだ。

　窓の外からは鶏にわとりならぬ、ヴィリアの嘶いななきが聞こえた。それと同時に、大人たちの焦あせりが混じった声も聞こえてきた。

　昨日、ヴィリアに起こしてくれるように頼んでいたのを、すっかり忘れていた。しかも、それをマシューの住民に伝えることも忘れていたので、下ではちょっとした騒ぎになっているようだ。

　窓から外を眺めてみると、俺の視線に気付いたヴィリアがこちらを一いち瞥べつすると、すぐにきびすを返して厩きゆう舎しやへと戻って行った。

　ヴィリアと違い俺のことを見つけられなかったマシューの住人たちは、のんびりと厩舎へ戻って行くヴィリアを見て、何だったのか、と顔を見合わせた。

　何だか、申し訳ない気分だ。





　　　　　□






　ビスケットとチーズを、温めた馬のミルクで流し込むように食べ、簡単な朝食を済ませた。最近、人任せで済ませていた食事だったが、久しぶりに自らの手で作るのも良いな、と思った。

　そして、今日の予定である。今日は、一日マシューの視察に当てようと思う。

　準統治領を選ぶ際に見たあの羊皮紙には、町の簡単な説明が書いてあり、図書館で旧皇都についても調べたのだが、やはり自分の目で見なくては据わりが悪いのだ。

　マシューの住民を怖がらせないように、貴族が好む絹製の装飾華美な服は着ないことにした。元々そういったジャラジャラとした服は好きではないので、麻製の簡素な服を外でも着られるのは嬉うれしい。

　半はん袖そでにハーフパンツ。靴くつは革製のサンダルを履はいて外へ出た。前世ならカジュアルな服装として許されたが、貴族の世界ではみすぼらしいと言われる残念ファッションだ。

　そうなった理由は、麻製の服は平民や没落寸前の貴族が着ているので、貴族的には、こいつらと同じになってしまう、という考えから着ることを拒んでいるらしい。俺は軽いし着心地が良いので部屋着としてよく着ているんだけど。

　ガナン邸ていを出たあと、町の視察に行く途中で洗せん濯たく物ものを抱えたファナに出会った。丁ちよう度ど良いので、視察に使う馬を貸してもらえるように頼んだ。

　そこからファナの行動は早かった。それこそ、抱えていた洗濯物を道端へ置いて馬を取りに行くくらいに。皇都では──いや、俺がいた伯はく爵しやく領りよう地ちでもまずやらない。置いた瞬間に盗ぬすまれるからな。

　それほど裕福な生活をしているとは思えないマシューの住民だったが、道徳観念がキチンとしているのか、それとも山からの恵みが豊富なのでそれほど荒すさんでいないのか。

　そもそも、俺がこの洗濯物を見ているから大丈夫だ、とファナが考えてなのか分からないが。そんなことを考えていると、大きな輓ばん馬ばを曳ひいたファナが戻って来た。

「お待たせしました。一番大人しく、誰でも安心して乗ることのできる子を連れてきました」

　子とたとえるのに少々疑問を持たずにはいられない体格だったが、大人しく人ひと懐なつっこいのは本当のようで、臆おく病びような性格と評される馬のくせに初対面の俺にもすぐに懐いてくれた。

　今まで乗ったことがあるのは普通の体格の馬しかなく、こんなに大きな輓馬に跨またがったことが無い。予想外の大きさに戸と惑まどっていると、ファナが鞍くらに引っかけてある縄なわ梯ばし子ごのようなものを下ろしてくれた。

　足場が無いような場所でどう乗るんだ、と思っていたが、大きい馬を扱うなりにちゃんと考えられているらしい。

　ドラゴンの場合は、伏せをさせるか手足を足場にして乗るのだが、こういった縄梯子もドラゴンの手足に負担をかけなくて良いかもしれないと思った。

「それじゃ、行ってくる」

「はい。いってらっしゃいませ。湖の方へ行く場合は、あまり北へ行きすぎると岩間からガスが発生していて、吸い込むと最悪死ぬ可能性があるので注意してください」

「その毒ガスが出ている所って、温泉は無いの？」

「温泉……ですか？　申し訳ありませんが、無学のためそういったことは分からないです……」

「地面からお湯が湧わいてるんだけど、そういったのも無い？」

　岩間から出る毒ガスは、温泉がある証しよう拠こだ。しかし、ファナは──マシューの住民は温泉に入らないのか、その存在を知らなかった。

　申し訳なさそうにするファナだが、これはただの趣味の話なので気にしないように言っておいた。昨日聞いたように、ヴィリアがこの辺りのことを知っているというのなら、今夜あたりに温泉へ浸つかりに行くのも良いかもしれない。

　見送るファナに軽く手を振り、まずはマシューの畑見学へ行った。

　昨夜飲んだスープを見る限り、森があるので肉に関しては問題ないように思えた。しかし、野菜に関しては、ファナが言うには普段の料理より多く使ってくれたそうだ。

　詳しく聞くと、あのスープに入っていた野菜は俺用に取って置いた大きなものらしく、普通はキャベツであればもっと小ぶりで、ニンジンであれば干物のように細いらしい。

　マシューの住民は、十分に食事をとれているのかという問いに対し、ファナは首しゆ肯こうした。しかし、その食事内容を聞くと到とう底てい足りているようには思えなかった。

　たぶん、マシュー基準で話をしているから、自分たちが食べている量が普通だと思っているのだろう。




　馬のおかげで畑へはすぐに到着した。

　そこには俺が奴ど隷れいの時にいた伯爵領と変わらない農耕風景が広がっていた。田舎いなかだから何か違いがあるかもしれない、と思っていたが、やはり基本のところは変わらないようだ。

　マシューに来たのは昨日のことだというのに、次の日には俺のことは町中に広がっているらしく、見慣れない俺の姿を見ると農夫たちが頭を下げてきた。

　つい先日まで彼らのような──いや、彼らより下位の位置づけにいたにも拘かかわらず、今はこうして馬に乗り竜騎士ドラグーン候補生として、貴族としてここにいる。

　ズルをしてここに立っていることは理解しているが、それでも人生何が起こるか分からないので面白い。

　馬から降りて畑の土を見てみると、マシューの畑は元々森を開かい墾こんして作ったようで、土質はまあまあ良かった。

　ただし、施せ肥ひをしていないようで、ところどころ栄養分の無くなった土の塊かたまりができているのが気にかかった。これらに関しては、肥料を与えることで何とかなるだろう。

　夏採り用の葉キャベツの生育を見せてもらうと、俺の知っている育ちの悪い葉キャベツがそこにあった。育て方を聞くと、雨不足にならない限り水は自然任せで、後は雑草をひたすら抜き続けるだけの、原始的な野菜の育て方だった。

　森の土がそのまま土ど壌じようになっているので、腐ふ葉よう土どを混ぜるだけではダメなようだ。ここは頭がおかしいと思われるかもしれないが、堆たい肥ひを作る方が先決だろう。

　持ってきたメモ帳に畑の仕様と施肥のスケジュールを書き込み、続いてはこの町のメイン産業の場になるであろう湖へと向かった。

　マシューの西側にある巨大な湖。山から流れてくる栄養豊富な水のおかげで魚が豊富に泳いでおり、三五〇年前のユスベル帝国が南征をする助けになったという。

　現ユスベル帝国では肉食の気が強い。その理由の一つとして、南征のための食料にこの湖で魚を獲とりすぎたので漁ぎよ獲かく量りようが激減してしまい、狩りをしなければいけなくなったという話がある。そもそも、当時の資料には、魚は絶滅したとも書かれている。

　それに、平地が手に入り農耕も比較的楽になり、さらに家畜も多く飼育できるようになったというのも大きいだろう。森へ行けば野生の獣もたくさんいるしな。

　そして、俺の目の前に広がる湖。マシューに来た時に上空から見たが、その大きさたるやさながら海のようだ。

　昨日ファナに湖の魚の有無を聞いたが、問題なく獲れているそうだ。獲りすぎによって漁獲量は一時的に減ったかもしれないが、数百年経たって元に戻ったのだろう。

　それに、俺が目的とする魚は油魚と呼ばれている、一般的に食べられている魚の何倍もの油を身に溜ためこんでいる特殊な魚だ。

　図書館で見た帝国史にも、灯あかりのために大量に獲られていたということが書かれている。

　しかし、その身は不ま味ずく、油を採とった後のものでも食べると消化不良を起こし、当分の間、何も食べられなくなるくらい酷ひどい症状になるらしい。

　今は帝国領が海と接しているのでクジラが獲れるようになり、種子油も計画的に採れるようになったので、時代の移り変わりと共にマシューの油魚は見向きもされなくなったのだろう。

「お疲れさん。魚の獲れ具合はどうだ？」

　話を聞こうと網を直している漁師に声を掛けると、漁師はゆっくりとした動作でこちらを一瞥した後、すぐにひれ伏した。

「へっ、へぇ。お蔭かげ様さまでいつも通り獲れまして……」

　まさかこんな所まで来るとは思っていなかったのか、漁師はただただ恐きよう縮しゆくするばかりだった。あまりにも申し訳なかったので、すぐに顔を上げるように言い、何とか普通に話せるような体てい裁さいを整えた。

「それは良かった。そこで質問だが、油魚という魚は知っているか？」

「へぇ、知っております。ですが、貴族様。あれは大きくて食いでがありそうですが、食べたら死んじまうような恐ろしい魚でさぁ」

「腹を下すと脱水症状になるからな。しかし、油魚がいるようで助かった」

　これで予想と違って本当に絶滅していたんだったら目も当てられない。そうなったら、俺の思い描いたマシュー再興プランが全すべて水の泡だ。

「獲ってきた方がよろしいでしょうか？」

「明日の昼までに何匹か欲しい。多ければ多い方が良いが、無理して獲るようなことはしなくていい。無理は事故の元だからな」

　帝国史に書いてあった、油魚の最長記録は五メートルほどだ。平均すれば二メートルくらいらしいが、手て漕こぎボートに二メートルもある魚がぶつかればかなり酷いことになるだろう。

　タダ働きをさせるのも申し訳ないので、量に応じて買い取り金を出すと申し出たところ、漁師はいたくやる気になった。

「それと聞きたいんだが、この町では腹を壊している者はどれくらいいるか分かるか？」

　産業を新しく作るうえで、やりがいというのはとても重要なことだ。それにつながる話として聞いてみたのだが、漁師は真ま面じ目めに答えようとするあまり、指折り数え始めた。

「いやいや、そこまで詳しい数字は要いらない。大体、このくらいが腹を壊してるって程度でいいんだ」

「でしたら、子供と年寄りは全員腹を下しています。それほど酷くは無いんで良いんですが、ちょっとでも体を壊すと一気に悪く……」

「そんなに腹を下してんのか？」

　この規模の町なら、子供と年寄りを合わせた人数で、総勢の三分の一くらいが腹を下していることになる。俺が奴隷の時も腹を下していた奴はいたけど、ここまでの人数にはならなかった。

　卑いやしく何でも食っていたから胃腸が強くなっていたのか、それとも下せるほど食べていなかったからか分からないが、これはもっと詳しく人数を調べる必要が出てきた。

「ありがとう。良い参考になった」

「へぇ。でしたらいいんですが……」

　漁師は、何が聞きたかったのだろうか、といった不ふ思し議ぎそうな顔をしていたが、それが分かるのは明日以降だ。

　町について調べるのはこの辺で良いだろう。あとは、ヴィリアに頼みごとをしにいかなくてはいけない。

　再び馬を駆りマシューの中心部へ戻ってきた。馬屋に馬を返すと、そのままの足でヴィリアが過ごす厩舎へと向かった。

　ヴィリアへの頼みごととは、明日行われる作業についてと、マシューを選んだ理由の一つである温泉を探すためだった。

　温泉について聞いてみると、ヴィリアは何か知っているようで、ついて来い、と一言だけ言い歩き出した。

　ついて歩くこと二〇分ほどで、地面から湯気が出る場所に辿たどり着ついた。全体的に岩場が多く、温泉というより岩がん盤ばん浴よくに向いていそうな場所だ。

「んで、ここが温泉なのか？」

「日によって湯だったり泥だったりするがな。一応、ロベールの話と合っているはずだ」

　目の前にあるのは、温泉とは程遠い泥の泉だった。だが、触ってみると確かに熱い。

「毒とかは？」

「さぁな？　しかし、昔はここに人も入っていたことは確かだ」

　俺の真ま似ねをしてか、ヴィリアも泥温泉に腕を突っ込み掻かき回まわしている。それでも泥温泉から変な臭においがすることはなく、硫い黄おうの臭いが鼻を突くだけだ。

　マシューの住民も知らないことを知るヴィリア。謎なぞが多いドラゴンだ。

「なら、試しに入ってみるか」

　着ていた服をその場に脱ぎ捨て、泥温泉へ入った。予想より深かったが、転がっている石を椅い子すにすることで、丁度いい深さに調整した。

「いやいやいや、これはなかなか良いものですぞ」

　泥温泉の話は聞いたことがあったが、実際に入るのは初めてだ。良く聞く話は美肌効果だが、入ってみると確かに肌に良いような気がしないでもない。

「気持ちが良いから、ヴィリアも入れよ」

「馬鹿を言うな。このような小さな所に私が入れる訳がないだろう」

「そりゃそうだ。でも、残念だな」

　奴隷の時は、水で体を洗うしかなかった。竜騎士ドラグーン育成学校に入ってからは、サウナに行くようになった。だが、どちらも手足を伸ばして入れる温泉にはかなわない。

　泥のために熱が逃げないからか、入っていると予想以上に早くのぼせ始めた。

「さて、そろそろ──」

　出ようかと思ったところで、遠くから馬ば蹄ていの音が聞こえてきた。そちらを見ると、馬に乗ったファナがこちらへ向かって走って来るのが見えた。

「あぁ、何てこと!?　ロベール様、この辺りの沼は毒が混じっているので早く出てください!!」

　毒が混じっていると言われて焦るが、ヴィリアの方を見ると肩をすくめたので、少なくとも体に害があるものは混じっていないはずだ。

　泥温泉に入ってから五分近く経っているが、肌の痺しびれどころか呼吸器関係の異常も発生していない。つまり、ただの泥温泉だ。

　驚おどろいているファナを落ち着かせながら、泥温泉を出た。へばりついた泥のせいで体全体が重たいが、その泥のおかげで外へ出ても体がポカポカと温かい。

「すぐにお拭ふきします！」

「ちょい待て。そんなことしたら、服が泥だらけになるだろ。このまま歩いて帰る」

　体に付いた泥を、ファナは自分の服で拭こうとしたので制止した。

　泥は途中にあった小川で落とせばいいが、さすがに女の子がいるのに白昼に全裸──特に股またについた巨竜──を晒さらしながら歩き回るという訳にもいかないので、ズボンだけを履いて小川へ向かい歩き出した。

　呆あつ気けにとられていたファナだったが、俺の後を付いてヴィリアも動き出すのを見ると、すぐに正気を取り戻し、後を付いてきた。

　屋敷から泥温泉まで、徒歩で二〇分ほど。よいマシュー名物を見つけた。
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　翌日、俺は前夜に行われた歓迎会のせいで回らない頭を抱えながら、ヴィリアと共に原っぱだった場所に立っていた。

　だった、と過去形なのは、日が昇る前からヴィリアと一緒に、ここを畑にするためにせっせと耕たがやしたからだ。今は大まかだが、耕された状態になっている。

　マシュー美人にお酒を注がれ、ガナンや顔役たちと夜遅くまで飲み食いしていたというのに、よくやったと思う。

　これだけ頑張る理由は簡単だ。それは、畑が欲しいから。

　元からある畑はすでに作物が植わっており、何も無い畑は休耕地として、次の年に作物を植えるため休ませている土地なので触ることはできない。当たり前の話だが、この町でも連作障害という概がい念ねんがあることに安心した。

「ふあ……ぁ……。ねむ……」

　学校へ通い出してから徹てつ夜やも過度な肉体労働も無かったので、久しぶりの早朝起きは体に堪こたえた。若干──いや、結構眠気が出てきてしまっている。

「ひと眠りしたらどうだ？　他人のために、ロベールが体を壊しては意味が無いだろう？」

　四ヘクタール分の畑を耕したヴィリアの方が疲れているはずなのに、そんなことを感じさせないどころか、俺の後頭部を唇くちびるで甘あま嚙がみしながら心配そうな声をかけてきた。

　気き遣づかいは嬉うれしいが、今は多少疲れていようがやるしかないのだ。

　そして待つこと十数分。町の方から妹のレレナと手をつないだファナを先頭に二〇人近い数のマシュー住人がぞろぞろとやって来た。

　まだ幼く体格に劣おとる者から、歳としをとり重労働に耐えられなくなった老人といった、第一線から退き二線、三線よりもっと後方にいるような、働けない者を選んで連れてきてもらったのだ。

　彼ら、彼女らは俺の傍かたわらに立つヴィリアを見ると一様に驚いた顔をし、それ以上近づこうともしなかった。

「さて、私がいると作業の邪じや魔まになるようだから帰って寝ることにするぞ」

「あぁ、ありがとう。本当に助かったよ」

　俺にだけ聞こえる小さな声で話すヴィリアにお礼を言うと、気にするなと言っているのか、軽く鼻頭で俺の体を突いて去って行った。

　悠ゆう然ぜんと歩いて行くヴィリアを見送ると、硬直が解けたように町人たちがファナの後を追い、再びゾロゾロとこちらへ向かってきた。

「あの、お待たせいたしました」

　硬直が解けたファナがレレナの手を引いて俺の元まで来た。

「お疲れ。そっちはファナの妹のレレナだったな。良く来てくれた」

　しゃがみ込み背の低いレレナに視線を合わせて言うと、レレナはファナの陰に隠れて、若干怖がりつつも恥ずかしそうに頷うなずいてくれた。












　そして立ち上がり、他に集まってくれた人たちを見た。

「皆みな、良く集まってくれた」

　俺が声を掛けると、集まった全員はこれから何をさせられるのだろうか、と一様に不安な表情で顔を見合わせた。

　この町が城下町だった当時からの気質のためか、それとも単に貴族という存在に慣れていないからか、この町でヴィリアを恐れても俺を恐れる者はそれほどいなかった。

　しかしそれは、関かかわらないから、という前提が付いていたからかもしれない。

「あの、一応、動ける人たちを集めたのですが、これから何をするんですか？」

　暫ざん定てい責任者をやってもらっているファナが、集まった皆が思っているであろう不安を口にした。

「俺がこの町に来たのは、新しい農業の仕方を教えるためだ。そこで、今日は集まった皆で畑を作りたいと思う」

「そっ、それは大変ありがたいのですが、この畑はどうやって……？」

「今朝も早はよから、ヴィリアと一緒にせっせと掘り返していたんだ。健康な体を作るためにも、家畜を殖ふやすためにも、まずは食糧の増産が急がれる」

　育て方の問題もあると思うが、マシューの畑を見ると全体的に栄養が足りていない。

　ニンジンは干からびた沢たく庵あんのようになっており、葉キャベツも葉勢が悪い。山から流れる水が多い場所では、若干ではあるが大柄なものも採れているので、あの時、畑で見たものが最大ではないのは分かっている。

「まずは、ヴィリアが掘り返した土の砕土と、小石と草を拾ってくれ。頑がん張ばった暁あかつきには給料もやろう」

　畑の開墾作業ではなく、砕土と簡単な草取りと小石拾いが主な作業内容だ、と聞いた町人は加えられた給料という話に沸わき立たった。

　俺のような捻ひねくれ者ものや、貴族がどんな奴か分かっている人間ならまず信じないだろう給料という言葉を、ここの皆は信じている。それはそれで、素直で良いと思う反面、騙だまされやすいのではないかと心配になってしまう。

　世の中には悪い奴がいるのだ、ということも後々教えて行かなければいけないだろう。

「よしっ！　では、頑張ってくれ！」

　手を打ち鳴らしながら作業開始の合図を送ると、ファナは比較的体力がある人とそうでない人を、砕土を行う班と石草を拾う班へと綺き麗れいに分けてくれた。

「それじゃ、後は頼んだぞ」

「ロベール様は、どちらへ行かれるのですか？」

「次は、新しい産業を作るんだよ」

「産業……ですか？」

　産業というのがどのようなものか思い浮かばないファナは首を傾かしげるが、それは見てからのお楽しみにしてあげたかった俺は適当にはぐらかし、昨日の漁師の元へ急いだ。

　予定通りなら、何匹か獲れているはずだからな。
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　昨日と同じ馬に跨り湖の方へ急いでいると、荷車に巨大な魚を乗せた漁師が町へ向かって歩いてきていた。

「お疲れ。それが、油魚か？」

「へぇ。こちらでございます。運べるものはこうして運んでいますが、何せ大きなものもいまして、そちらはまだ向こうに……」

　荷車に乗っているものだけで、優に二メートルを超えているというのに、さらに大きな個体も獲れたようだ。

　帝国史にはすでに獲り尽くしたと書かれていたが、長い年月をかけて個体量は昔と同じ水準まで戻ってくれていたようで良かった。

「丸っと一匹必要な訳ではないから、ブツ切りにでもして持ってきてくれ。重要なのは、一匹の大きさと数だからな」

　欲しい油は身に詰まっている。なので、身の大きい油魚であればあるほど油の採取量は多くなる。

「あの、貴族様。聞いてもよろしいでしょうか？」

「何だ？　俺に答えられることなら何でも答えるが？」

「この油魚は何に使うのでしょうか？　灯り取り用の油にしては多いですし、あまりそういったことに使うような感じもしないんですが……？」

　マシューで使われる灯り用の油は、基本的に獣油だ。油魚はその大きさから獲るのが危険で、油の抽出も面めん倒どう臭くさく、身は食べることができないので基本的には獲らないそうだ。

　そんな油魚をたくさん獲れというのだから、漁師が聞きたいと思うのももっともなことだ。

「油魚から採れる油を使って石せつ鹼けんを作るんだよ」

「石鹼ですか……」

「知らないか？」

　この世界での石鹼といえば、香油を混ぜた香り立つ貴族御ご用よう達たしのものをいう。マシューの住民には、あまり馴な染じみの無いものかと思い聞き返したが、漁師は首を振った。

「この町でも結婚式の時に、皆で金を出し合って新婚にプレゼントすることもあります。ですが、こんな町で石鹼を作ることが可能なのか……と思いまして」

　新婚に香油を混ぜた石鹼をプレゼントすることで何が起こるのか想像に難かたくないが、今は、それは置いておこう。

「材料と道具さえあれば、石鹼なんて作ろうと思えばどこでも作ることができる。香油入りの高級石鹼はすでに大商会が押さえているが、俺が作りたいのは安価な石鹼だ」

「そうですか」

　石鹼というものは高級品なので、油魚を獲ってくれた漁師はいまいちピンと来ないようで、曖あい昧まいな返事になってしまっているようだ。

「この町の子供や老人など、比較的体力の少ない者は全体的に腹を下しているだろう？　それは、汚い手でものを食べるからであって、石鹼で手を洗えば多少は改善される」

「そっ、それは本当ですか!?」

「おっ、おう……」

　食い気味で反応されたので気け圧おされて変な返事になってしまった。

　そもそも香油石鹼というのは、体臭消しを目的としたもので洗浄力を謳うたっていない。

　石鹼と名乗っているのだから、香油石鹼にも洗浄力があるはずなのに、それをキチンと説明しないのでは商品価値を下げているのではないか、と思う。

「ただ、乳幼児の死亡原因は様々な要因が絡んでくるから一いち概がいには言えんがな」

　聞いているのかいないのか、石鹼の話をすると途端にやる気になった。やはり、この漁師の家族にも腹を下している者がいるのかもしれない。

「そうと決まれば、石鹼工場へ急ごう」

　工場とはいっても、掘立小屋の庭にかまどを作っただけの簡単かつ質素な工場だ。

　そこではすでに、ファナの呼びかけに応こたえた町の主婦たちが大おお鍋なべに湯を沸かして、油魚が来るのを待っているはずだ。

　今日のところは油魚から油を抽出するだけに留とどめ、本格的な石鹼作りは明日以降となる予定になっている。





　　　　　□






　夕食後、静かになったガナン邸の寝室で、ランプの光を頼りに、俺は今後のスケジュールを紙に書き込んでいる。

　本日できたことの総括として、畑の砕土、及び石草の分別は皆の頑張りもあって一枚目の畑の三分の二までできた。速度重視でやったのかと思われたが、脇に積まれた石草の量を見ればそのようなことは全く無いというのが分かった。

　約束通り、給料として一人につき賤せん貨か二枚を渡した。給料をやると言った当初は普通に喜んでいたくせに、賤貨を渡すと本当に貰もらえるとは思っていなかったのか恐縮されてしまった。

　これは労働に対する対価としてのお金であり褒ほう美びではない、ということを懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明して受け取らせた。

　元から無いものと思っていたものが手に入ったこともあり、皆はさらにやる気に満みち溢あふれたので、明日もまた同じように力を発はつ揮きしてくれるだろう。

　次に油魚に関してだ。ブツ切りの油魚の身を大鍋で煮たものを、種子油をしぼる時と同じ重石おもしを置くタイプのしぼり機にかけて油を採取した。

　夕方前までにしぼれたのは一キロ程度だが、これは時間が短いこととしぼり機が小さく重石を大量に乗せられなかったからである。これが明日までにどれくらいしぼることができるかで、今後の生産予定を組んで行こうかと思う。

　そして、最後に堆肥だ。

　伯爵領で奴隷として過ごしていた時分は、家畜糞ふんも人糞も一緒くたにまとめて山に捨てていた。こうした理由は、俺が今マシューでやっているように堆肥にするためだ。

　始めた当初は──いや、最後まで誰にも理解されなかったが、堆肥を使った畑は他の畑の作物とは違い根の張り方から葉の生育、実の付き方まで大分違うものができた。

　なので、今回も同じ方法で行こうと思ったが、前回と立場が違うので思い切って糞堆肥と同時に肥こえ溜だめにも挑戦してみようかと思う。

　汚い話だが堆肥つながりとして説明すると、土地がある田舎では糞はまとめて山に捨てることがポピュラーとなっている。なら、皇都などではどうやって糞の処理をしているかというと、犯罪奴隷等を使い各家庭から集めて川へ流しているのだという。

　捨てる場所が少ないので仕方のないことだが、川へ捨てればそれを魚が食うことは道理だ。そして、その魚には漏もれなく寄生虫が大量発生することだろう。

　そして、川を下った栄養豊富な水は海へ広がり、赤潮の発生原因となっている。

　赤潮の発生原因が分かっていないこの世界では、赤潮は『死者の血』と呼ばれており、海で亡くなった者の血であるとされている。死者の血が発生すると、死者が魚の魂たましいを冥めい府ふへと連れて行ってしまうので、魚が大量死するのだとも考えられている。

　何ともお伽とぎ噺ばなしチックな解釈だと思う。

　とにかく、このマシューでは貴族権限を使って嫌がる住民に対して、糞を無む暗やみに山や川に捨てることをせずに堆肥にすることを命令した。

　なぜ命令したのかというと、糞を堆肥化するプロセスを理解することができず、皆が皆、俺が狂ってしまったかのような目で見て来たからだ。

　そして、糞を集めるという意味の分からないことをさせられる恐怖から、おかしな生返事しかしなかったので命令するしかなかったのだ。

　堆肥化は時間がかかるので、成果が見えるようになるのはまだまだ先になるだろう。ならば、まずは腐葉土からである。
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　次の日も昨日と変わらない人数が来てくれた。いや、給料のおかげか若干ではあるが増えている気がする。

「これより、班編成を行う。一班は昨日に引き続き砕土と石草の除去を。二班と三班は荷車を使い、指定した山から腐葉土を取って来る係だ」

　堆肥を知らなかったという時点で分かっていたことだが、この場にいる全員が「腐葉土とは何だ？」と隣となり同士で話し合っていた。

「腐葉土とは、落ち葉が腐って土になったものだ。森や山の地面は黒くてフカフカしているだろ？　あれが、腐葉土だ。腐葉土には土壌改善効果があり、また作物を育てるための栄養も多少なりとも入っている。その腐葉土を、残りの二班で取りに行く。取って来た腐葉土は畑に撒まき、砕土を行っている班に鋤すき込こんでもらう」

　分かったか？　と聞いても、俺の言っていることを理解しているのかいないのか、全員が呆ほうけた顔でこちらを見るだけだった。

　言葉で十分な理解をさせることはできないと分かっているので、まずは班編成を行い実際にやらせてみてから次を考えたいと思う。

　ありがたいことに、給金のおかげで増えた人員は、普段であれば畑仕事をやっている──やることができる体格と体力を持っている者だったので、その人たちの一部は腐葉土を畑に撒き鋤き込む要員として畑へ送ることにした。

　残りと元からいた者たちの中で、比較的体力に優れている者を腐葉土の回収へ向かわせ、体力に劣る者を石草の選別に配した。

　用意できた荷車は二台。一か所から腐葉土を取りすぎると、自然のバランスが崩れてしまう可能性があるので、その辺りを注意するように言いつけた後、向かってもらった。

　荷車一台に乗せられる腐葉土の量は、大体一五○キロほどだ。一つの畑につき最低でも三五回ほど運びいれなければいけない計算になっている。

　この際、腐葉土とは言ってもなるべくは家畜の糞を捨てている場所から持って来るようにお願いしている。

　これは、人工的に堆肥化された糞ではなく、糞の処理に困った町民が捨てていたものが、自然に堆肥化されたものになる。ここの土の方が、腐葉土より栄養が多いだろうと思っての判断だ。

　化成肥料があれば、こんなことを考えること無く腐葉土ばかり鋤き込めば良いのだが、無いものねだりをしてもしょうがない。

　極端な話になってしまうが、牛糞堆肥だけで化成肥料の役割を微量元素まで果たそうとすると、一アールに必要な量は、何と一〇トンだそうだ。

　たった一アールの土地に牛糞堆肥を一〇トンも鋤き込むのは、人の力だけでは無理だろう。それに、たとえ鋤き込めたとしても表面はほぼ牛糞のみになってしまうだろうし、土が酸性に傾かたむきすぎて育てられる作物が限定されてしまう。

「それじゃ、ファナは引き続きここの指示を頼む」

　脱線してしまった思考を元に戻し、残りの作業指示をファナに任せた俺は石鹼工場へ急いだ。

　石鹼工場では、すでにマシューの奥様方が昨日出した指示通り、灰から抽出したあと煮詰めた強アルカリ水を用意してくれており、全員がすでに戦闘態勢──作業服に三角巾を被かぶった、掃そう除じ婦ふのような出いで立たちで俺のことを待ってくれていた。

「それでは、ただ今より石鹼作りを始めたいと思います。それほど重労働ではないので、昨日に引き続き油魚の油をしぼってもらった、婦人部の皆さんにやってもらおうかと思います」

　その場にいる全員が元気よく返事をしてくれた。石鹼の効果については昨日のうちに説明しておいた。

　漁師の家族と同じように、この婦人部の奥様方の子供も腹を下しているようだ。石鹼ができた暁には、その下した腹が改善されるというのだからやる気にならない訳がない。

「それでは、キチンと見て覚えてください」

　石鹼作りはそれほど難しくないため、初めは作り方を書いた紙を渡して、後は任せようと思っていた。だがマシューでの識字率はたったの四パーセントで、この婦人部の奥様方も例に漏れず文字が読めなかった。

　しかも、この四パーセントという数字は、「何とか……」「たぶん……」といったあやふやな回答も合わせての数字でもある。なので、俺が懇切丁寧に説明することになった。

　すでに準備されているが、この強アルカリ水の作り方はとても簡単で、まず鍋に水を入れ沸ふつ騰とう手前まで温める。もう一つの鍋にはどの家庭のかまどにも残っている灰を入れ、その灰の中に先ほどのお湯を注ぎながら撹かく拌はんし、十分撹拌できたら冷ます。

　冷めたものを布で濾こして灰あ汁くを取り出し、さらにその灰汁を三分の一から四分の一くらいになるまで煮詰めたものがこの強アルカリ水だ。

　この強アルカリ水と油魚の油を混ぜ、弱火で焦こげないように撹拌しながら熱すると、次第に石鹼になる──鹼けん化かしていくのだ。これは、いわゆる釜かま炊だき法と呼ばれる石鹼の作り方だ。

　やや無理やり感が否いなめない方法だが、何とか鹼化してできた石鹼は木枠で作った型に流し込み冷やす。冷え固まったものを適当な大きさに切ると、一般的にみられる固形石鹼のでき上がりだ。

　前世で自然派志向な人たちに向けて、手作り石鹼をフリーマーケットで売ろうと画かく策さくした時の知識が役に立った。当時はあまりにも面倒臭かったので挫ざ折せつしてしまったが、いつどのように必要になるか分からないものである。

　一連の仕事を振り返ると非常に簡単な気がするが、工程毎ごとに常に何人かついていなくてはならず、言葉で表すよりも大分忙しく大変な作業となっている。

　今後の課題として、石鹼作りのライン化を目指し人数の調整と工程改善、作業者教育も徹てつ底ていしていかなければいけない。その点に関しては良い予行演習になったと言える。

　冷えて固まった石鹼を試しに使ってみた奥様方の反応は上々で、洗浄力も問題ないと判断できた。ただし、魚油石鹼ということもあってか臭いはあまりよろしいとは言えない。

　この石鹼は元から一般向け廉れん価か石鹼という位置づけで売るつもりだったので、臭いに関しては値段を安くすることで目を瞑つむってもらおうかと思う。

　また、マシューの住民が個人で石鹼を作り、高値で売り出さないように管理する必要もある。

　だから、俺が一いつ括かつ管理することで値段の釣り上げを防ぐ。同時に他の住民が作らないようにお触れを発布し、破った際は絞首刑というかなり重い罰ばつも付けることにする。

　一方で、漁師が獲って来た油魚は全てこちらで買い上げ、解体・精油・石鹼化を行う婦人部には仕事量に見合った給与を支払う。

　アラは細かく切り刻んでコンポストへ放ほうり込こみ肥料化し、しぼり滓かすは乾かん燥そうしてから豚や鶏の餌えさとなる。豚や鶏から出た糞は、先にも言ったように堆肥化され畑へ撒かれる。素晴らしいサイクルだとは思わないかね？
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　椅子の前脚を浮かせ、木が軋きしむ音を部屋に流れる音楽として、机へ向かい毎晩と同じように個人的に作っている業務報告日誌を書いている。

「くぁ～……疲れた……」

　反り返り背骨を鳴らして一息つくと、暇ひまになるとついやってしまうペン回しを始めた。

　奴隷の時分はペンを持つどころか、文字を書けるような環境では無かったので、この癖くせを再習得したのは学校へ入ってからだった。

　文字を習得した時もペンを使うことなく、常に地面へ書いては消していく方法をとっていたのでペンの使い方が分からず、初めてペン回しをした時は含ませたインクが周囲に飛び散ってしまい大変な思いをした。

　おかげで、学校の寮にある自室の机周辺には飛び散った墨すみの痕あとがたくさんある。

　そんな情けない話を思い出していると、階段を昇る音がしたあとドアをノックする音が聞こえた。

　俺がマシューに来た時は、世せ話わをしてくれるファナは食事を終えると共に、使った食器を洗うという理由で、早々と仮住まいへ帰って行った。最近は、このガナン邸で洗い物も済ませているので、信頼を勝ち取ることに成功したと言っても良いだろう。

　つまりは警戒されていたのだ。貴族という存在に襲おそわれないように。

「どうぞ」

「失礼します。お飲み物をお持ちしました」

　部屋に入ってきたファナが持つトレイの上には、古くところどころ色が擦こすれているが綺麗な絵付けのされたポットとティーカップが載っていた。俺がアムニットから渡された鉄製のものとは大違いの、見た目を重視したものである。

「ありがとう。そこに置いといてくれ」

「はい」

　二、三杯分しか入らない小さなポットからティーカップに注がれるお茶は色が黒く、漂ただよう香りもお茶というより漢方的な香りが強い。

　木の葉っぱを蒸むして叩たたいて乾燥させただけの、マシューでよく飲まれるお茶だそうだが、これがまた苦い。コーヒーのような苦さではない何とも形容しがたい苦さなのだが、慣れてくると意外と飲めるようになるのは、コーヒーのような中毒性があるからかもしれない。

　ただしノンカフェインなのか、量を飲んだとしても眠気が飛ばない。なので俺としてはなるべく早く、コーヒーのようなカフェイン入りの飲み物を見つけたいところだった。

「良いお話ばかりを頂いておいてこのようなことを申し上げるのもおかしいのですが、あまり根を詰めるとお体に障さわりますよ」

　机の上に広げられた紙と羊皮紙の数を見たファナは、心配する視線で俺を見た。

「ん？　あぁ、そうだな」

　今書いているのは、四輪農法──つまりノーフォーク農法を行う際の畑の回し方だ。その際、植える農作物の育て方も同時に明記している。

　今も昔も、たぶんこの先百年単位で農作物の育て方は口伝で次世代につながれていく。

　それはそれで良いのだが、やはり基本となる育て方を書いた書物というのも必要になるだろう、という考えで書き始めたのだが、これが面倒臭い。

　それに、俺が知っている育て方と、実際に育てる環境での育て方とは多少なりとも違いがあるので、あくまで参考程度に、そして書き足せるように行間を大き目に取って書いている。

「こちらのものをまとめておきますね」

　気を利きかせたファナが、机の上に散らばっていた書類をまとめ始めた。

「これも、農業に必要なものなのですか？」

　机に散らばっている羊皮紙の内の一枚を見てファナが言った。

「あぁ、それは新しく作るものの設計図だ」

　この世界での設計図の描き方がどのようなものか見たことが無いので一概には言えないが、見る人が見れば問題なく作れるように描いてあるつもりだ。

　しかし、馴染みが無い者が見ても、ただの小難しい絵と文字が描き込まれた羊皮紙にしか見えないだろう。

「設計図ですか？　とても難しそうですね」

「機構的にはそれほど難しいものじゃないが、どちらかと言えば描く方が大変だったな」

　パソコンの設計ソフトのＣＡＤに慣れた体には、製図台を使わないほぼフリーハンドでの設計図製作は骨が折れた。それに、久しぶりの図面起こしだったので思い出しながらの作業が多く、それも時間がかかる要因となった。

　畑の進行状況の確認や石鹼工場の監かん督とくをしながらの設計だったので、疲れない訳がない。

「肩を、お揉もみしましょうか？」

　俺があまりにも首をグルグル回し背骨をバキバキ言わせていたせいか、ファナが肩かた揉もみを申し出てくれた。非常にありがたく、非常に申し訳ない。

「あぁ、ありがとう。事務作業は肩が凝こって……」

「父も同じことを言っていました。歳をとると、椅子に座っているだけで肩が凝るって」

　それは、椅子が合っていないか、もしくはやりたくない仕事に対し反射的に肩が凝っている気がしないでもない。

　ファナは、失礼します、と一言声を掛けて俺の肩を揉み出した。父親の肩を良く揉んでいるらしく、確かに力強くて気持ち良い。

　まぁ、しかし、体は若くても肩は凝るらしい。これは残念なことだ。

「そう言えば、この間、渡した本はどうだった？」

「はい！　とても喜んでいました」

「そうか。それは良かった」

　本とは、ヴィリアに花を送ってくれたファナの妹のレレナへのお礼に渡したものだ。初めは、あげられるものを何も持ってきていなかったのでどうしようも無いと思ったのだが、無ければ作れば良いやと発想の転てん換かんを図はかり日本昔話を羊皮紙に描いたものをあげたのだ。

　絵本と言っても羊皮紙の両面に一シーンずつ文字と絵を描いた簡単なものだ。陰影を付けたがほぼ線画と言っていいものだったので、喜んでくれて何よりだ。

「あの本を、他の子たちに読み聞かせてもよろしいでしょうか？」

「あれはレレナにあげたものだから、持ち主のレレナに聞いてくれ。レレナが良いと言ったら読み聞かせれば良い」

「はっ、はい」

　この世界には紙が存在するが、手紙を──本以外の何かを書く時に使うのは羊皮紙が主だ。

　マシュー町長の娘のファナであれば羊皮紙は珍しくないだろうが、高級品であることに間違いない。そんな高級品に描かれた物語を簡単にあげるとは思っていなかったようで、ファナが驚いていた。

　それに、贈り物をするということは、そのプレゼントを貰った人は少なからず侯こう爵しやく家けの息子である俺と交流があるということになるので、それを笠かさに着ることもできるのだ。

　つまり、多少顔見知りというだけで物をあげようもんなら、俺の名前を出して悪事を働くこともできる、とファナは言いたいのだろう。

　まぁ、そういったことも考えないでは無かったが、さすがにマシューは皇都から離れすぎているし、他の土地の者と交流がなさすぎるので問題ないと思ったのだ。

「ありがとうございます、ロベール様」

　しみじみといった感じでお礼を言われ、背中がむず痒がゆくなってしまった。別にお礼を言われるほどのことをしていないし、こちらは花のお礼のつもりで渡したのだから。

　それでも、悪い気になるはずがなく、かと言って威い張ばるような場面でもないので小さく笑うに留めた。

　漢方臭いマシュー産のお茶を口に含み、揉んでもらっている肩の心地よさに一息ついて考えた。

　手が足りないのが現状である。石鹼工場の例のように、マシューの住民は教育すれば問題なく使える人材になることは間違いない。

　しかし、それでは時間がかかりすぎる。ならば、元からある程度教育されている者を連れて来れば良い。それも、簡単には俺の手元から離れない人材を。

　それに適した人材がいる。昔の俺と同じ奴隷という存在だ。

　まぁ、俺の場合は裏切って出しゆつ奔ぽんしたけどな。あまり信用しすぎるのも良くないが、今のところ欲しいのは知識奴隷だから、そこは何とかなるだろう。













「奴ど隷れい商しようですか？」

「そうそう。どこか良いところはないかと思って」

　マシューから三時間かけてやってきた久しぶりの竜騎士ドラグーン育成学校。今は俺がよくお世せ話わになっている、学校の出入り商人のグレイスと話をしている。

　グレイスは歳としは若いがかなり優秀で、今まで何度も俺のフワッとした要望から適切な商品を探して来てくれた頼もしい商人だ。

「そうですね。ブルート奴隷商会がつい先日新しい奴隷を仕入れたそうなので、そこは如何いかがでしょうか？　品質に問題なく、商会自体も優秀ですよ。もしよろしければ、ロベール様のご指定の時間に、奴隷を用意してもらうように伝えておきますが？」

「おっ？　良いの!?」

　新規の店に入るには大変勇気が要いるので、こういった申し出は素直にありがたかった。

「えぇ、問題はありません。しかし、あちらも用意する時間が必要なので、今すぐにということはできませんが」

「時間は多少であれば問題ない。それじゃあ、ちょっとやってもらえるか？」

「畏かしこまりました。では、奴隷の要望をお聞かせください」

　そう言い、グレイスは墨すみ壺つぼとペンを取り出した。

　欲しいのは知識奴隷。能力があれば男女を問わないこと。事務一般ができるレベルなら良いが、基き礎そがあればこちらで教えるつもりなので、そこまでガチガチに固めた探し方でなくても良いこと。就業時間が長いため年齢は若い方が良いが、仕事ができるのであればその限りではないこと。

　とりあえず、お願いしたいことは以上なので、これを元に探してもらうことにする。

「畏まりました。それでは、話がつき次第ご連絡差し上げますので少々お待ちください」

「あぁ。期待しているから、よろしく頼む」

　仕事の邪じや魔まにならないように、用件だけ伝えて部屋を出た。

　今はまだ授業中なので問題ないが、帰って来た時がたまたま授業間の休み時間だったのが災わざわいして、俺の姿を見たクラスメイトたちがザワつき出したのだ。

　まるで化け物を見たような皆の反応に、俺のガラスのハートは割れてしまいそうだ。まぁ、自分で言っておきながらそこまで繊せん細さいではないと思うけどさ。

　そんなクラスの中には、俺と同じように準統治領へ出て行ったミシュベルやアバスもいた。二人が行った準統治領は俺より近い場所に在るのだが、その余裕な姿を見てすでにやるべきことはやったのだろうかと気になった。

　しかし、今はそんなことを気にしている暇ひまは無い。今日、皇都へ来た目的も学校の出入り商人に奴隷商のことを聞くだけではないのだ。校内を早足で歩き、学校を出た。

　一つ目の目的地は俺がいつも着けている安全帯を作ってくれた鍛か冶じ屋やだ。何軒か渡り歩いて、腕が良く俺の考えを理解してくれる、ここガンブール鍛冶屋を見つけたのだ。

　店に入ると、カウンターで接客をしていた青年が明るい笑顔で俺に挨あい拶さつをしてきた。

「いらっしゃいませ、ストライカー様！　本日はどのようなご用件でしょうか？」

　さして上客という訳でもない俺に、カウンターから出てきて接客してくれるこの青年は、ガンブールの息子でもあるダンブールだった。何を思って付けたのか、父親と一文字違いの息子の名前は非常に覚えにくくてしょうがない。

「また新しい品の設計図と仕様書を書いてきたんだ。頼めるか？」

「なるほど、分かりました。それでは、父を呼んでくるので少々お待ちください」

「頼む」

　店の奥に引っ込むダンブールを見送り、俺は近くにあった椅い子すに座った。

　ここを利用する理由は、新しいものに偏へん見けんが無く、俺が描いた設計図に強い興味を示したこと、また店も通りから見ると狭いように感じるが、奥行きがあり製造キャパが高かったことが挙げられる。

　これから色々と作っていくつもりなので、できることなら今後広く商売をしても、それらに携たずさわる人員を制御できるようになるまで、作業に関かかわる人間は極力減らしたいと思ったからだ。

　品質向上のために、とお願いしたダブルチェックシートも、職人の技術を認めていないような要求だったのにも拘かかわらず快こころよく引き受けてくれたし、こちらが貴族であっても設計図の不備がある場合はキチンと忠告してくれたというのも大きい。

　以来、ナイフ等の小物からこういった大掛かりな物まで何かと頼むようになった。

「いやいやいや、これはストライカー様。ようこそいらしてくださいました」

　店の奥から出て来たのは、親方のガンブールだ。色黒の筋肉ダルマで、まさに鍛冶場の男といった印象を受ける。

　そんな彼は仕事場では職人らしく黙々と仕事を行い、動きの悪い弟で子したちを怒ど鳴なりつけ殴り飛ばすといった、職人気質かたぎの人物だった。

　そんな彼を知っていれば、貴族が来たからといってあのように明るく振る舞うはずはない、と思うだろう。

「また頼みたいものができたんだ。なるべく、早めで作ってもらえると助かる」

　マシューで作って来た手動ポンプの設計図を見せると、親子そろって頭をぶつけ合うように見始めた。

「これは、一体どのような道具なのでしょうか？」

　息子のダンブールが興味津しん々しんといった様子で聞いてきた。図面に描かれた線を見ながら、綺き麗れいだ綺麗だ、と言ってくれるので頑がん張ばった甲か斐いがある。

「これは水を汲くみあげる道具で、名を手動ポンプという」

「水を汲みあげるのですか？　桶おけじゃダメなんですか？」

「井戸の口が開いたままだと、動物の糞やらゴミやらが入って不ふ衛えい生せいだからな。それにこれがあれば、今までの労力が半分以下になる」

「半分ですか!?」

　衛生概念についてはそれほど驚おどろいてくれなかったが、仕事量が減る部分については意外と食いついてくれた。

「そうですね……。ストライカー様の仕事は今すぐにでも取り掛かりたいのですが、先に入っている仕事を消化しなくてはいけないので、それが終わり次第取り掛からせていただきます」

「分かった。ちょっと風変わりなものだと思うが、よろしく頼む」

「はい。なるべくご意向に沿そえるように善処します」

　そう応こたえると、ガンブールは同い年くらいの職人を呼び、作業指示を出し始めた。

「試作はどのくらいでできそうだ？」

「そうですね。このクランクと中の可動部の擦すり合あわせもあるので、納なつ得とくが行くものができるのに二週間ほどをみていただければ」

　二週間か。意外とかかる気もするが、初めて作るのだから早い部類なのだろう。

　しかし、準統治領に向かってからひと月経たった辺りで、一度、竜騎士ドラグーン育成学校に戻って報告をしなければいけない。最後に出て行った俺が今日でちょうど二週間目なので、手動ポンプができるのは報告会ギリギリになってしまう。

　他の奴らがどの程度のことをやったのか今は分からないが、石せつ鹼けんを作ったくらいじゃまだ評価は低いだろう。

「分かった。ここへは二週間後に来る予定だが、それより一日でも早くできた場合は、料金はこちら持ちで構わないからドラゴン便を使って教えてくれ」

「畏まりました」

　他にお客さんがいるにも拘らず、横入りをするような形で注文を入れてしまったので、まだ話したそうに図面を指さすダンブールに軽く謝り鍛冶屋を出た。

　今やれることは一通り済んだので、後は商人のグレイスに頼んだ、奴隷商への約束の取り付けの話が来るのを待つだけだ。

　とりあえず、久しぶりに竜騎士ドラグーン育成学校の自室へ帰るとしよう。
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　グレイスが紹介してくれる奴隷商も優秀だったようで、昨日の今日で商品案内の連絡が来た。

　寮りよう長ちようがグレイスが来たことを教えてくれたのだが、寮長は俺が奴隷を買おうとしていることを聞いたのか、何か言いたげな顔をしていた。

　俺が家の使用人を使わないことはこの学校でも有名になっているので、寮長は、口うるさい使用人ではなく奴隷に身の回りの世話をさせるとでも思ったのだろう。

　訂正したかったが、勘違いさせておいた方が自分にとっては好こう都つ合ごうだったので、あえて訂正しなかった。それに、これ以上落ちるような評判は俺には無いし。

　グレイスが操あやつる馬車に揺られてやって来たのは、重厚な作りから一目で老舗しにせと分かる、ブルート奴隷商会と看板が掲げられた商会だった。

「私はここで失礼します。帰りの馬車は、この商会が使っている者であれば間違いはありませんので」

「ありがとう。何から何まで助かったよ」

「お役に立てて光栄です。これからも、どのような些さ細さいなことでもお申し付けください」

　深々と頭を下げるグレイス。その頭を上げると爽さわやかな笑顔を振りまきながら、颯さつ爽そうと操車席へ乗り込み馬車を動かし始めた。商会へ話を通すだけではなく、その商会まで送ってくれる気の利きかせようは素晴らしかった。

「さて──」

　奴隷商会の前でウロウロしていては体てい裁さいが悪いし、何より周囲の視線が痛い。

　とっとと入るのが吉だろう、ということで中へ入る。中は、俺が知っている普通の商会とは違う空気が漂ただよっていた。

　焚たかれているお香のせいか、商会内やその奥に人が多くいる気がしたが人臭さは感じられなかった。不快な感じはしないが、不ふ思し議ぎな感覚に陥おちいる印象的な香りだ。

「ようこそいらっしゃいました、ストライカー様」

「素早い対応に感謝する」

「いえいえ、そんな。お客様のご要望にお応えする、そのための商会でございます」

　どうぞこちらへ、と奴隷商に案内されて通された部屋で椅子を勧められる。椅子に腰かけると、すぐに良い香りのするお茶が運ばれてきた。

「私は、この商会を管理していますオッターと申します。商会長のブルートはセリに行っておりまして、私が代わりにご挨拶をさせていただきます」

　恭うやうやしく頭を下げるオッターだが、周囲の雰ふん囲い気きに圧倒されている俺の耳には、その自己紹介は半分も届いていない。

　ここはアレだな。上客が宝石店などの高級店に来た時に通される、ＶＩＰルーム的な部屋だろう。初めて通された高級な部屋と、骨組みも綿で構成されたような尻しりが埋うずまるソファに居い心地ごこちが悪くなってしまった。

「教えていただいた、ご希望の奴隷は知識奴隷でございますね。歳は若く、男女は問わず。また、基礎さえあればご自身で教育されるとのことですので、能力は若干劣おとっていても構わない──と」

「そうだ。一応、若くとは言ったが、能力如何いかんによっては多少歳が行っていても構わない。だが、教育するとはいっても限度があるから、著いちじるしく劣る者は除外してくれ」

「なるほど」

　そう言い、奴隷商が部下の商人に目配せをすると、その商人は出て行ってしまった。

　今から奴隷を連れてきてくれるのだろうか？

「今、当商会にいる奴隷で、ストライカー様のご要望に合った奴隷は四名です。一人目は、四〇歳の男性で家令としての能力を備えています。二人目は、一九歳の女性で元伯はく爵しやく家けの令れい嬢じよう。三人目は、一七歳の女性で騎士学校に通っていました。最後は一二歳の女性で、こちらは家の方で一通り教育を受けていた者です」

　商人が奴隷の説明をすると、それに合わせたように一人ずつ部屋に入ってきた。

　勝手な思い込みだが、奴隷商会にいる奴隷はジメジメとした汚い所に押し込められ、酷ひどい扱いを受けていると思ったが、そうでも無いらしい。

　皆、身綺麗なのだ。商品を雑に扱う商人はいないだろうが、あまりにも酷い扱いを受けていたら、全員買ってしまったかもしれない。うん。たとえそういった扱いを受けている奴隷がいたとしても、俺の見える範囲にはいてくれなくて助かった。

「まず、四〇歳の知識奴隷ですが、こちらは先ほども申し上げた通り家令としての能力を有しており、礼儀作法から人材・資材・資金管理、屋や敷しきの切り盛りといった作業において最高の能力があります。さらには、槍やりの名手でもあり戦闘指揮までこなせます」

　つまり、事務一般から四則演算までキチンとこなせる、戦闘系を除いて俺が今一番求めている人材だ。

「幾らだ？」

「金貨九八〇枚になります」

「……次」

　商人から奴隷の値段を聞いて、背中から嫌な汗が一気に出た。払える訳がない。

　そもそも、この奴隷はハイスペックすぎるのだ。俺が求めているのは事務一般に簡単な計算。戦闘までこなせる執事は求めちゃいない。

「次は、一九歳女性。元伯爵家の出で、文字の読み書きは何ら問題なく行えます。血筋が良いのですが、一度結婚しており処女ではありません」

　紹介された女性は、恥ずかしさのあまり顔を真っ赤に染めて俯うつむいてしまった。まぁ、自分の性遍へん歴れきを見ず知らずの男の前で話されてしまっては、ただの羞しゆう恥ちプレイでしかないだろう。

「続いては、一七歳女性。元騎馬騎士家の出で、昨年まで騎士学校に通っていました。文字の読み書きは問題なく、簡単な計算もできます。しかし、騎馬騎士出身ということもあり、先ほどよりは血筋が劣ります。こちらは処女でございます」

　こちらの女性は、先ほどの女性とは違いガッシリとした、アスリート系の体つきをしている。さすが体育会系の騎士学校に通っていただけある。

「最後が、一二歳の女性。豪ごう商しようの家の子供で、教育は家で行われていたようです。文字の読み書きができ詩についての知識も豊富で、ストライカー様の生活をより豊かにしてくださることでしょう」

　なるほど。選ぶとなれば一九歳と一七歳のどちらかだ。えっ？　一二歳が良いって？　一二歳は、知識奴隷であっても詩だしな。しかも、生活を豊かにしてくれる、とか計算ができないし、それ以上特筆する部分が無いと言っているようなもんじゃないか。

　次に、一九歳の女性は、政略結婚の道具として育てられてきたのだろう。文字の読み書きができても計算はできない。できるんだったら、商人は売り文句だから言ってくるはずだ。しかも、血筋は求めていないのに元伯爵家という箔はくは、値段を釣り上げるためのものでしかない。

　──となると、実質一七歳の女性か。

「一九歳と一七歳の二人の金額を教えてほしい」

「一九歳は、金貨三二○枚になります。一七歳は、金貨二八○枚になります」

　どちらにしても良い値段がするのは違いないな。予想よりも高い値段にちょっと困ってしまう。

　知識奴隷の価格を侮あなどっていた、というのが大きい。俺が予想していた金額は労働奴隷を参考にしたものだったのだが、こんなに差があるとは。

「血筋とかは別に良いから、もう少し安い奴隷を引っ張ってくることはできないか？」

「そうですね。お時間を頂ければ何とかなるかもしれませんが、ここ最近奴隷の需じゆ要ようは上がり調子ですからね。お急ぎであれば、あまり期待しない方が……」

　隣国との戦争のせいで成り上がり貴族が続出し、そのため、安くてある程度ものを覚えている知識奴隷が大人気になっているらしい。

　まさに俺が求めている人材と丸まる被かぶりなのだ。

　たぶん他の奴隷商会に行っても同じ目に遭あうだろうし、グレイスが紹介してくれたのだから、奴隷の質としてはこの界かい隈わいではここが一番なんだろう。

　そうなれば、少しくらい高くても未来を信じて投資する気持ちで買うのが一番だ。

「分かった。では、一七歳の方を買おう」

「ありがとうございます。では、こちらにサインをお願いします」

　差し出された書類にサインをし、前金として持参してきた金貨百枚を奴隷商に渡した。

　このような大金が動く買い物の場合は、契けい約やくだけを済ませておいて、後で商人が家までお金を取りに来るのが普通だ。

　本当なら一いつ括かつで払いたかったのだが、奴隷の値段を見誤ってしまったので二回払いになってしまった。寮へ取りに来てもらう商人は、あまり目立たないようにしてもらわなければいけない。

「奴隷の配送場所は、町はずれの粉ひき小屋にしてくれ」

「風車の方でよろしいですか？」

「あぁ、そうだ。それと、三日分の服を用意してくれ。中古の、作業用の服を適当に見み繕つくろってくれれば良い」

　そう言って奴隷の料金とは別で金貨を一枚、机に置いた。三日分程度の中古の服であれば、金貨一枚あればお釣りはたくさん返ってくる。

　服の残りは駄だ賃ちんだと言っているので、初めは何か言おうとした商人だったが、それを受け取ると恭しく頭を下げ、丁でつ稚ちのような少年に服を買いに行かせた。

　次は、マシューの畑に植える種を探しに行かなければいけない。
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　馬車を用意してくれるというブルート奴隷商会の申し出を固こ辞じし、一路皇都で一番大きな市場へ向かった。

　いや、向かおうとした──。

「あっ、あの、ロベール様……」

　奴隷商を出た所で出会ったのは、クラスメイトのアムニットだった。この辺りは、奴隷商館が多く立ち並ぶ場所で、娼しよう館かんも多い。つまり、アムニットのような人間が来るような場所ではないのだ。

　それにしても、アムニットのおどおどとした仕草のせいで、まるで俺が風俗通いを見つかった彼氏のようではないか。

「久しぶりだな、アムニット。元気だったか？」

「は……はい……。あの、ロベール様はこちらで何を？」

「奴隷商に行って、飯を食べて出て来るわけないだろ？」

「そう……ですね……」

　もにょもにょ、と口先だけで話す仕草に、少しだけイラついてしまう。相手は子供なのだから、と自らに言い聞かせるが忙しい身にこれをやられると本当にキツイ。

「俺は忙しいんだ。言いたいことがあるならハッキリしろ。無いんなら、俺はもう行くぞ」

「あのっ！　私も一緒に行っていいですか！」

　返答を待つことなく歩き出そうとすると、意を決したようにアムニットは叫ぶように言った。

「好きにしろ。ついてきても面白くは無いがな」

「はいっ！」

　会話が無いままアムニットと連れだって歩く。市場まで人ごみを避さけて遠回りの道を使ったため、予想よりも少しだけ時間がかかってしまった。

　夕方と言っていい時間にさしかかっているため、市場に露ろ店てんを出していた商人たちのほとんどは店じまいをしていた。

　売れ筋の商品であれば、店てん舗ぽをかまえた店がまだ開いているので問題は無いのだが、今俺が欲しいのは遠方の珍めずらしい種だ。

　このたくさんいる商人の中から種を扱っていて、なおかつ商品をしまっていないか、またはしまった物を出してくれる相手を探し出さなければいけない。

　うろうろと市場をしらみつぶしに歩いていると、種と書かれた看板を掲げた一人の行商が、袋を鞄かばんにしまっているところに遭そう遇ぐうした。

「まだ時間は大丈夫か？」

「あぁ、もう終わ──っと、これは失礼しました、貴族様。すぐに商品を出しますので、少々お待ちください」

　もう終わったよ、と言おうとしたのだろうが、俺とアムニットが着ている竜騎士ドラグーン育成学校の制服を見ると貴族と判断したのか、商人はすぐに態度を変えて商品を出し始めた。

　店じまい中に滑すべり込こみで入って来たのは申し訳ないが、早めに種が欲しい俺としては助かった。

「北の方で育てられている野菜種が欲しいんだ。白菜や大根、豆類なんかあると良いな」

「そうですね。寒さに強いというのであれば、こちらなどどうでしょうか？　味は劣りますが、生命力が強く、雪の下でも育つ野菜です」

　見せられた種粒は何か分からなかったが、行商が言うにはカブの類たぐいらしい。味に劣るとはいっても、漬物にすればそれほど気になるものでもないだろうし、もし漬け込まずにそのまま食べる場合でも、煮たりすったりと使い道はたくさんある。

　他にも何かあるだろうか、と学生ヨロシク地べたに座って行商と話し合っていると、その光景が珍しかったのか店じまいを終えた行商たちがワラワラと寄ってきて、自分の店のお勧め商品をドンドンと持ってきた。

　これこれこういった野菜が欲しい、と言うと、どうやって見分けているのか分からないが、それに対応した種を出してくる。手品のような行商の動きに感心しつつ、一番良いと思われる種を買って行った。

　半分以上が無駄な買い物だったと思わないでもないが、行商たちから面白い話も聞けたし、余った種は町の人たちに分け与えれば良いので問題ない。行商たちも終わりがけに気前の良い客が来たので、ｗｉｎ－ｗｉｎといって良いだろう。

　小麦はどこの町でも育てているため、こういった行商ではなく店舗をかまえた商会で取り扱っているとのことだったので、そちらは後で行くこととなった。

　目的も達したので行商たちにお礼を言い、その場を後にした。思わぬ上客に懐ふところが暖まった行商たちは、ここで集まっている皆で飲みに行くそうだ。楽しそうで何より。

　種は全すべて小麦を買った商会の下男に任せて風車小屋に運んでもらった。

「あれは、どこで育てるんですか？」

　今から種屋か農家に転職でもするのか、というくらい買い込んだので不思議に思ったアムニットが聞いてきた。

「俺が担当している町だ。当面の目標は、町の皆がお腹なか一杯にご飯を食べられるようにすることだ」

　ドヤ顔で胸を張る俺を見て、アムニットが困った顔をした。

「あの……ちょっと言いい難にくいんですけど……」

「ん？　何だ？」

「普通は、そこまでしませんよ？」

「でも、新しい技術とか教えるんだろ？」

　石鹼作りや堆たい肥ひの作り方や腐ふ葉よう土どの使い方も、マシューではやっていなかった新しいやり方のはずだ。

「あっ、いえ、竜騎士ドラグーンの本来の役目としてはそうなんですけど、竜騎士ドラグーン候補生は町の有力者に書類を渡し、慰い問もんをして終わりです」

　なるほど、だからアバスやミシュベルがもう戻ってきていたのか。二週間しか経たっていないのに戻ってきていたので、本当に仕事をやったのかと不思議に思っていたのだが、前提が違ったようだ。

「そうかもしれないが、俺は俺のやり方でやるだけだ。他の生徒達やつらがどんなことをやるのか知らないが、取れることなら一番が良いからな」

　これほど全力を出す理由は、一番になりたいと思ったのと、町づくりをするゲームみたいで面白かったからだ。

　やっぱり、やるからには一番を取りたい。前の世界でよくあった、手をつないでゴールなんてバカバカしい行為だと思う。

　競争力無くして国は成り立たない。追い付け追い越せの精神が無ければ技術も進歩しないし、そもそも人間の成長も無い。

　──いや、本音を言えば、俺が何をどこまでできるのか確かめたいからだ。こんな入れ替わりは、いつかはバレる。遅いか早いか分からないが、そうなった時のために自分に何ができるのか知っておきたい。

　だから、マシューで実験するのだ。

　まずは、食糧生産率を向上させることで、冬季の家畜の解体数を減らしたい。

　冬に家畜の解体数が増える理由は、単純だ。冬は人間の食糧が減るので、必然的に家畜へ回せる分も減る。だから、保存食のベーコンやハムを作るのと同時に、家畜の口減らしをするのだ。

　食糧生産率を改善すれば、養える家畜の数が増える。もちろん、栄養失調から来る死亡率も減るので労働力としての人間も増えて結果として万々歳ということになる。

　ただ、ここまで行くにはこんな軽い考えではいけないだろう。とにかく、失敗は許されないし急がなければいけない事案である。

　自らの胸の内を語ることなく、散歩がてら竜騎士ドラグーン育成学校に戻って来た。

　アムニットとは門で別れ、俺はマシューへ戻るためにヴィリアがいる厩きゆう舎しやへと向かった。

　ヴィリアにそのことを告げると、よっこらせ、といった感じで立ち上がり、鞍くらや馬は銜みといった竜具を付けやすい位置へ動いてくれた。

　いつも通り竜具を付け終わり竜騎場まで連れて行こうと厩舎を出ると、荷物をたくさん積んだドラゴンを連れたアムニットがいた。

「私も一緒に連れて行ってください！」

「学校があるだろう？　それに、来たとしても何も無いし何のもてなしもできん」

　準統治領選択の時も、マシューには何も無いと言われていたし、実際に行ってみても自然があるとしか言えない土地だ。来たって何も面白くない。

　それに、今は人手不足なので就業時間も順次伸びてしまっている。

　石鹼工場の奥様方も、週一回、プラス隔かく週しゆう一回で休日を設けているが、家事を合わせたら休みなんて全く無い状態だ。

　噂うわさが広がって働いてくれる人数が増えれば是ぜ正せいできるが、今は少人数で頑張って回していくしかない。

「なればこそ、私も連れて行ってください。父の手伝いをしていたので、数字にも強いです。それに、学校にはすでに休みの連絡を入れてあります」

　知識奴隷は一人買ったが、文字の読み書きと計算ができるだけで実際に使用に耐えうるか分からない。しかし、アムニットであれば実家は商家で、そういった類の計算は問題なく行えるだろう。

　勉学の邪魔をしてはいけないと思い誘わなかったが、すでに学校へ休学届を出しているというのであれば、問題はないのだろう。

　──ここは、甘えることにするか。

「なら、頼めるか？　人材的に──いや、俺自身が結構限界なんだ」

　地上にいる時は寝る間も惜しんで仕事に励はげんでおり、皇都との往復で睡すい眠みんをとっているような状態だった。ただのドラゴンでは、竜騎士ドラグーンが眠った瞬間から行先を見失い迷子になる。

　しかし、ヴィリアは普通のドラゴンではないので、行先を告げれば後はタクシーのように、眠っていようが目的地まで連れて行ってくれるからこその荒あら業わざだ。

「はいっ！　よろしくお願いします！」

　何も無い田舎いなかで仕事をするというのに、何がそんなに楽しみなのか、アムニットは元気に返事をした。

　マシューへ戻る前に、町はずれにある粉ひき小屋に立ち寄り買った奴隷を引き取った。

　あの奴隷商──いや、丁稚は何を思ったのか、頼んでおいた三日分の服はどれも肌の露ろ出しゆつが多く、扇せん情じよう的てきなドレスばかりだった。

　事務作業に使う知識奴隷として買ったのに、こんな服では仕事もままならない。だが、こういった服を買ってこい、ときちんと指示を出さなかった俺も悪いので、奴隷商を責めるのは筋違いだろう。

　これ以上皇都を発たつ時間が遅くなると、マシューへ辿たどり着つくのは夜になってしまう。

　ヴィリアは何とかなるが、アムニットの駆るドラゴンに夜間着陸ができるか分からないし、できたとしても危険なのでやらせたくなかった。

　奴隷には申し訳ないが俺の外がい套とうを羽は織おってもらい、なるべく高度を低く飛ぶことで体温の低下を防ぎつつ飛ぶことにした。

　明日から彼女には頑張ってもらわないとならないしな。
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　アムニットを連れていたので、マシューまでの道のりは普段よりも時間がかかり、着いた頃には日が大分沈んでいた。

　山間から零こぼれる僅わずかな光を頼りにした着陸だったが、アムニットは全く問題ないといった様子で着陸し、俺もそれに続いた。

　初めてドラゴンに乗ったファナと同じように、この奴隷──名前はミナというそうだ──も空へ飛び立つときに叫び続けていた。

　まぁ、そんなことは置いておいて、連れて来た翌日──本日は就業場所であるマシューを紹介することにした。

　服装に関しては、申し訳ないが昨日のドレスのままだ。外套を羽織らせているのであまり目立たないと思うが、服の繕いが終わるまでの辛しん抱ぼうだ。

「作業着は当分の間はこのままで我が慢まんしてくれ。きちんと仕事をしている限り、評価をすることを約束する。脅おどすつもりは無いが、使えない人間だと判断したら次の場所に移動してもらうから」

　次の場所──つまりここではないどこかになる。それが、鉱山か娼館か分からないが、あやふやな言い方だからこそ想像力が働く。

　ミナもその想像力を働かせてくれたようで、小さく息を飲む音と共にこちらを向いた。

「この身は男性経験が無く、ご主人様にご満足いただくことができないかもしれませんが、精いっぱいご奉仕させていただきます。奴隷として、心身ともに仕えさせていただきますので、どうかお見捨てにならないでください」

　屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがめ──といった様子は無く、代わりにわざとらしい、堅苦しく、一線引いたような話し方だった。

　男性貴族の元へ連れて来られれば、後は女性としての尊厳を踏ふみにじる行為に一直線と想像するだろう。そういった点を鑑かんがみれば彼女の態度も仕方の無いことだと思うが、俺はそんなことをする気は毛頭ない。俺が欲しいのは優秀な人材なのだから。

「まぁ、そう固くなるな。今から町を案内する。意外と広いから早く覚えるように」

「はい」

　ミナとアムニットが揃そろって返事をした。両方ともやる気があって何よりだ。
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「すっ、すごい。こんな田舎で石鹼が本当に作られているなんて……」

　石鹼の製造を行っている領地や商会では、石鹼の製造方法は極秘扱いだ。そのことを知っているのか、ミナは何も産業が無さそうな田舎で石鹼が作られていることに驚いたようだ。

「石鹼の作り方は、領や取り扱っている各商会で極秘扱いになっていますが、ロベール様はどちらでこの方法をお知りになられたのですか？」

　ミナと同じように石鹼工場を見学していたアムニットが、この作り方の出所を聞いてきた。どうやら、ストライカー侯こう爵しやく領りようでは石鹼作りは行われていないようだ。












「本で読んだ」

　実際は過去にネットで読んだのだが、そんなことを言っても分からないだろうから、当あたり障さわりのないように本と答えた。

「今度、読ませていただいてもよろしいですか？」

「──ヴィリアが食った」

「そうですか……」

　自身で石鹼の作り方は極秘だと言っているので、俺が本を見せるとは思わないだろう。

　現にしつこくすがることなく、簡単に引いた。

　その代わりに、遠くから俺へ抗こう議ぎするようなヴィリアの咆ほう哮こうが轟とどろいた。聞こえたのか分からないが、聞こえたなら耳の良いことだ。

　ミナも、俺がアムニットに対して言外に聞くなと言ったのを察してか、それ以上何も聞くことなく静かに見学するに留とどめている。

　本来であれば、この工場はアムニットには見せたくなかった。彼女の父親は、帝国でも指折りの大商会であるマフェスト商会の商会長だからだ。製造方法を知られて、それを真ま似ねして作られては資本が違うのでこちらが不利になる。

　しかし、グダグダと煩うるさかったので外に漏もらさないように、契約書を書かせてから見学をさせている。外に漏らしたら奴隷行き、とね。全く関係の無い所から技術を手に入れ、マフェスト商会で似たような安価石鹼を出したとしても奴隷送りにするつもりだ。

　つまり、これは枷かせである。大企業に資本で負ける弱小会社が勝つための。

「それで、おミ前ナの仕事だが──」

　仕事の説明をしようとすると、ミナが再び体を硬くした。しかし、それに構うことなく話を進めていく。

「この工場に勤務するパートの勤きん怠たい管理、及び給料計算だ。それと、油魚を獲とって来た漁師に対して、大きさと重量から買い取り価格を割り出して、それに合った金額で買い取るように。計算表は後で渡す」

　仕事の中に性的な奉仕が入っていないことに驚いているようだが、隣となりに立つアムニットに目をやり再び元の顔に戻った。どうやら、隣にクラスメイトがいるから格好を付けているのだと思われたようだ。しかし、そんなことはどうでも良い。

　奴隷のミナが通っていたのは騎士学校だそうだ。その騎士学校では下士官としての訓練をすると共に、事務的な作業も学んでいたとのことで、計算も問題ないとのこと。

　奴隷に落ちた理由は成り上がりの反対で、当主が戦死したせいで金回りが悪くなり一家離散の後に奴隷となったらしい。

　可か哀わい想そうではあるが、仕事とそれは別な話なので早く慣れることだけを祈ろう。
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　マシューの紹介を続けるために歩き、今度は、旧皇城の敷地内に作った塔とう型地下式サイロの前にやってきた。

「仕事は捗はかどっているか？」

　大きな穴の脇にレンガを運んでいた男性──地下型サイロを作っている男に声をかけた。

「えぇ、問題なく。あと三日ほどで使えるようになると思います」

　そう答える彼の普段の仕事は城の補修だ。

「分かった。あと三つ作ってもらうから、材料の用意もしっかりと頼む」

「分かりました」

　そう言って、城の修しゆう繕ぜん師しは去って行った。挨拶もそこそこに去って行ったのは嫌われているからではなく、自分の技術力を遺い憾かんなく発はつ揮きできる現場に張り切っているからだ。

　この旧皇都に現存している旧皇城は、いつ還かん都とされても良いように、常に補修され続けている。

　すでに新しい首都が機能しており、城もこんな古くて小さいものより何倍も良いものが建っている。

　城の修繕もタダではないので止やめてもいいのではないか、と思ったのだが、過去にユスベル帝国が南征する時に、負けて戻って来るかもしれないから城の整備はしっかりとしておくように、と命令されたらしい。

　古い命令を守りせっせと補修している、彼の勤勉さというかマメさに呆あきれる話だが、真ま面じ目めな性格であると分かる逸いつ話わである。

　そんな彼が、なぜ塔型地下式サイロを作っているのかというと、レンガの組み立てが一番上う手まかったからだ。長く使うものなので、壊れず補修しやすいものを作ってもらおうと思い頼んだ。

　彼自身も、代わり映えしない城の修繕に飽あいていたようで、俺が持ってきた話を二つ返事で引き受けてくれた。

「凄すごく深いですね。何を埋めるんですか？」

　質問するアムニットは目の前にある塔型地下式サイロを覗のぞきこみながら聞いてきた。

　直径四メートル、深さ一〇メートルのレンガとコンクリートで作られた穴だ。落ちたら大変なことになる。

「牛や馬の餌えさ、つまり飼かい葉ばを保存しておく穴だ」

「飼葉であれば、丸めて倉庫に入れておくんじゃダメなんですか？」

「ここは、保存すると同時に飼葉のサイレージ化をするんだよ」

　サイロとは、飼葉を発はつ酵こうさせる施設の総称である。一番分わかり易やすいのが牧場で牛舎の横に建っている塔を思い出してもらえばいい。あれが塔型サイロと呼ばれるものだ。

　そのサイロに水分調整した牧草を入れて空気を遮断した状態で保存すると、嫌けん気き性せいの乳にゆう酸さん菌きんが活発になり発酵する。

　乳酸菌の活動により、雑菌が活動できなくなると同時に、牧草は酸味を持った漬物のような香りとなり、それが牛や馬の食指を動かし食い気を上げるのだ。

　前の世界ではサイロは維い持じ費ひが高く、事故の危険性があるので塔型・地下型のサイロなどは無くなりつつあった。その代わりに出てきたのは、ラップで牧草を固めて発酵させるラップサイレージだ。

　しかし、ラップサイレージをするには、ビニールと専用の重機が必要になるので、こちらの世界ではやりたくてもやれない。なので、仕方なしの塔型地下式サイロである。

　ただ困ったことに、マシューでは牧草というものが無いので、まず牧草を育てるところから始めなくてはいけない。だから、今年はそこらへんに生えている雑草を使った、雑草サイレージを基本飼料にしていこうと思う。

　──ということを熱くアムニットに語って見せたのだが、微生物学が発達していないこの世界で、発酵のなんたるかを説明しても理解が追い付かないようで、呆ほうけた顔で頷うなずくだけだった。

「簡単に言えば、雑草がめちゃくちゃ美う味まい飼葉に変身するってことだ」

「なるほど、とても分かり易い説明でした」

　アムニットは真顔で遠くを見つめながら、思ってもいないことを言ってのけた。もうちょっと取り繕おうぜ。













　ミナとアムニットがマシューへやって来てから一週間と少しが過ぎた。

　この一週間は相変わらずの忙しさだったが、ミナは忙しさのあまり余計なことを考える暇ひまが無いのが逆に良かったようで、マシューの奥様方とすぐに仲良くなった。

　ミナを奴ど隷れいと紹介はしていないが、突然おかしな服を着てやって来たミナについてマシューの住民はとやかく言うことは無かった。

　それどころか、久しぶりにやって来た親しん戚せきをもてなすように輪に入れてくれたのが、傷ついたミナにとって大変良かったのだろう。

　来た当初は堅い顔と口調をしていたミナだったが、マシューの空気に解ほぐされたようで、大分明るさを取り戻してくれた。

　俺はというと、優秀な部下が二人もできたおかげで書類仕事に注力できるようになった。

　元から机に向かって書類を処理する作業は苦手で滞とどこおりがちだったので、ここら辺で本腰を入れて片づけて行かなければいけないと思っていたところだった。

　未いまだ慣れないインクとペンに悪戦苦闘しながら書類に文字を書き込んでいると、ドアをノックする音が聞こえた。

「ミナです。皇都から高速便でお手紙が届きました」

「入れ」

　入室したミナの格好は、あの日のドレス姿ではなく地味な作業服になっていた。本当ならメイド服を着せたいのだが、残念なことに縫ほう製せいできる人間がいない。

　手紙の内容は、予想通りガンブール鍛か冶じ屋やから手動ポンプの完成を知らせるものだった。

　インクの擦こすれ具合と、ドラゴン高速便が来た今の時間を鑑かんがみると、でき上がってすぐに手紙をしたため送ってくれたようだ。

「──よし。俺は一いつ旦たん皇都に戻るから、お前たちは引き続き仕事に励はげんでくれ」

「かしこまりました」

　普段と変わらぬ口調で頭を下げるミナだが、その顔には疲労の色が濃く出ていた。

　ミナとアムニットには、俺がやろうとしていた製紙作業を担当してもらっている。

　材料となる植物は、森にたくさん生えている雑草だ。その雑草を同じ種類ごとに紙として漉すいてもらい、その中から一番紙に向いているものを探してもらっている最中だ。

　灰あ汁くという名の強アルカリ水もたくさんあるので、材料はまだまだ豊富にある。

　一応、俺の保身のために言わせてもらうと、二人にはちゃんと休むように言っている。

　しかし、ここでの上司である俺が休んでいないのに自分たちが休むのは体てい裁さいが悪い、という考えで──特に奴隷のミナはその気が強い──現在、この屋や敷しきは頑がん張ばり屋系上司のせいで、就しゆう業ぎよう体制が悪くなっているタイプのブラック企業と化している。

　二人には本当に申し訳ないと思っているが、報告会まで日数が無いから仕方が無いのだ。それまでは、二人には我が慢まんしてもらうしかない。
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　最近、結構な頻ひん度どでヴィリアに跨またがり皇都とマシューを行ったり来たりしている。前世で車を持った時も行動範囲が広がったが、やはり速い移動手段ができると何事もやりやすくなるので素晴らしい。

「そんなに面白いことがあったのか？」

　今から見に行く手動ポンプは元より、これからどんどんと急成長を遂とげるであろうマシューの未来を想像して、知らず知らず笑ってしまったようだ。

「やりたいことがやれて、それが上う手まく行くと面白いなって思ってな」

「なるほどな。私には、何をそんなにも頑張るのか分からないが、ロベールが楽しいのならそれでいい」

　ヴィリアは竜騎士ドラグーン育成学校にいた時分は、そこからほとんど動くことはなかったらしい。動いたとしても、極稀まれに友達へ会いに行くくらいだったとか。

「楽しんでいるところ、こんなことを言うのもどうかと思うが。何事も絶頂期こそ足元がすくわれ易やすくなるから、ロベールも気を付けろよ。最近は、あの町の森も色々入ってきて危険だから、ロベールは必要があるとき以外は入るなよ？」

「おぉ、忠告感謝する。一番調子に乗っている時が危ないからな。肝きもに銘めいじておく」

　ヴィリアからの忠告を受け取り、気を引き締め直した。

　そんなことを話しながら空の旅を楽しんでいると、三時間とかからずに皇都へ着いた。

　初めこそ疲れる思いをしたが、何度か通っていると次第に周囲の風景を覚えるようになり、大体の距きよ離り感かんが分かるようになってからは、疲労らしい疲労は感じなくなっていた。

　そしてガンブール鍛冶屋の中庭にある井戸で、水を巻き込む音を出しながら動く手動ポンプを鍛冶屋の皆で見ることに。鍛冶屋の皆と言っても、発売前の商品のために弟で子したちには席を外してもらい、ここにいるのは幹部クラスの職人たちばかりだ。

「さすが、素晴らしいな」

　機構の動きも滑らかで、上下させるレバーもガタつきが無く違い和わ感かんが無い。

　図面を渡してから、二週間も経たたずにポンプを作り上げたガンブールの腕は、皇都でも特級に入る腕前だと改めて感心させられた。

「これは、凄すごい道具ですな。ストライカー様のおっしゃる通り、桶おけなど目じゃない」

　桶よりは材料費が高くつくが、衛えい生せい面めんだけではなく冬場の水の汲くみやすさを考えれば、桶の比ではないはずだ。

　それに、ガンブールが言いたいのは、桶と比べての水量だけではなくこの手動ポンプがどこにも無い、新しい考えでできた製品ということだろう。

「形も動きも問題ない。さすが、皇都一の鍛冶屋と言われるだけあるな」

　そんな話は一度も聞いたことが無かったが、それを俺のヨイショだと分かっていながら、ガンブールは恥ずかしそうに鼻はな頭がしらを掻かいた。

「こちらは、頼まれていたもう一つのものです」

　ガンブールの息子のダンブールが持ってきたのは、組み合わせると全長一〇メートル近くにもなる、手動ポンプと同じ青銅製の筒つつだった。

　これを、先の折れ曲がったストロースプーンのような道具と合わせれば、手掘り井戸製作キットのでき上がりだ。

　井戸掘りとは人件費や資材費が多くかかる作業なので、個人ではなかなかできない。

　土を掘る人間、掘った土を運ぶ人間、壁かべが壊れないように石を積む人間、とそれなりの伝つ手ても無いとできない。そこで登場するのが、この井戸掘りキットだ。これさえあれば、最悪一人でも井戸が掘れるのだ。

「よしよし。これも要求通りの作りになっているな」

　綺き麗れいなパイプ状になっており、継つぎ目めも問題なく重なるようになっている。本当に綺麗な作りだと惚ほれ惚ぼれする。

「では、これと同じものを手始めに一〇個作ってくれ」

「分かりました。期限はいかほどでしょう？」

「売り込みを始めるのは商会を作ってからになる予定だから、二週間から三週間くらいで構わない。後日また連絡するが、週二〇個くらいを作ってもらう予定だ」

「では、そのように作らせていただきます」

　今水を出している手動ポンプは試作品で、これは型から作ってもらったので超特急料金も加算されて、金貨五〇枚もかかってしまっている。だが、型はすでにあるので、次からは型に流し込むだけで同じものを作ることができ、金貨一三枚くらいになる予定だ。

　それを、金貨四〇枚で売り出そうかと思っている。手掘りキット込だと金貨四三枚だ。

　井戸を掘ろうと思ったら、規模にもよるが金貨五〇枚くらい必要なので、かなり安いはずだ。

　貴族に対してはもっと装飾華美にしたものを高く売り出したり、自身でデザインを考えたものを作ることによって利益を上げようと思う。

　さぁ、受け取るモン受け取ったらマシューへとんぼ返りだ。
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　午前中に出て行った俺が、午後過ぎに戻って来たことにマシューの皆は驚おどろいていた。

　だが俺の行動の速さはすでに周知のことなので、驚いた後はまたか、といった感じになっていた。

　ヴィリアから分バ解ラされた手動ポンプを下ろし、そのまま井戸へ向かうと何か面白いことを始めるのだろうか、と住民たちも興味津しん々しんといった具合に集まり出した。

　井戸に被かぶせる蓋ふたはすでに作ってあるので、桶を井戸から取り外し、手動ポンプを設置する。

　呼び水を入れてレバーを上下させると、すぐに水口から水が流れ出した。

　初めて見る道具からいとも簡単に水が出てきたことに対し、マシューの皆は驚きよう愕がくに似た声を上げ、中にはビックリして腰を抜かしている人もいた。

　この喧けん騒そうに気付いたのは井戸の周囲にいた人だけではなく、ミナやアムニット、さらには呼びに行こうと思っていた町長のガナンもやって来た。

「これは一体何の騒ぎですか？」

「ふふっ。紹介しよう。これが、井戸から簡単に水をすくい上げることのできる手動ポンプという道具さ」

　作ったのはガンブール鍛冶屋だが、実現したのはしっかりとした設計図のおかげだと俺は思っている。だからこうやってドヤ顔で自じ慢まんしても罰ばちは当たらないだろう。

　一発で問題なく動かせるように、機構や必要な小物を必死に考えながら図面に起こしたのだから。かかった苦労の分だけ、動いた瞬間は歓喜に沸わき立たった。これは最初から最後まで仕事に携たずさわった者の特権だろう。

　皆が興味津々ではあるが近づかずに見ている中、全く物もの怖おじもせずに手動ポンプを動かしまくっているのは、ファナの妹のレレナだ。皆が集まったところで、水を垂れ流しているレレナに、アイアンクローをかけて動きを封じて再び説明を始めた。

「井戸は口が大きく開いているから、屋根が付いているものでもゴミが入ることがある。でも、これなら蓋を閉めた状態で水を汲みあげることができるから衛生的だ」

「たっ、確かに。ですが、このような素晴らしいものを付けていただいても我々にはお返しできるものが……」

「気にすることは無い。俺はこの町が気に入っているんだ。特に、住んでいる皆の気質がな。それに、俺が来たことにより忙しくなっているのは確かだから、水汲みの時間が減ることで、そこに掛かっていた時間を家族の団らんや仕事に回してもらえれば、と俺は思っている」

　心の底からこう思っているので、あながち建前という訳でもない。確かに恩を売って後で回収できれば、という考えも少なからずあるのだが、仕事も家庭も疎おろそかにしてほしくないという気持ちも強くある。

「今はまだここにある一基しか無いが、でき上がり次第、他の井戸にも順次設置していくつもりだ」

「こんな素晴らしいものを、各井戸にですか!?」

　俺とガナンのやり取りを隣となりで静かに聞いていたファナだったが、手動ポンプの設置数を聞いて驚きの声を上げた。

　ファナには事前に幾らするのか話していたため、卒倒しそうになったようだ。

「順次だから、そんなに早くできないけどな。それと、ここが楽だからと人が殺さつ到とうしないように通達しておいてくれ。ここばかりから水を汲みあげているとすぐ涸かれてしまうだろうから、後で一日の使用限度も決めよう」

　近くに川が流れているので、たとえ井戸が涸れても水不足に陥おちいることは無い。しかし、井戸が涸れれば井戸製作キットを使うか、川まで行って水を汲んでこないといけないので、どちらにせよ金と時間が掛かるようになってしまう。

　ガナンたちも俺の考えに賛成のようで、全員が頷うなずき返してくれた。

「あの……この手動ポンプは幾らくらいで売り出すつもりですか？」

　さすが商人の子というのだろうか、聡さとい子のアムニットは手動ポンプが売り出される前に、幾つか手に入れておこうと算段をつけたようだ。

「今のところは、一基金貨四〇枚を予定している」

「金貨四〇枚!?」

　元から聞いていたファナ以外の全員が驚愕し、ギリギリ卒倒しませんでしたというくらい倒れかけた。

「もし欲しい場合は、別に用意しておくから早めに言ってくれ。それと、この手動ポンプを売り出すのは、俺ではなくイスカンダル商会という商会だ。俺はそこの後ろ盾をやるつもりだから、間違っても販売元として俺の名前を出すんじゃないぞ？」

　一基金貨四〇枚もする高価な道具だ。一基販売するごとに、粗利で金貨二七枚もの収益がある。俺がそんなものの販売元になると、ロベールの実家からの接触が必ずあるからだ。

　ロベールの実家のストライカー侯こう爵しやく家けが噂うわさに違たがわぬ場合は、これだけの収入を見過ごすはずはない。そもそも、本物のロベールがこんなものを思いつくとは考えられない。

　なので、ストライカー家と接触する可能性を限りなく低くするために、俺はイスカンダル商会という会社を設立した。ちゃんと商工会にも登録済みだ。

　ロベールは見返りの金に目が眩くらんで後ろ盾をしているだけ、という体ていで、商品の開発者が俺だということを隠し、実家に怪しまれることを避さけるという寸法だ。

　ストライカー侯爵家──実際はロベールという名前のみだが──の名を後ろ盾とすることで、他の鍛冶屋がコピー品を作らないように牽けん制せいする役目も持つ。

　ちなみに、イスカンダル商会という名前は、かの有名なアレキサンダー大王にあやかってのことだ。この手動ポンプを大陸の隅から隅まで普及させる──手動ポンプで世界征服できるようにってな。

　そのため、イスカンダル商会のマークには地球を摑つかんだドラゴン──ヴィリアが刻印されている。どう見ても悪役のようなマークなのはご愛あい嬌きようだ。

　竜騎士ドラグーン育成学校で行われる報告会は、俺が準統治領へ出て行ってからひと月後に予定されている。

　この日程は俺に合わせてなのだが、他のクラスメイトはもっと前に出発しているので俺が圧倒的に不利なわけだ。

　だが、その他の皆は書類を渡し慰い問もんをして終わりという当あたり障さわりの無いことしかしていないようだ。

　最後まで気を抜いてはいけないが、やれることはやったし、学校での報告会が楽しみになってきたぞ。





　　　　　□






「あ～、腹減った。今日の飯はなんだ？」

　ガナン邸ていの二階にある自室から一階へ降りて来ると、ミナ・アムニット・ファナの三人が仲良く楽しそうに夕ゆう餉げの支し度たくをしていた。

　アムニットは名めい誉よ士し爵しやくの娘とはいえ、一応は貴族のはずなのに腕まくりなんかして、鍋なべにお玉を突っ込んでスープをかき混ぜている。ミナは元々騎馬兵で野戦料理も得意なため、同じく腕まくりをしていても様になっていた。ファナは言わずもがな。

　女三人寄れば姦かしましいと言うように、料理を作る三人を見ていると学校の騒がしい調理実習のように見える。役立たずの男子代表である俺は、ちょっと行きづらい雰ふん囲い気きになっていた。

「あっ、ロベール様！」

　立ち位置的に俺が立っているドアが見えやすいアムニットが、入ろうか入るまいか迷っていた俺に気付いてくれた。

　続いてファナが気付き、ミナは笑っていた顔から一変し、厳しい顔になり俺に一礼してきた。仕方のないことだが奴隷というせいで、俺に対してだけとても堅苦しくなっている。

「よう、楽しそうだな。夕食はもうすぐできそうか？」

　なるべく場の雰囲気を壊さないように明るく声をかけたつもりだったが、三人とも一気に表情を暗くした。

「もっ、申し訳ありません。煩うるさかったでしょうか？」

　ファナは平民でミナは奴隷だからだろうか、身分の問題で一番謝りやすいアムニットが先頭を切って謝って来た。

　俺としては、仲が良さそうに料理をしているところを見て、ほっこりとしながら声をかけたつもりだったが、三人から見れば、飯も真ま面じ目めに作らず何をくっちゃべっているんだ、と皮肉を言われたように聞こえたのかもしれない。

　そろそろ泣くぞ、この野郎。

「全く煩くなかったから構わんよ。それに、楽しく料理をしてもらった方が、美う味まさが増しそうだしな」

　努めて笑顔で言うと、俺が怒っていないのが伝わったのか三人の表情が弛し緩かんしたのが分かった。

「肉にく串ぐしは、あと少しです。スープも同じくらいにできると思います。パンは食べる直前に炙あぶるつもりなので、こちらもいつでも大丈夫です」

　待っていてくださいね、と俺に椅い子すへ座るように促うながしたファナは、棚にある皆の分の皿を取り出して配はい膳ぜんを始めた。

　皆で食卓を囲むことについて、奴隷であるミナは、初めは身分差を理由に同じ席に着くことを拒否していた。上下関係の厳しい騎士学校にいたから、なおさら顕けん著ちよのようだ。

　しかし、ファナは平民だが一緒に食事をとっているし、アムニットからの説得もあり、結局マシューに来た初日からミナも一緒に食事をとった。

　まさか奴隷でありながら一緒に食事をする、という扱いを受けるとは思っていなかったようで、その時のミナの挙きよ動どう不ふ審しんさは見ていて笑えた。

「はい。じゃー、手と手を合わせてください」

　配膳が済み、全員が席に着いたところで俺は号令をかけた。学生の時にやっていた、給食を食べる時にやるアレだ。

「いたーだきます」

　俺の号令と共に、三人も同じように、いただきます、と言った。

　こちらの世界ではそういったことは言わず、言ったとしても神様に感謝しますという宗教的な要素が強い言葉を使う。

　これは以前、アムニットがお弁当を持ってきてくれた時に何となく言ってみたのが始まりだ。その理由を話すと、アムニットはいたく感心し、それから真ま似ねするように「いただきます」と言い始めた。

　ただし、光燐ハロウ教と呼ばれる、ユスベル帝国で一番勢力のある宗派にそのような教えは無いので、要いらぬ誤解や諍いさかいを起こさないように竜騎士ドラグーン育成学校では言わないようにしていた。

　マシューに来てからも俺は言っていなかったのだが、アムニットが来るのと同時にまた再開された。アムニットが、なぜか率先してやり始めたのがきっかけだ。

「今日のスープは、山や羊ぎのチーズを溶かし込んでいるのでとても濃のう厚こうですよ」

　濃い味が好きな俺に合わせて作ってくれたスープは、確かにファナが言う通り濃厚だった。ミルクスープのようなものだと思っていたが、コンソメスープのような味が強い。

　これらは、先日皇都へ行った時にお土産みやげとして買ってきた、香辛料や出だ汁し取り用のハムを使っているのでできる料理だ。

　ファナも、マシューにある少ない食材と調味料で毎日料理を作ってくれていたのだが、やはり食材と調味料は多く使った方が美お味いしい料理ができると思う。

「それで──あれっ？」

　他た愛わいもない話に花を咲かせながら食事を楽しんでいると、何かに気付いたアムニットは声を上げた。

「どうした？」

「いえ、外が何だか騒がしくて……」

「外……？」

　その言葉に、俺を始めミナやファナも話すのを止やめて耳を澄ませた。

　確かに、アムニットが言うように小さいが喧騒が聞こえている。それも、酔っ払いが楽しげに歌ったり喧けん嘩かをしているような音ではない。

「何かあったみたいだな」

　マシューのような田舎いなかで起きる事件と言えば、狼おおかみや猪いのししといった害獣が出たという話くらいだ。狭せまいコミュニティのために大きな事件は起きないし、起こさせない。

「ちょっと外に行ってくる」

「私も行きます」

　外へ通じる扉の脇にかけておいた、柴刈り用のマチェットを護ご身しんのために摑み外へ出ようとすると、アムニット・ミナ・ファナの三人も連れだってついてきた。

　事件が起きない田舎町だからこそ、このようなことがあれば気になってしまうのだ。

　外へ出ると少し離れた広場には篝かがり火びが焚たかれていた。まだ西の空には太陽が残っているので篝火を焚くには早いような気がしたが、その周囲に集まっている大人の顔を見れば何かがあったことが分かった。

「どうした？　何があった？」

　集まっている大人たちの中心で、難しい顔をしている町長のガナンを見つけ、その輪をかいくぐり前へ出た。

「おい、何があったんだ？」

　輪を作る大人たちは油を染み込ませた布を巻いた棒を持っており、いつでも松たい明まつを作れるようにしていた。さらに、一部の男は俺と同じように腰にマチェットを帯びており、もはや何かあったとしか言いようのない雰囲気となっていた。

「あぁ、これはストライカー様。特に何もございませんので、ごゆっくりとお休みください」

　努めて穏やかに話そうとするガナンだったが、額ひたいには玉のような汗が浮かび上がっており、顔は焦あせりに歪ゆがんでいるのが見えた。

「聞こえなかったか？　俺は何があったのか、と聞いたんだ。今すぐ！　簡かん潔けつに！　分かり易く答えろ!!」

　俺が怒ど鳴なると体格の良いマシューの男共がビクリと肩を震わし、一部の女子供は小さな悲鳴を上げた。

　今まで穏やかに過ごしていた俺が上げた怒鳴り声に、ガナンも目を白黒させた後、状況を話し始めた。

「娘の──下の娘のレレナが、森に行ってから帰って来ないのです」

「レレナが？」

　輪の近くで話を聞いていたファナが、小さく悲鳴を上げた。

「いつ出かけた？」

「昼過ぎです。町の子供たちと森に木の実や花を取りに行き、途中ではぐれてしまったようです」

「なら、今はレレナ一人なのか？」

「はい。他の子供の話だと遠くには行っていないらしいのですが、この辺りの森であれば迷うはずのないレレナが戻って来ないのであれば、事故に遭あったとしか……」

「獣に襲おそわれたか？　しかし──」

　レレナは非常に活動的な子供だ。畑仕事もよくやっているが、それ以外の時間も常に何かやっている。

　それに、森についても詳しいようだが、決して無茶な行動はしない。つまり森の奥へ入って行くような子供ではない。それが、友人たちとはぐれた後も戻って来ないとなると、ガナンの言う通り何か事故に遭ったと見た方が良いだろう。

「獣除よけの粉は持っているので……。それに、ストライカー様のドラゴンが来てから、町の近くには動物がめっきりと少なくなってしまったので……」

「お父さん、レレナはどこではぐれたの!?　何を取りに行ったの!?」

　ファナがガナンへ詰め寄るが、すぐに周りの大人──女性陣に落ち着くように肩を摑まれ諭さとされ始めた。

　もうすでに、男たちには必要なことは伝え終わっているのだ。

「お騒がせして申し訳ありませんでした。今夜は少々騒がしくなってしまうと思いますが、どうぞお許しください」

　ガナンが俺に頭を下げるのに合わせて、他に集まっているマシューの住人も一斉に頭を下げた。

「分かった。まず、レレナが取りに行ったという花か木の実があれば、それをくれ」

「えっ？　いや、しかし、ストライカー様にこのようなことを……」

　町の子供が行方不明とはいえ、その捜索は貴族に頼むようなことではない。だが、俺は貴族じゃないし、今はマシューを預かる身だ。──いやいや、マシューを預かる身で無くても探しに行っただろう。

「捜索する人間は一人でも多くいた方が良い。緊きん急きゆうの場合は特に、な」

　狼狽うろたえるガナンの胸を強く叩たたき活を入れてやった。

　ガナンは突然胸に走った衝しよう撃げきに咳せき込こむが、よろしくお願いします、と頭を下げた。

「ミナ!!」

「はっ……ハッ!!」

　突然名を呼ばれたミナは一瞬呆ほうけたが、すぐに俺が何を命令しようとしているのか察し、姿勢を正した。

「馬には乗れるな？」

「ハッ！　騎士学校では、学年で常に一〇位以内に入っておりました！」

「良い返答だ。ただの雑用婦で一生を終えたくなければ、お前の実力を見せてみろ！」

「──ッ!?　お任せください！」

　腰に帯びていたマチェットを投げつけるように渡すと、ミナはそれをすかさず腰に帯び厩きゆう舎しやの方へ走って行った。

「誰か二人ほど、ミナのサポートへ行ってくれ」

「おっ、俺が行きます」「俺も！」

「頼んだ」

　立候補してくれた二人は、よくこの広場で子供と遊んでいた青年だ。子供が好きなのだろう、と思わせる優しい風ふう貌ぼうをしていたが、今は緊急時に相応ふさわしい頼もしい顔つきになっている。

「俺は──」

　ヴィリアの所へ行く、と言おうとした時、背後から重い物を落とす音が聞こえた。

「──ヴィリア!?」

　そこには、猫のように足音を立てずに近づいてきたヴィリアがおり、その足元には俺の竜具が転がっていた。耳が良いヴィリアなので、ここで起きていた事件の概がい要ようを知ると共に、俺が達した結論に合わせて竜具を持ってきたのだ。

「ありがとう、ヴィリア」

　近づいて頭を抱きつくように撫なでると、早くしろ、と言わんばかりに顎あごで押し返されてしまった。確かに急いだ方が良い場面だが、予想以上にドライでちょっとショックだ。

　一人でも素早く付けることのできる竜具だが、町の人に手伝ってもらうことで五分とかからず取り付けることができた。

　ミナの方は、厩舎まで馬を取りに行かなければいけないので、時間がかかっているようだ。

「分かっていると思うが、ヴィリアがいるとはいえ山の中は獣が溢あふれている。必ず熊くま避よけの鈴を付け、何人かで一組になり松明を掲げて移動するように」

　緊急時こそ、言わなくても分かっているだろう、という考えは禁物だ。

　常に危険を孕はらんでいるということを念頭に置いて、行動をしてもらわないといけない。

「はい！」

　しかし、町の人はそんな俺の心配をよそに、返事をするとさっさと準備を進めていく。

「ストライカー様はどのようなルートで森へ？」

　ガナンが聞くルートとは登山道といった道を示すものではなく、どのくらいの深度まで入るか、という意味だ。

「俺は一番奥まで一気に行こうと思う。他の皆は広くゆっくりと奥へ向かって行ってくれ」

「奥は獣も多く、道も無いので危険すぎます！　山に慣れた猟師を向かわせますので、ストライカー様も他の皆と同じように浅い場所をお願いします」

　貴族の俺に万が一のことがあっては、その責は町の住人──町長のガナンが負うことになる。ただし、今の言葉は自分の身の安全を気にしただけではなく、愛まな娘むすめを探すことに名乗りを上げてくれたロベールを心配しての言葉だった。

「安心しろ。俺にはヴィリアがいる。問題は全く無い」

「しかし──ッ！」

　ガナンの言葉を切り離すように、ヴィリアの首筋を軽く蹴けると一気に視界が上がった。

　俺が乗り易いように姿勢を低くしていたヴィリアが体勢を整えると、周囲の家々よりも大きな姿となるので、それを分かっているはずの周りの大人から子供まで一斉に驚いた。

「火をくれ！」

　叫ぶと近くにいた人が松明を近づけてくれた。俺は、自分が持つ火の点ついていない松明を近づけて火を貰もらった。

「俺が見つけた場合は、ヴィリアに鳴いてもらう。他の者が見つけた場合は笛で知らせてくれ」

「分かりました！　我々もすぐに向かいますので、どうか娘を──娘をお願いします！」

「任せておけ」

　先ほどは猫のように足音を立てずに近づいてきたのが噓うそのように、森へ向かい駆けるヴィリアの足音は煩かった。

　今まで歩く時は厩舎から竜騎場へ向かう時くらいだったので、今回のように駆けることは無かった。授業で聞いた話だが、ドラゴンは手足の長さの違いからそれほど走るのに向いていないらしく、転倒の恐れがあるために走ることは推すい奨しようされていない。

　それに、体格の大きなヴィリアに乗って森に入るということは──。

「うをっ!?」

　木々を踏ふみ薙なぎながら移動しているので、前から前からと横に雄お々おしく張り出した枝が顔面を狙ねらって叩き込んでくるようになっている。

　松明でそれなりに明るいとはいえ、二メートル先でも結構暗く速度もかなり出ているので、自分の反射速度では避けるのが難しくなっている。

　それでもぶつからないのは、ヴィリアがルートをきちんと選び、当たりそうなくらい張り出した枝はワザとぶつかり折ってくれているからだ。

「ヴィリア！　レレナがどこら辺にいるか分かるか!?」

「先ほどまで追えていたが、ここいら辺から臭においが立ち込めて分からなくなっている」

「臭い……？」

　臭いと言われても、別段気になるような臭気は漂ただよっていない。松明の布に含ませている油の焼ける臭さはあるが、特筆していうほどのものではないはずだ。

「獣除けか？　あれの臭いだ」

「レレナが持っているとか言っていたな。元を辿たどれるか？」

「かなり辛つらいな。あまり嗅かぎすぎると鼻が馬鹿になる」

「なるほど」

　一時的にでも鼻が馬鹿になるのは困る。人の五感より頼もしいヴィリアのそれに、この暗い山の中で頼ろうとしていたからだ。

「なら、もっと奥へ行ってくれ。そこで大声で探すことにしよう」

「分かった。速度を上げるぞ」

　上げるぞ、と言う前に体が仰のけ反ぞるくらいにヴィリアは速度を上げた。

「こんな所で独りぼっちだなんて、俺だったら泣いているぞ」

「ならば、私の名前を呼べ。必ず、どこにいても、すぐに駆けつけてやる」

「頼もしいな。絶対来てくれよ」

　レレナの今の状況を、あるかもしれない未来の自分に重ねて恐怖していると、ヴィリアから心強い言葉を頂いた。俺が迷子になっても、ヴィリアを呼べば見つけてくれるらしい。

　そんなことを話しながら、暗くら闇やみを駆け抜ける障害物が付いたジェットコースターに乗っているような恐怖感に身を震わした。だが、ヴィリアの背に乗っているからなのか、すぐに恐怖は感じなくなった。

　木々を踏み越え、岩肌を飛び上がりショートカットすると、少しだけ開けた場所に出た。

「この辺りで良いだろう」

「ありがとう」

　暗闇を駆け抜ける緊張感から、手綱を強く握り過ぎ痺しびれてしまった手を何とか動かし、ヴィリアの首を撫でて労をねぎらった。

　なるべく大きな声が出せるように深呼吸を始め、ヴィリアはその妨さまたげにならないように頭を深く下げた。

　吸って、吐いて、吸って、吐いて、吸って──。

「レレナアァァァァァァァア!!　いたら返事をしろおぉぉぉぉぉお!!」

　精いっぱい大声を出したが、周りは木々に囲われているので山びこになるどころか、十数メートル先まで声が届いているのか不安になる。

　そこから何度か大声を出してみるが、一向に反応が無かった。

　一瞬、ヴィリアに吠ほえてもらおうかとも思ったが、それはレレナを見つけた時の合図にしてしまったのでできなかった。失敗したな、と思ったが山の中で不安になっているレレナが、ヴィリアの咆ほう哮こうを聞いて平常心でいられる保証は無い。

　何度も顔を合わせているとはいえ、ドラゴンの咆哮というのは生き物の根底にある恐怖を呼び起こすのだ。

「もう少し奥に行ってみよう」

「いや、子供の足でこれ以上は行っていないと見るべきだ。それに、獣の音がしないというのもおかしい」

　奥へ行くことを提案するが、ヴィリアに却下された。確かに、マシューの近辺で木の実や花を集めていたというのであれば、これ以上行くというのも考えづらい。

　それに、俺には分からないがヴィリアが言うには、周辺の獣の音がしないらしい。これは確実におかしい。何か、動物たちにとってヴィリアとは別の脅きよう威いが存在しているということだろうか？

「もう少し下ろうと思うが、どうだ？」

「分かった。ヴィリアに任せる」

　頼まれたヴィリアは来た道を戻り、先ほど上った岩肌の上で止まった。

「ここら辺でどうだ？」

　二メートルも無い岩の上だが、ここからなら結構遠くまで声が届くはずだ。

　先ほどと同じように深呼吸をして大声でレレナの名を呼ぶが、耳の良いヴィリアでも返事が聞こえないと返答があった。

「ここら辺にはいないのか？　だとしたら、何ど処こに？　いや、そもそもすでにマシューに戻っているのか？」

　まだ探し始めて少ししか経っていないが、耳の良いヴィリアでも何かが動く音が聞こえないというのであれば、レレナも身動きが取れなくなっている可能性を考えなくてはいけない。

「もう少し下──」

「静かに」

　下に行こう、と提案しようとした時、ヴィリアが真剣な声でそう遮さえぎった。

「何か聞こえたか？」

「走る音だ……。誰かが藪やぶをかき分けて遠ざかるように走っている」

「レレナか？」

「いや、子供のではない」

　馬であればミナたちがこの辺りまで来たのか、とも思うが、人の走る音とは違うな。

　ヴィリアの存在も大きいのだろうが、周囲の音が皆無で耳に聞こえるのが自分とヴィリアの呼吸音だけ、というのも何か気味の悪いものがある。

「何だ、この音は？」

「今度は何だ？」

　人が走る音を聞きつけたヴィリアが、また何かおかしな音を捉とらえたようだ。

「木に何かぶつける音が聞こえる。我々を呼んでいるのか？」

「近いのか？」

「近いな。この近さなら先ほどのロベールの声が聞こえているはずだが……」

　俺の声が聞こえる位置にいながら遠ざかっていく足音と、そのすぐ後に聞こえてきた木を打つ音。前者は子供の足音でないようなので、レレナではないだろう。

「クッソ、訳が分からんな。とりあえず、その木の音とやらは移動しているのか？」

「そちらは留とどまっている。一定の間かん隔かくで叩いているからこちらを呼んでいるんだろう」

「なら、先にそっちへ行こう。走っていく足音の主が何をしようとしているのか分からないが、気を付けて行くぞ」

　ヴィリアは返事をすることなく、音がしているという方へ向かい走った。

　足音の主が何を考えて遠ざかって行ったのか気になったが、こんな木々が生い茂る中、無音で動き回ることは困難だ。木の音を囮おとりにしているのかもしれないが、危険察知に関して優れるヴィリアがいれば問題は無いと思われる。

　ヴィリアが走ることで起こる木々の破砕音に対する恐怖からか、こちらが近づくにつれ木を叩く音の間隔が崩くずれて行いった。

　元いた場所から走ること数十秒で木を叩く音の元へ辿り着いた。

「へうっ!?」

　音源は叩く間隔を崩しながらも健けな気げに頑張っていたが、暗闇から覗のぞくヴィリアの強こわ面もてを見て息を飲むように小さな悲鳴を上げた。

「やっと見つけたぞ！」

　木の音を出していたのは、件くだんのレレナだった。レレナは座り込み、手に持っている棒で倒木を叩いている姿で発見された。

「あ……貴族様……」












　マシューでドラゴンに乗っているのは俺かアムニットだけなので、どちらにしてもレレナから見れば貴族である。しかし、来たのが俺というのがダメなのか、レレナは安心したような申し訳ないような複雑な変な顔になっていた。

「お前一人か？　他に誰かいなかったか？」

「おじちゃんが……。さっきまでおじちゃんと一緒だったけど、貴族様の声が聞こえたら『ここで音を出しながら待っていなさい』って言って、どっか行っちゃって……」

　やはり、さっきの足音はこちらの存在を確認してから遠ざかって行ったようだ。怪しい存在にヴィリアも周囲に目をこらすが、これといった脅威が無かったのかチラリと俺の方を見てすぐにいつも通りの姿勢に戻った。

「そいつはマシューの人間か？　知ってる奴か？」

　レレナの知っている──マシューの人間ではないだろうな、と思いながら聞くと、やはり頭かぶりを振るだけだった。

「それで、お前は何でこんな所にいるんだ？　戻って来れないくらい奥へ来たらダメだろう？」

　とりあえず、走っていた人物の話は脇に置いておいて、なぜこんなにも森の奥へ入ってきたのか聞いた。それはレレナも悪いことだと分かっているようで、しゅんとうな垂だれながらことの次第を話し始めた。

「小ちっちゃい子がいて、その子が迷子になってたから……。でもね！　私、ここから帰れるって言ったのに、おじちゃんが待っていなさいって……」

　小っちゃい子──それもマシューの住人ではない。レレナが子供と称するからには、かなり幼い子供なのだろう。

　子供とおじちゃんか、と口の中で呟つぶやいた。件のおじちゃんとやらの存在が何なのか分からないが、子供と一緒にいるということは、逃亡奴隷という可能性もある。

「そのおじちゃんは、何て言ってここから離れたんだ？」

「もうすぐ竜騎士ドラグーンが来るから、それまでここで待っていなさいって」

「俺の声が聞こえたから、誰が来ているのか分かったのか？」

　俺の問いに、レレナは頷いた。情報が少なすぎて判断し辛づらいが、今のところ逃亡奴隷とその家族と見た方がいいだろう。俺が近づくと共に離れて行ったのは、貴族で構成されているような竜騎士ドラグーンに見つかりたくなかったから、と見るべきか。

「とにかく、皆が心配しているから早く帰ろう」

　鞍くらについているバッグから墨すみ壺つぼとペンと羊皮紙を取り出し、そこに逃亡奴隷へ向けてメッセージを書いた。竜騎士ドラグーンというだけではなく貴族だと、何かと許可証を発行する機会があるのでバッグにそれらを入れておいたのだが、やっと役に立った。

　内容は、レナを保ほ護ごしてくれた礼と、必要であればマシューで面めん倒どうを見ることを記き載さいし、レレナがいた木にナイフを刺して留めておく。何やら犯罪予告めいた留め方になってしまったが、他に良い手が浮かばなかったので仕方が無い。

「さぁ、帰ろう。レレナもヴィリアの背に乗るんだ」

　姿勢を低くしてくれたヴィリアの背にレレナを乗せた後、俺も跨った。初めは怖がるかと思ったが、レレナの好奇心が旺おう盛せいなのは根っからのようで、ヴィリアが立ち上がるとまるで遊園地に来た子供のようにはしゃいだ。

「しっかり摑まれよ」

「うんっ！」

　レレナを鞍にしっかりと摑まらせ、ずり落ちないように後ろから抱きかかえるように固定した。簡単にはズレないことを確認した後ヴィリアを軽く蹴ると、来る時と同じ速度で山を駆け下りた。





　　　　　□






　レレナを発見したので、下山途中に何度かヴィリアに吠えてもらったのだが、ヴィリアの鳴き声に驚いたのか遠くで猿のような奇声が聞こえた。

　すっかり暗くなってしまったマシューでは篝火が煌こう々こうと焚かれており、その近くでは捜索に行けなかった女性陣が不安そうな面持ちで町へ入ってくる俺たちを見ていた。

「レレナ!!」

「お姉ちゃん！」

　篝火の元へ辿り着くと、ヴィリアが先ほどと同じように姿勢を低くした。

　俺が降りる前にレレナが飛び降り、そのまま姉のファナの元へ駆けて行った。

「ヴィリア、助かったよ」

「礼は不要だ。それより、疲れてはいないか？」

「俺よりヴィリアの方が疲れているだろ？」

「私は大丈夫だ。それより、件の娘が見つかって良かったな」

「そうだな。ありがとう」

　集団から少し離れているので、ヴィリアと話していても誰にも気づかれることは無い。

　なので、レレナを探してくれた上に、俺が木に当たらないように注意しながら移動してくれたことを含めて礼を言った。

「ロベール様！」

　レレナの腕を引っ張るように、ファナが俺の元へ駆けてきた。

「本当にありがとうございました。何とお礼を言ったら良いか……」

　よほど心配していたのか、ファナの目には涙が溜たまっていた。千の言葉を述べられるより、この姿を見ただけで探した甲か斐いがあったというものだ。久しぶりに実感できるやりきった感がある。

「いや、いいさ。とにかく無事で良かった」

　それでもお礼を言い、頭を下げ続けるファナを宥なだめていると、次第に捜索をしに行っていた町の人たちが戻り出し、その中にガナンを見つけたレレナは飛び付き、ガナンはレレナの無事を喜んだ。

　そして、最後に戻ってきたのは馬に乗ったミナと青年たちの三人組だった。その姿は壮絶なもので、全身が血の海に入ったように汚れていた。

「大丈夫か!?」

　想像していなかった状態に駆け寄ったが、当のミナは平然とした様子で馬から降りると敬礼した。

「ご心配をおかけして申し訳ありません。途中で猿の集団とかち合いまして、これは全て返り血です」

「さ……る……？」

　呆ける俺の横で、青年の母親と思われる女性が心配しているが、青年たちもどうやら怪け我がは無いようで笑い合っていた。

「ヴィリアの鳴き声が原因か？」

　帰る途中でレレナ発見の報しらせでヴィリアを吠えさせたのだが、その時に猿の鳴き声を聞いたのを思い出した。たぶん、ミナはあの猿とかち合ったのだろう。

「いえ。元々、森の雰囲気もおかしかったので。それに、猿たちは元から興こう奮ふん状態で、いつかは襲ってくると思っていました」

　話を聞くと、獣除けの粉も効かなかったらしい。確かに、異常に興奮している状態では獣除けの粉が効かないこともあるらしいが、ドラゴンが森に入ったからといって異常な興奮状態になる訳がない。

「とにかく、無事なんだな？」

「はい。怪我はありません。久しぶりに馬に乗れたこと、動物相手でしたが戦闘があったので楽しめました」

　俺を安心させるためだろうが、楽しかった、の一言で簡単に終わらせてしまった。それでも心配なので、見える範囲で傷が無いか探してみたが、全くの無傷だった。

「とりあえず、湯を沸わかしてもらって体を洗え。俺の名前を使って良いから」

「はい。ありがとうございます」

　俺とのやり取りが終わるのを待っていた奥様方が、ミナにお湯を用意すると言ってくれた。

　若干困った顔をしたが、このまま血生臭い状態でいてもらうのも困るし、家に入ってもらってはたまったもんじゃないので、すぐに洗ってくるように言うことで終了となった。

　レレナが見つかったことで落ち着きを取り戻したマシューだったが、まだやることは多々残っている。

　それは、レレナが言っていたおじちゃんなる人物のことだ。たぶん逃亡奴隷だろうと思ったが、あの置手紙を見てマシューまで来るかもしれないし、興奮した猿のこともある。

　ヴィリアが感じた異変も何だったか分からないし、用心した方がいいので見張りを立ててもらうことにした。

　──しかし、興奮した獣も、おじちゃんを筆ひつ頭とうとする逃亡奴隷たちも現れることは無かった。













　レレナが森で遭そう難なんした日から数日間は、俺の命令でマシューの人たちを使って森を捜索した。探し人は、もちろんおじちゃんとやらだ。

　逃亡奴ど隷れいとしては探してほしくないのだろうが、それでも探す理由は二つある。

　まずは、もし彼らが逃亡奴隷で森を逃げている場合、獣に襲おそわれて食べられては困るからだ。人の味を覚えた獣はよく人を襲うようになるので、これはマシューの人たちも満場一致で捜索するという話になった。

　もう一つの理由は、本当に逃亡奴隷なのか確かめるためだ。戦争が一応終わったとはいえ、中には国境を越えて侵入してくる輩やからもまだまだいる。そういった奴らだった場合のことも考こう慮りよしなければいけなかったからだ。

　ただ、それも徒労に終わった。見つからないのだ。しかし、置手紙とそれを刺していたナイフが無くなっていたので、文字が読めるなら来てくれるはずだ。

　何かは分からない、おかしな違い和わ感かんがしこりとして残る結果となってしまったが、もうすぐ報告会があり、皇都へ戻らなくてはいけないので捜索は終了となった。

　皆が寝静まったガナン邸。夜遅くまで報告書をまとめていると喉のどが渇いたので、ファナがよく淹いれてくれる漢方茶を飲もうとキッチンまで下りてきた。

　スイッチ一つで火が点つかないので、手間的にはこういった時間にお茶なぞ飲まない方がいい。だが、落ち着いて効率よく作業をするためには、温かいお茶を飲みながらの方が良い。

　薪まきの爆はぜる音を聞きながらお湯が沸わくのを待っていると、キッチンのドアが開かれる音がした。

「ロッ、ロベール様。言っていただければ私が──」

　入って来たのは、奴隷でメイドのミナだった。服装は寝間着だったので、すでに寝ていたのだろう。俺が火を点けている音に気付き、それが何なのか確かめに来たのだ。

　ご主人様、という他人行ぎよう儀ぎな呼び方ではなく、俺のことを名前で呼ぶことを許したのだが、ここでの生活には慣れても俺には慣れてくれないようで、名を呼ぶ声色は堅い。

「起こしちゃったか？　静かにやっていたはずなんだけどな」

「いえ、あの、私は眠りが浅いので……」

「まだここでの生活は慣れない？」

「いえ、そんなことは……」

　とは言うものの、目は口ほどにものを言うというたとえが理解できるくらい、ミナの目は沈んでいる。

　俺の代わりにお茶を淹れると申し出てくれたが、報告書を書くのに疲れた気分転換も兼ねているので丁重に断った。

　それでも、主人である俺が動き奴隷の自分が動かないのは据わりが悪いようで、視線を忙せわしなく動かして何か仕事が無いか、と探し続けていた。

「ほら、熱いから気を付けろよ」

「あっ、ありがとうございます……」

　椅い子すに座りお茶を差し出すと、ミナは恐る恐るといった様子で受け取った。俺が飲むのを確認すると、続いて口に含んだ。

「美お味いしいです」

「そうか。それは良かった」

　なかなか慣れない苦みがある漢方茶だが、ミナはこの苦みが何ともないのか、初めて飲んだ時から特に苦そうとか不ま味ずそうというような顔もせずに飲んでいる。

「こんなゆったりとしたティータイムに聞くもんじゃないと思うけど、ミナは何で奴隷になったんだ？　家が没ぼつ落らくっていうのは聞いてるけど、騎士学校に通っていて卒業間近だったら、それなりの就職先もあっただろ？」

　近この衛えは難しいかもしれないが、ミナくらいの知力と体力があれば下士官は堅い。借金があったとしても、騎馬騎士の下士官という看板があれば、借金取りもそう無理なことはしないはずだ。借金が返ってくる可能性も大きいんだから。

　初めは言いい難にくそうにしていたミナだが、夜の暗く静かな空気のせいか今ある胸の内の全すべてを吐と露ろするかの如ごとく語り始めた。

　長女であり、家では女は低く扱われていたこと。近衛になるために騎士学校へ進学したこと。しかし近衛になれなかったこと。下士官としての未来があったが、隣国との戦争で祖父と父が死に、母が家を傾かたむかせたこと。長男の弟が大切だからと、金貨八〇枚で自分が売られたこと。途中までは奴隷商から聞いたが、後は初めて聞く話だった。可か哀わい想そうだが、たまに聞く話でもある。

　全てを言い終えたところで、ミナは俺に謝罪した。こんな話は友人にするものであって自分の飼い主──その上、貴族にするようなものでは無いからだ。だが、本当のミナを見ることができた俺としては怒る気にはならない。

「ロベール様は、どうして私を買われたのですか？」

「俺の求めている能力を持っていたから。色々と手一杯だったから、事務と計算ができる奴が欲しかった。それ以外は無い」

　買われた初日からミナが気にしていたことは、自分の体がいつ俺に嬲なぶられるかということだった。言葉には出さないが、常に俺の言葉と行動を気にしていたと思う。

　だが、今俺が正面からキッパリと言い切ったので、ミナはやっと安心してくれたようだった。その後、ほんの少しだが他た愛わいのない話に花を咲かせた。
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　ミナとお茶を飲んだ後、報告書をまとめた俺は翌朝アムニットと共に皇都へ戻ってきた。報告会は午後からなので、結構ギリギリな日程だった。

　そして、報告会は始まった。他の準統治領へ行ったクラスメイトが皆口頭で説明しているのに対し、今報告をしているミシュベルは羊皮紙に書かれたものを読み上げている。

　俺はというと、マシューで作った紙束を抱えて自分の番を待っている。

「──ということで、興行者たちに命令をして巡業路を変更してもらい、私わたくしが担当する準統治領にも来てもらうようにしましたわ」

　報告し終わると共に、クラスメイトから拍手を受けたミシュベルは、なぜか俺の方を向いてドヤ顔をしてきた。何か恐い。

　俺はクラスメイトの報告が聞きたかったので、順番を後回しにしてもらったのだが、アムニットが言っていたように、皆当あたり障さわりのない慰い問もんをしてきたという報告で終わった。

　しかし、ミシュベルは違ったようで、慰問だけではなく色々とやったらしい。ミシュベルの行った準統治領も、俺の真ま似ねをしてド田舎いなか──とはいえ、俺より遙はるかに皇都に近いが──で、演劇を主に行っている興行者を、無理やり自分が管理する準統治領へ呼んだらしい。

　ただ、その内容は酷ひどく、地方巡業を生業なりわいとしている興行者を、無理やりド田舎の実入りの少ない土地へ呼んだのだから、興行者としてはたまったものじゃないだろう。

　しかも、ミシュベルがお金を出してくれたら興行者としても問題は無いのだが、実際は呼び寄せたという実績のみで、料金は村人もちだ。田舎住まいの村人に演劇を見るようなお金があるとは思えない。

「で、では、次はストライカー様の番です」

　ミシュベルの穴のある政策は、さすがの教師でも驚おどろくことだったようだ。

　しかし、教師からは何も言わない。最低限やらなければいけないのは、書類を渡すというお使いなので、それさえやっていれば後はどうでもいい──何をやっても良いというスタンスなのだ。

　司会進行役の教師に促うながされて、俺は持っていた紙束をキチンと整え直した。

「それでは、準統治領──マシューで行ったマシュー再興プロジェクト第一回目の報告を始めます」

　束ねた紙の一枚目を見ながら、アムニットやミナと共に考えたプロジェクト名を発表した。しかし、そのプロジェクト名の印象が弱いのか、周囲の反応は薄かった。

　他の生徒たちが簡単な慰問で済ましている中、空気など読むことも無く全力で挑いどんだ準統治領の改革だったが、あまりにも斜め上の頑がん張ばりだったため、周りが付いてきていないようだ。

　それとも、あまり穿うがったタイトルにしては分かりにくい、とアムニットにダメ出しされたので、マシュー再興プロジェクトという、何の面白みもない名前にしたのがいけなかったのかもしれない。

「マシュー再興プロジェクトのコンセプトは、ズバリ！　健康な懐ふところです！」

　懐とは、和服でいうところの胸辺りのことを言う。そこに合わせ、意味は違うが今回は金きん銭せんも含めた。体も財さい布ふも健康的でいようね、という意味だ。

　その内容は、腹を下している人が多いマシューで、石せつ鹼けんを広めることで衛えい生せい概がい念ねんを植えつけ、その石鹼を作る石鹼工場を建てることで新しく産業を作り、マシュー住民の就業場所を作る。

　衛生概念を植えつけ手洗いうがいを奨しよう励れいすることで病気が減へり、農業技術の向上に加えて石鹼工場で働くことで給料という追加の収入を得て生活水準を上げる。両方合わせて懐の健康だ。

「マシューでは、一〇歳以下の子供五二人中、当時四九人が、五〇歳以上の老人六三人中、当時六二人が腹を下していました。

　そこで私は、マシューにある湖に生息する身に油を多く蓄たくわえている油魚に注目し、その油魚から抽出される油を使い石鹼を作ることに成功しました。現在は、マシューの新しい産業として確立するために、工程の改善に取り組んでいます。

　これが成功すれば、マシューでは石鹼が安価で手に入るようになります。併あわせて町長から手洗いとうがいを奨励してもらっており、現在、すでに腹を下す人が減少傾向にあります」

　今は、安価で手に入るようになります、と言ったが、実際は切れ端などを無料で配布している。なるべく切れ端は出ないに越したことはないのだが、綺麗に売り払いたいと思っていても、型にはめるものなので必然的に出てしまうのだ。

「そして、これはまだ手探りの段階ですが、新しい農法によって作物の収穫量が増える予定です。これは予定と言っていますが、成功すると確信しています。

　これ以降、畑と作物を問題なく回していくことが肝心です。そして、増えた収量を安定して収穫できるようになるには少々時間がかかりますが、それらはレポートがまとまり次第、今後、この場にて報告していこうと思います。──最後に、石鹼と同じく新しく作った産業についてですが、こちらをご覧ください」

　そう言い渡したのは、さっきから読んでいる紙束と合わせて持っていた白紙だ。

　教師に一枚、生徒二～三人につき一枚、マシュー産の紙を渡した。

「私が先頭に立ち、マシューの人たちと作った紙です。マシューでは古くから紙に似たものを使っていたことが分かり、それを元に製品化したものが皆さんの持っている紙です。現在、一般的な紙の値段は一枚あたりが銀貨一枚で売られています。マシュー産の紙が量産化された暁あかつきには、皆さんが持っているものと同じ品質を維い持じしながら、一般的な紙の数分の一の値段で買うことができます」

　俺が言ったマシュー産の紙の値段を聞いて、その場にいた全員がざわめき出した。

　一部を除き全員それなりに家が裕福で、学校の教科書など、紙製の本の値段を知っているからだろう。だからこそ全員が驚いたのだ。

　価格を明確にしなかったのは、まだ原価が出ておらず適正な価格が出ていないからだ。

　ここで確約してしまっては、後々面めん倒どう臭くさいことになるかもしれないからな。それ以前に、調子に乗って言ってしまったが、紙のことはまだ黙っていた方が良かったのかもしれない。まさか、ここまでざわざわするとは思っていなかった。

　こうなれば、宣伝目的で言っておくのも良いかもしれない。

「既存の紙と差別化するために、この紙には色を付けたり、押し花を紙の中へ漉すき込こむことで、実用的な部分と共に見み目め麗うるわしく楽しめる仕様になっています」

　再び取り出したのは、今言った押し花を漉き込んだものだ。他にも縁取りに金粉を使用したものを出すと、生徒──特に女子生徒が騒ぎ出した。

「売り出す場合は、懇こん意いにしている商会を通すつもりです」

　懇意の商会とは、まだ何の実績も無いイスカンダル商会のことだ。最近、やっと商会長代理も見つかって、何とか商品を扱えそうかも、といったところまでこぎつけた。

「今回、この一ヵ月で私が行ったことは以上となります。衛生概念を広く周知し、産業が無い貧しい町で新たな産業を確立する。今持つ全力を出せたと思います」

　途中から、報告というより商品説明会になってしまったような気がしないでもないが、まぁ良しとしよう。




　報告会が終わり、クラスメイトたちが教室から出て行くのを見送りながら、報告に使った紙束を片づけていると近くに人影が差した。

「ストライカー様。少しよろしいでしょうか？」

　立っていたのはアバスだった。体格が良く身長も高いので、座っている状態で近くに立たれると、意外と威圧感があった。

「ん？　どうかしたか？」

　爵しやく位いに差があればあるほど、本人の考えとは無関係に威圧してしまうということは、この学校に入学して嫌というほど理解できた。

　現に、俺へ話しかけてきたアバスの顔には変な汗が流れていて、必死に胆力だけでこの場に留とどまっているように見えた。

「あの、不ぶ躾しつけな話だとは重々理解しており、騎馬騎士の子供が侯こう爵しやく家けのご子息に話しかけるなど、分ぶん不ふ相そう応おうだと理解しておりますが──」

「そういった建前は良いから。何か聞きたいことがあって話しかけたんじゃないの？」

　どれほど緊きん張ちようしているのか、過呼吸になりかけているアバスに助け舟を出した。

　緊張させないために優しい声色で話しかけたつもりだったが、そういう訳にもいかないようで、アバスは伸びていた背筋をさらに伸ばした。

「ハッ！　じっ、自分の家は──親しん戚せきなど多くの者が住んでおり、その一人一人が家のために日々奮ふん闘とうしております。私もこの学校に来た暁には何か家のためになる話を、と思ったのですが、未熟な身では全くそういった話を見つけることができません。ですが、本日、ストライカー様がお話しになられたマシュー改革案を聞き、人を使っていないにも拘かかわらず、これほど大きなことを成されようとするその姿に衝しよう撃げきを受けました。どっ、どうすれば、そのような壮大なことを思いつけるのか、おおっ、お話をお伺うかがいしたくッ！」

　長々と話しているところ申し訳ないが、要約すれば何をやったか──特に農業に関して聞きたいのだろう。あまりにも緊張しすぎて、自分でも何を言っているのか分からない状態になっているなこりゃ。

「つまり、新しい農法が気になったから聞きたいってことか？」

「いっ、いえ、そんな滅めつ相そうも無い！　新しい技術はどこの領地も極秘にします！　自分としては、どうやったら思いつくのかその方法だけでも、と思いまして！」

「でも、できれば農法を知りたい？」

　ちょっと意地悪かもしれないが、ニヤつきながら聞くと、アバスは小さく頷うなずいた。

「ははっ、正直で良いな」

「も、もちろん、私にできることがあれば、何でも──できる範囲で対応させていただきます」

「いや、そんなのは別に良い。そうやって、知りたいと思ったら聞きに来る姿勢は好きだぞ。よしよし、まだ広く周知するつもりはないが、教えてやるよ。マシューの場所は分かるか？」

「はっ、はい」

　これほど簡単に受け入れてくれるとは思っていなかったようで、アバスは拍子抜けしたような、憑つき物ものが落ちたような呆ほうけた顔で返事をした。

「そこに来たら、やり方を見せてやるよ。もちろん、口頭でも構わないけど見ると聞くとでは情報の入り方が全く違うからな。アバスが面倒臭いってんなら別に──」

「いえっ！　ぜひとも、マシューを、ストライカー様のお仕事を見学させてください！」

「おっ、おう」

　被かぶせるように返事をしたアバスの瞳ひとみは、戦士のそれだった。必死すぎてこっちがビビるわ。

　来訪の日程は後ほど決めるという話をして、俺とアバスは別れた。竜騎士ドラグーンの勉強は真ま面じ目めにやるが、こうした他のことも真面目にできる人間は少ないから結構嬉うれしかったりする。

　それに、教えを乞こうのに身分差という恐怖を乗り越えて話を聞きに来たのも、俺的には素晴らしいと思う。ならば、こちらもしっかりと答えないといけないだろう。
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　報告会が終わった後に、クルクルヘアーのミシュベルからお茶に誘われた。

　気候が良いから、と初夏の太陽の光が降り注ぐ、屋外のテーブルでお茶を飲むこととなった。日本よりも湿度が低く、さらに木陰ということもあり気温の割に涼しく快適だ。

　屋外の喫きつ茶さスペースで、隣との間かん隔かくが広いので室内でお茶を飲むよりだいぶゆったりとくつろげる。

　普段であれば、俺の真向かいにはアムニットが座りお茶を淹れてくれているのだが、当のアムニットは実家へ手動ポンプの設置監督で行っているのでこの学校にいない。

　ミシュベルは見た目に合った性格から、自分で紅茶を淹れるようなことはしない。それを担うのは、有能そうな見た目──中身も有能だが──の執事だ。

　お茶ちや請うけは、塩味のクラッカーの上にクリームチーズが乗せてあり、さらにその上に蜂はち蜜みつがかけてある塩えん味みと甘かん味みの究極融ゆう合ごう体たいである貴族菓が子しだった。

　何が楽しいのか、ミシュベルは紅茶を飲むたび、お菓子を一口かじるたびに小さく笑っていた。

「ふふっ。このお菓子は、私わたくしが良く通っているレストラン、ウルシェルツで作ってもらったんですの」

　魚料理が美味しいと評判のウルシェルツ。俺もたまにではあるがお世せ話わになっている。

　このお菓子がウルシェルツで作られたのであれば、美味しいに決まっている。ミシュベルの性格はアレだが、こういった趣味は非常に良いと思う。

　良いと思うのだが、こちらの魚料理の基本は、煮る、焼く、蒸むす、の三系統だから、日本式寿司ジヤパニーズシースーが食いたい年頃の俺にとっては、それほど魅力的なレストランとは言えない。確かに美味しいからたまには行くけど。

　ちなみに、俺が良く行くレストランは、プラムスという肉料理に強いレストランだ。

「ウルシェルツだと、俺はスズキの香草焼きが好きだな。ガーリックパンもなかなか捨てがたいけど」

「はいはいはいっ！　私も、スズキの香草焼きが大好きですのっ！　でも、甘あま鯛だいの塩しお釜がま焼きも捨てがたいですわっ！」

「おぉ、あれか。確かに、甘鯛の香りが閉じ込められていて、基本的には塩味なのに、甘鯛の名に違たがわぬ身の甘さが強調されていて美味しいよな」

　自分の好物が美味しいと言ってもらえたことが嬉しかったのか、ミシュベルは頰ほおを紅潮させて笑顔で答えた。

　ただし、ミシュベルのようなお嬢じよう様さまならいざ知らず、俺のように散財が多い人間にとっては、甘鯛の塩釜焼きは割高なので食べるにはちょっと勇気が要いる。

　海に面した領地があるユスベル帝国は、そのおかげもあって塩を他国から輸入すること無く自前で賄まかなうことができる。とはいえ、甘鯛の塩釜焼きは、塩を大量に使うから高くなるのだ。

　ちなみに、塩釜で使われた塩は普通の塩より安く市場に卸おろされており、市民は塩釜焼きを食べてくれた貴族に感謝をしながら塩を買っていくそうな。

「お嬢様──」

　一通り会話を終えると、執事がミシュベルに耳打ちをした。それを聞いたミシュベルは思い出したように頷く。

「そうでしたわ。ロベール様の耳に入れておきたいお話がありましたの……」

「何だ？」

　急に居住まいを正したミシュベルに只ただならぬ雰ふん囲い気きを感じ、それに合わせて俺も背筋を伸ばした。

「与よ太た話ばなしだと思うのですが……、その──ロベール様はあまりご実家と連絡を取り合っていらっしゃらないようで……」

「回りくどい話はしなくていい。率直に言ってくれ」

「はっ、はい。あの……ロベール様が──その、偽物ではないか、という話が小さいながら夜会で出ておりまして」

　そのミシュベルの言葉に、俺の心しん臓ぞうは早鐘を打つように速くなった。焦あせりではない、別な何かの感情が湧わいてくるのが分かる。

　ミシュベルの話し方からすると、今すぐどうこうなる話ではなさそうだ。しかし、入学して半年も経たてば、聞いていた噂うわさと学校に通っている人物が乖かい離りしていることにも気付くだろう。中には、実家に俺の動向を伝えている生徒もいるはずだ。

「お前は、その話を信じるか？」

「いいえっ！　私は信じませんっ！」

　強く否定しようとしたのか、ミシュベルは裏返った声を上げた。

「ただ、噂話サロンにしては、声が大きかったもので……」

　火の無い所に煙は立たない。それが侯爵家であるならば、ちょっとやそっとでは立たないだろう。なんせ、自分に燃え移る可能性があるんだからな。

「フン。親父殿にも嫌われたものだな」

　うんざりとした様子で吐くと、ミシュベルは首を傾かしげた。

「俺の噂くらい聞いたことがあるだろう？　あぁ、そうだ。俺はそういう人間だった。ただ、俺もこの学校に来る途中で死にかけたおかげで、人の命がどれだけ儚はかないか知ったよ。だから、心を入れ替えて真っ当に、竜騎士ドラグーン候補生として過ごしていたつもりだったが、それよりも先に親父殿には見放されたようだな」

　やれやれ、と溜ため息いきを吐つきながら、今のような状況になった場合のために考えておいた設定をベラベラと語り始めた。どんな噂が流れているか分からないが、顔立ちは違うし、ロベールを直接知っている人が見れば一発でバレてしまう。

　だが、ミシュベルの話を聞く限りでは、今のところ本物のロベールと今の俺との素行の違いについて噂話が流れている程度だろう。

「あの……では、噂の出所はご実家だと──ロベール様はお考えですの？」

「それは、分からん。ただ……俺が学校に来る前にドラゴンに襲われたことは知っているな？」

　俺の問いに、ミシュベルは頷いた。これは当時、皇帝陛下の誕生日月であったのにも拘かかわらず、その祝福ムードを一気にぶち壊し、生徒の話題の頂点に立つくらいの衝撃をもたらした出来事だからだ。

　本物のロベールからはぎ取ったボロボロの飛行服と鎧よろいを着て来たのだが、学校の慌あわてふためきようといったら今思い出しても笑えてくる。

「あの時はただただ必死で、生き残ったことに感謝していた。しかし、今思い出せばあれも実家の差し金だったのかもしれないと思ってしまう」

「そっ、そんな!?　ロベール様は、ストライカー家のご長男なのでは!?」

「次男には、同じ轍てつは踏ふませないだろうさ」

　忌いま々いましげに吐き捨てると、ミシュベルは気の毒そうな複雑な表情となった。彼女自身も、今の話に何か思うところがあったのかもしれない。

　ストライカー侯爵家には、長男のロベールと、一つ下の長女と、三歳になる次男がいるそうだ。妾めかけの子供を合わせたらもう少し多くなるかもしれないが、ミシュベルを納なつ得とくさせるには次男君だけいればいい。

「まっ、これも憶おく測そくだからな。身内の恥になるから、あまり言いふらさないでくれよ」

　お前を信じて話したのだから、と小さく伝えると、ミシュベルは俺から信頼されたことが嬉しかったのか、壊れた人形のように頷いた。

「また新しい噂話があったら教えてくれ。俺は実家に嫌われているようだから、そういった行事には参加しないからな」

　カップに残っている紅茶を飲み干し、椅子から立ち上がった。

「紅茶も美味しかった。正直、アムニットの淹れてくれる紅茶が一番だと思っていたが、ミシュベルの執事が淹れてくれる紅茶に浮気してしまいそうだ」

　これはリップサービスではなく、事実だ。レストランで飲む紅茶も美味しいのだが、あれは料理とお店の雰囲気も合わせての評価だからな。執事は何でもプロ級なのか。

「マフェストお嬢様も、それは研究熱心にお茶を淹れておりますが、私もまだまだ若者に負ける訳にはいきませんので」

　なるほど。経験が違うということか。こりゃ、口には出さないがアムニットのような小娘と比べてしまったことを怒っているかもしれないな。

「確かに。経験に勝るものなし。その点は竜騎士ドラグーンも執事も通じるものがあるな。本を読むだけで、ドラゴンの扱いが上う手まくなる訳でもなし。しかし、ただ乗るだけでも上手くなることは無い。見て調べてやってみて、その総合が今に通じる訳か」

　また執事も、本で知ったり人ひと伝づてに聞いたことを実行するだけでは一流になれない。現場で揉もまれながら場数を踏むしか、一流になる道は無いのだ。

「ありがとうございます」

　ミシュベルの執事は、竜騎士ドラグーンと同等に扱われたことが嬉しかったのか、その紳士然とした姿に似合わない快活な笑い方をした。その主あるじでもあるミシュベルも、やや誇ほこらしげな顔付きとなっている。

「すまないが、まだ仕事があるからそろそろお暇いとまさせてもらおう。また機会があったら、お茶に誘ってくれ」

「はっ、はい！　ロベール様がお邪じや魔までないのでしたら、また私とお茶を飲んでくださいませ」

　軽く挨あい拶さつをする俺を、頰を染め見送るミシュベル。執事の方にも軽く会釈をして通り過ぎようとしたところで声を掛けられた。

「あぁ見えて、お嬢様はとても繊せん細さいな方です。どうか、お嬢様を悲しませるようなことは無いように、伏してお願いいたします」

　瞬間、背中に無数の蜘く蛛もが這はいまわるような悪お寒かんが走った。

　主であるミシュベルに対し、顔が見えない立ち位置で俺に話しかけてきた執事の顔は、睨にらんでいる訳でも敵意を発している訳でもないのに、恐ろしさを感じてしまった。

　芯しんのある、大切な人を守ろうと決めた者にだけ出すことができる瞳の強さがあった。

　どこまで気付いているのか──知っているのか分からないが、執事の忠告は的外れと言って良いだろう。

　俺はミシュベルに危害を加えるつもりは毛頭無い。邪魔をするのなら話は別だが。

　向う見ずに享きよう楽らく的てきに生きるのも面白いかもしれないが、できれば今持つ全力を出して生き抜く方法を見つけたい。──いや、もう見つかっている。

　イスカンダル商会を作ったので、ロベールの実家からのお金を当てにしなくても、金銭面に関して問題は無くなるだろう。もちろん、今すぐに巨額の富が得られる訳ではないが、将来的には今持つ知識をフルに使って金かね儲もうけをしていけばあるいは。

　そうすれば、逃げることだけ考えなくても自分が安心できる場所を見つける──作ることができる。そうだ。無ければ作れば良いのだ。自分の国というものを。

「──お嬢様を悲しませる輩が近づかないように頑張ってくれ。それが俺だというのなら知らないが、俺はこんな所で止まる気は無い」

　俺は執事の脇を抜け、サンサンと降り注ぐ太陽の下、目的の場所へと向かった。
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　目的の場所とは、このユスベル帝国で最も権けん威いがあり多くの信者を抱える光燐ハロウ教の教会だ。それも、支部ではなく本教会の一つに、である。

「準備状況は？」

　竜騎士ドラグーン育成学校からそれほど離れていないため、馬もヴィリアも使わず歩きで来たのだが、予定より少し早く着いてしまったので先に準備状況を確認することにした。

「はい。滞とどこおりなく終わり、後は、ロベール様からのご説明のみとなっております」

　俺の質問に返答したのは、以前奴隷商を紹介してくれた商人、グレイスだ。元いた商会から破格の報ほう酬しゆうでヘッドハンティングし、今はイスカンダル商会の商会長代理をやってもらっている。

　初めは来てくれるか心配だったが、彼自身も前の商会では肩身の狭い思いをしていたようで、我がイスカンダル商会へ来てからその才能を遺い憾かんなく発はつ揮きしてくれている。

「分かった、ありがとう。いつもながら早い仕事で助かる」

「オーナーのご意向に沿うようにするのが、代理の仕事ですので」

　なかなか怪しい光を瞳に込めながら、グレイスは恭うやうやしくお辞じ儀ぎをした。

　光燐ハロウ教会へ来た理由は、この間作ったばかりの手動ポンプをこの教会へ設置したので、その除幕式に参加するためだ。なぜ光燐ハロウ教会へ設置したのかというと、恩を売るためとその威光を借りるためだ。

「ストライカー様──」

「こんにちは、デリック大司教。今日は、日差しが強いから外に出ると倒れますよ？」

　グレイスと話していると、教会から大司教が出て来た。過ごしやすい気候といえど、強い日差しの下では大変暑い。しかも、何が楽しいのか大司教の正装という、狂気の沙さ汰たといえる格好で出て来ている。

「これでも、体は頑がん丈じような方です。この程度で倒れることはありませんよ」

　笑うデリック大司教だが、彼の年齢はすでに六〇歳を過ぎるか過ぎないかくらいだったはずだ。平均寿命が六〇代半ばというこの世界での六〇歳とは、三さん途ずの川に片足を突っ込んだような歳としだ。

　本人は大丈夫だと言っているが、周りとしてはもう少し体を労いたわってほしいと思う。

「それに、あのような立派なものを寄付していただいたというのに、涼しい教会の中で座っているだけなどできますでしょうか？」

「だからといって、ここで倒れられたら本末転倒ですけどね。ですが、せっかく出て来てもらったんですから、ポンプの初手動は大司教にやってもらいましょう」

「それは、ありがたい。あの世への土産みやげに、良い話ができました」

　洒落しやれにならない話に背筋が寒くなる思いだが、デリック司祭は気に留めた様子も無く、手動ポンプの除幕式は始まった。

　この光燐ハロウ教会にポンプを設置した理由は、先ほども言った通り威光を借りるためという他に、人の出入りが多いからだ。

　ここに寄付として設置することで、教会を訪れた人が見物し、帰宅してから口コミで広げてくれる。もちろん、イスカンダル商会としても宣伝していくが、宣伝方法は多種多様な方が良いに決まっている。

　周辺住民や珍めずらしい物好きの貴族だけではなく、大司教以下、司祭、助祭などは例に洩もれず、細々とした役職の人が集まったところで、手動ポンプの除幕式が始まった。

　そして、手動ポンプの珍しさだけではなく、その便利さに皆が驚きよう愕がくした。

　この手動ポンプの他にも、マシュー産の安価な石鹼も寄付した。教会での説法の合間に手洗いの重要性を説といてもらうためだ。

　イスカンダル商会が石鹼を販売するのは明日からなので、それに合わせて手洗い教室も今日開始することとなった。

　この話だけ聞けば、イスカンダル商会が商売のために教会の威光を借り、金儲けに走っているだけにしか見えない。だが、教会としても乳幼児の死亡率の高さは問題視されているので、それが少しでも下がるのであればということで受け入れてくれたのだ。

　ただし、貧民平民にも何とか行きわたらせたいとのことなので、値段を下げて売らなければいけなくなった。結構痛いが、初めの宣伝として受け入れるしかないだろう。

　価格以外に問題になるのが、既存の香油石鹼とのシェアの食い合いだ。イスカンダル商会の売り出す魚油ベースの石鹼は良い香りがしない──というか、臭いのでまず貴族は買わない。平民も多少金があるなら迷うくらいだ。

　その点を鑑かんがみれば、住み分けができていると言っても良いはずだ。それに、教会の影がチラチラ見えていると、イスカンダル商会に文句を言う奴はそうそういないだろう。

「手動ポンプは当たり前ですが、石鹼のウケも良いですね」

　グレイスは、教会で教育を受けている奉仕児たちが、神父たちの説明を受けながら手を洗っているのを見ながら言った。泡立ちはそれほど無いが、水が汚くなっているので手の汚れが落ちているのが見て取れた。それに他の見物人たちが驚いているのも見える。

　イスカンダル商会が──自分たちが売ろうとしている商品は人気を博はくすと自負していたが、グレイスは彼らの驚きようという実地調査でさらに手ごたえを感じたようだ。

「加えて、紙が量産体制に入ればさらに商機は広がるだろう。既存の紙を駆く逐ちくするつもりは無いが、紙のシェアの大部分を奪うばってしまうだろうな」

「確かに。方々から恨うらまれそうですね」

　石鹼は住み分けができているが、紙の方は金縁を付けたり、押し花を漉き込むなど、廉価なりの商品開発努力のおかげで、高級紙にも負けないものになったと思っている。

「侯爵家に喧けん嘩かを売るような奴はいないと思うが、用心するに越したことはないからな。ここで一番危ないのは商会長代理のグレイスだから、商会専用の私兵でも雇やとうか」

　私兵といっても、その実、ただの傭よう兵へいだ。金で雇われ、劣勢になれば逃げていく程度の。忠誠心が高い兵士が集まれば一番良いのだが、こういった世界ではどうやって集めれば良いのか全く分からない。

「傭兵の集め方は俺じゃ門外漢だから、そこはグレイスに任せるよ」

「人数などはどれほどにしましょうか？」

「それも含めて頼んだぞ、商会長代理。その辣らつ腕わんを遺憾なく振るってくれ」

　グレイスの肩に手を置き全てを任せる──投げるとも言う──と、グレイスは少しだけ笑って言った。

「お任せください。代理人として、完かん璧ぺきに仕事をやってのけますよ」

　雇って良かったと思わせてくれる、安心感のある返答だった。グレイスであれば問題なくやってくれるだろう、と思わせてくれるほどの。













　いつもより早く学校が終わり、クラスメイトが思い思いの放課後を過ごすなか、俺は寮りようへ戻ることなく空の人となった。

　片道二時間三〇分。平日は学校で授業を受ける日々に戻ったが、週末は相変わらずマシューで過ごす日々になっていた。

　ただし、この片道の時間は俺がヴィリアで飛んだ時の時間なので、今回のようにアムニットも一緒に飛んでいる場合は三時間か三時間三〇分くらい見ておかなければいけない。

　季節は真夏を過ぎ──とはいえ、まだまだ気温は高い。飛行服の温度調節が難しい季節といえる。

　皇都で空を飛べば、郊外には薄黄色の小麦畑が広がっており、もうひと月ほどで黄金色に輝く小麦の収しゆう穫かくが始められそうだった。手がかからなくなった時期でもあるので、農民は冬ふゆ支じ度たくに向け準備を始めている。

　皇都よりも早く冬が来るマシューでは小麦がすでに実っており、山越えをしたあと初めに見える、黄金色の絨じゆう毯たんを目指して飛べば町へ辿たどり着つけるくらいだ。

　マシューの入り口で着陸し、そのまま厩きゆう舎しやの方へ歩いて行くと、見知った女の子がこちらへ向けて駆けて来た。

「お兄ちゃん！」

　駆けて来たのはファナの妹のレレナだった。マシューへ向かうドラゴンを見つけて、急いでここまで来てくれたのだろう。

「危ないから、あまり近づくなよ」

「うん！」

　厩舎にヴィリアと、アムニットのドラゴンであるマーハンを預けると、離れていたレレナが俺に抱きついて来た。

　もともとそれなりに話しかけて来ていたマシューの住民たちだが、あの日──レレナの捜索に名乗りを上げた時くらいから、より親しみを見せてくれるようになった。

　その最たる人物が、このレレナだ。町長である父親に諫いさめられても構うことなく、レレナはこうやって俺にじゃれついてくるのだ。

　普通であれば、平民が貴族に対して兄呼ばわりすることは在り得ず、そもそも話しかけること自体が失礼と言われ打ちよう擲ちやくされる。

　それに、平民とこのような関係になっていると政敵に知られては、そこを攻撃される可能性がある。いくら仲が良かろうとも、こういう呼ばせ方は絶対にさせない。

　しかし、俺にはそんな敵がいないから別に構わない。他の貴族──アムニットを除く──がいる場合は、ちゃんと名前で呼ぶように躾しつけてあるので大丈夫だろう。

「お土産みやげ！　お土産ある!?」

　そして、この現金さである。ヴィリアとマーハンが背負っていた大きな荷物から、その中身がお土産であると当たりを付けたのだろう。──そうは問屋が卸おろさんよ。

「そうだな。お土産だ。皆の所へ持って行ってくれ」

「分かった！」

「ほら、背中を向けるんだ」

　アムニットと二人掛かりでヴィリアから荷物を下ろすと、背中を向けてお土産を背負う準備をしているレレナに乗せた。アムニットは本当に良いのか、と言いたげな顔をしていたが、レレナがしっかりと背中を向けているので大丈夫だ、と無言で頷うなずき返した。

「落とすなよ？」

　そう言って手を放すと、レレナの背がゆらりと縮ちぢんだ。俺ですら一人で持つのはギリギリの重量なのだから、年齢も体格も下のレレナとなれば──。

「んぎぎぎぎぎ!!」

　総重量五〇キロくらいあるだろうか、案の定レレナは顔を真っ赤にしながら、あっちへフラフラ、こっちへフラフラとしている。

「危ないから、誰か呼んで来い」

　俺とアムニットで、レレナが背負っているお土産を持ち上げて言うと、レレナは首を振った。

「だっ、大丈……夫……」

「息も荒いし、フラフラしている奴のどこが大丈夫なんだ？　これを落っことしたら、お前は問答無用で鉱山行きだぞ？」

「ぐは──!!」

　そこまで言うと、やっと諦あきらめたのかレレナは大人たちがいる広場の方へ向かい走って行った。
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　空から眺めても分かるように、マシューでは小麦の収穫時期である。そして、その後にやってくるのは小麦の脱だつ穀こく作業だ。

　この世界での脱穀方法は、当たり前だが人力だ。しかも、穂から実を取る方法は、刃の無いナイフと親指で穂を挟み、麦を削けずるように取っていくという方法が採とられている。

　人件費など関係ないようなこの世界だからできる、人海戦術だ。俺も奴ど隷れい時代にやっていたので分かるのだが、地味な見た目に反してかなりキツイ。

　罪人の罰ばつとしてもあるくらい、この仕事はキツイのだ。

　そこで、先ほどレレナに持たせたお土産の登場だ。あれの中身は千せん歯ば扱こきの歯の部分だ。全部で三枚──つまり、三基分の歯なわけだが、土台も含めて結構な重さになるうえかさ張るので、一度の運うん搬ぱんではこれが限界だった。

　本当は、足あし踏ぶみ式脱穀機が作りたかったのだが、歯車を綺き麗れいに作ることができないようで、今後の課題として今は置いてある。

　そこまで精度は求めていないつもりだったが、歯の数が多く綺麗に回すことが困難なのかもしれない。この辺りは歯車の製造技術者ではないので俺にも分からないが。

　とにかく、今までの手で取る方法は四束／時だったが、この千歯扱きを使えば六〇～七〇束／時という驚きよう異い的てきな脱穀速度となった。

　なるほど。これが、未亡人殺しの異名を持つ千歯扱きの力か。

「これは、素晴らしい道具ですね！　特別なものは何も使われておらず、どこの鍛か冶じ屋やでも作ることができる部品だけで構成されているのに、脱穀がこんなにも早く終わるだなんて！」

　千歯扱きは隠すつもりが無いので、一緒に荷物を運んでくれたアムニットも俺の横で観察している。

　ガンブール鍛冶屋に試作をお願いした時点で、すでにグレイスにも話が通っているので、そのうち帝国全土に広がるだろう。

　初めは千歯扱きだけ販売し、良い具合に売りきったら足踏み式脱穀機に移行するのが良いだろう。

　ただ、ガンブール鍛冶屋は手動ポンプの製造に追われているので、千歯扱きはガンブールの鍛冶仲間の所で作ってもらっている。

　技術的にも信頼が置けるとガンブールも言っていたので、まぁ大丈夫だろう。

　千歯扱きの組み立ては簡単なので、マシューの住民にも手伝ってもらい組み上げて使用してもらうと、過か酷こくな手脱穀をやっていた人たちから神の如ごとく感謝された。

　そのうちの幾人かからはお礼として猪しし肉にくや活いきの良い岩いわ魚なを貰もらった。

　試し脱穀をしたのはまだ乾かん燥そうも中途半端な麦だそうで、これ以降の脱穀は無いようで千歯扱きは一時保管庫行きとなった。

　小麦というものは、米と同じようにハサ干しをして水分調整をするようだ。その後に千歯扱きで脱穀したものは、籾もみ殻がらが付いた状態で麻袋に入れられ、害獣除よけのために高床倉庫で保存されるそうだ。

　くるり棒や唐とう箕みの出番はもう少し先だ。唐箕は、まだ試作段階なのでここへ持ってこられるのはもう少し先になるから、ちょうど良かったのかもしれない。
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　乗っ取った形で住み始めたガナン邸ていの煮に炊たきをするかまどの前。そこで先ほど貰った岩魚に塩をたっぷりと振ってから焼いた。季節としてはまだ夏なのだが、マシューの川の水は冷えているので、この岩魚にもいい感じに脂あぶらがのっていて焼き色が付くにつれて少しずつ脂が滴り始めた。

　普段は薪まきを使うかまどだが、今回はレンガを焼く窯かまを借りて作った炭で火を起こしているので、薪とはまた違ったキャンプ的な風味が付いて美お味いしいだろう。

「ほら、熱いから気を付けろよ」

「ありがとうございます」

　岩魚を焼いている俺の隣となりには、真剣に岩魚を焼く俺を温かな眼まな差ざしで見るアムニットがいる。この温かな眼差しというのが曲くせ者もので、アムニットは初め俺が何もできない男だと思っていたらしく、魚のワタ取りから火起こしまで全部やろうとしている俺に対し、まるで初めてのお使いを見る母親のようにアワアワとしながら見ていたのだ。

　二人そろってかまどの前でゴソゴソしていると、突然キッチンの裏口が凄すさまじい勢いで開いた。

「おにぃーちゃん、ドラゴンきた!!」

　開かれた裏口からはレレナが頭だけ出して、ドラゴンが来たことを知らせてくれた。そして再び、凄まじい勢いで裏口を閉めるとどこかへ行ってしまった。

「相変わらず、じっとしていられん奴だな」

　あまりにも一瞬すぎる出来事に呆あつ気けにとられてしまったが、どうやらアバスがマシュー見学に来たようだ。

　準備が色々とあると言っていたのでアムニットと先に来たのだが、この程度の時間差であれば一緒に来れば良かったと思う。

　外に出て皇都がある南の空を見ると、ドラゴンが飛んでいる小さな影が見えた。今でも小さいということは、レレナが知らせてくれた時はもっと見づらいはずなのに、よく気付いたものだと思う。

　しかし、来るのはアバス一人だけだったはずだが、空には二頭のドラゴンが飛んでいた。近づくのを待っていると、その二頭とも竜騎士ドラグーン育成学校の飛行服を着ている竜騎士ドラグーン候補生が乗っているのが見えた。片方はアバスだと思われるが……。

「もう片方は誰だ……？」

「あれは……、ミシュベル様のドラゴンですね」

　アバスと一緒に飛んでいるのは、アムニットが言うにはクラスメイトのミシュベルのようだ。それを教えてくれたアムニットの声は、やや沈んでいた。

　アムニットが俺と一緒に行動するようになってから、ミシュベルは名めい誉よ士し爵しやくの娘だからとアムニットをいじめることは無くなった。ときおり嫌がらせはするのだが、あんなもんは本気になった貴族にとってはお遊びのようなものだし、アムニット自身も仕方が無いことと理解しているのでそれ以上は俺にも何も言ってこない。

　しかし、都会っ子のミシュベルは、田舎いなかは絶対に嫌だと言っていた。それは、準統治領の選定を思い出せば一発だろう。

「何でミシュベルがマシューに来るんだ？　田舎アレルギーで、田舎に着いた瞬間吐血して死んじゃう病びように罹かかってるはずだろ」

「そうなんですか!?」

「噓うそに決まってんだろ」

　初めて聞いたミシュベルの病状に驚おどろくアムニットだが、俺が冷静に突っ込みを入れると膨ふくれっ面つらになった。何か色々と言いたいことがあるのに、ありすぎて声が出ないといった表情で、駆け出す俺の後を付いて走り出した。




　目的地は旧皇城の中庭だ。最近になって片づけが済んで、臨時の竜騎場として整備に入ることができた。

　初めは旧皇城の中庭を弄いじることに難色を示したマシューの住民だったが、この旧皇城が使われていた頃よりユスベル帝国の有するドラゴンの数は多くなり、きちんとした竜騎場を整備しておかないといざという時大変なことになる、と半ば脅おどして作られることとなったのだ。

　臨時であっても竜騎場は竜騎場。中庭にぽっかりとあいた広場が何なのか理解したアバスは、ドラゴンを旋せん回かいさせながら何とか着地させ、ミシュベルは真まっ直すぐ地面へ向かい、ギリギリの所でドラゴンの頭を上げて風を摑つかむと綺麗に着地した。

　やはりアバスにはまだ無理やりな感じがあるが、ミシュベルはめちゃくちゃ綺麗にドラゴンを飛ばす。性格はよろしくないが、ドラゴンの扱いに関しては素晴らしいとしか言いようがない。

「マシューは遠かったろ？」

　ドラゴンから降りてきたアバスに話しかけると、アバスは静かに一礼した。

「はい。ですがベルツノズ様が先導してくださったので、早く着けました」

　残念なことに、まだまだアバスの話し方は堅かった。

　こちらは侯こう爵しやくの息子で、向こうは騎馬騎士の息子だからアバスにとっては仕方のないことかもしれないが、俺としては、クラスメイトなんだからもっとフランクに行きたいんだけどね。

「それで、何でミシュベルが？」

　アバスはマシューに一人で来られると言っていたので、ミシュベルが無理を言って付いてきたというのが分かる。しかし、田舎嫌いのミシュベルが何でこんな田舎に来たのか理解できない。

「それが、自分も行きたいから連れて行け──と」

「来たって何にも無いぞ？　娯楽なんて温泉しかねぇし」

　温泉を娯楽施設といって良いのか疑問だが、マシューで娯楽と言えばその程度だ。それに、温泉は俺が整備し始めてやっと認知されるようになっただけで、元々は毒ガスが噴き出る沼地程度にしか認識されていなかった。

「まぁ、良いか……」

　ここは田舎だということはミシュベルも重々承知の上だろう。それでも来たんだから、歓迎するのが今の俺の務めだ。












　俺とアバスから少し離れ、半身をドラゴンに隠し忙せわしなく体を動かしているミシュベルに近づいた。まるでイタズラが見つかってしまい、怒られる寸前の子供のような仕草だった。

「遠い所、よく来たな。歓迎するよ、ミシュベル」

　ドラゴンの陰に隠れていたミシュベルだったが、俺から思いもよらなかった歓迎という言葉が出たことに驚きつつも、喜びを隠しきれないといった様子で顔を少しだけ赤らめて出てきた。

「とりあえず、ドラゴンは厩舎へ。二人とも長旅で疲れたろうから、今日のところはマシューを見学するだけに留とどめて、早めに休もうか」

　そう言い、ドラゴンを厩舎へと連れて行き、まずはマシューの案内から始めた。
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　日本の識字率は、俺が生きていた頃で九八パーセントとされていた。さらに遡さかのぼって、江戸時代ですら識字率は四〇パーセントを超えていたそうだ。これは、都市部の話であって地方はまた違った数字になるだろうが、その辺りの話は置いておこうと思う。

　とにかく問題なのは、この世界では学の価値が尊重されていないということだ。

　なぜなら、難しいことは役所に任せておいて、一般市民はただ上から言われたことを疑いもせずに信じ、それに合った行動をしていればいいのだから。

　その結果が、四パーセントをやや超える程度の識字率という数字に如実にあらわれていた（調査地：マシュー）。

　だから、農業以外の安定した収入を得られるようになったマシューの住民たちに対し、次に俺が始めたのは識字率の向上及び初歩的な計算の習得だ。

　考える力が付けば、自分たちで効率的な作業工程を見つけることができるようになるからだ。

　もちろん、初めのうちは学の価値なぞ皆分からないだろうから、無料で学校を開こうと思う。学校でものを学ぶということがどれだけ大切なことなのか、幼少の頃から分からせておけば、将来有料になっても親は来させるだろう、という判断だ。

　ただ、そうはいっても、この町の住人たちの本業は、朝から晩まで休みの無い農業なので、無料の学校を作ったところで来てくれない可能性の方が高かった。

　そこで考えたのが、娯楽と脅しだ。

　娯楽については、マシューはもとより皇都での面白い出来事や、ためになる情報を発信していこうと思う。

　次に、脅しと言っても、「学校に来い。来なければ殺す」などと言っては、俺の評判が落ちると共に、学校は恐ろしい所だと風評被害が拡大してしまう。

　なので、アムニットだけではなく昨日来てくれたアバスとミシュベルの両名にも手伝ってもらうこととなった。アバスは農業を教えてもらうので、とすぐに了承してくれたが、遊びに来ているだけのミシュベルが乗り気で参加してくれたのが意外ではあった。

　旧皇城の一角にある倉庫を改装した教室。元は倉庫なので、改装といえどたかが知れており、拡張した訳でもないので俺の呼びかけで来てくれた生徒候補四〇人とその親が入るとぎゅうぎゅう詰め感が半端ない。

　ここだけ見れば大盛況に思えるが、彼らは全員が学校というものに意欲を持って来ている訳ではない。俺が集まってくれ、と頼んだから来てくれたようなものだ。

　まずは御ご託たくを並べるよりも見ただけで分かるように、と今回のために考えておいた寸劇を見せることにした。

「ベナレス。ちょっと、前へ出てもらえるか？」

　寸劇に登場する農家役として、この学校に通う予定の生徒の父親であるベナレスを呼んだ。

「はっ、はいっ！」

　教きよう壇だんに立つ俺のそばには、貴族が三人も立っている。ただの農民には非常に近づきにくい場所だが、ここは茶番をやるために我が慢まんしてもらわないといけない。

「まず皆に説明すると、俺とアムニットは商人役。残りの二人は別の商人役だ。ベナレスはそのまま農家役ということを理解してくれ」

　俺の説明に農家役のベナレスを始めとする、集まったマシューの住民は頷いた。子供たちは理解していないようだが、今回は大人だけでも理解してくれれば良い。

「では始める。──こんにちは、ベナレスさん。私は皇都に店をかまえる大商会の方から来た商人です。本日は、ベナレスさんに特別なお話を持ってきました」

「はっ、はぁ……」

「まずは、これを見てください」

　何をされるのかビクビクしているベナレスをよそに、俺は懐ふところから丸められた紙を取り出した。紙には細かい文字で色々と契けい約やく内容が書かれているのだが、半分以上は適当に書いたミミズがのたくったような文字になっている。

「あの……、私は文字が読めないのですが？」

「なるほど、そうですか」

　文字が読めないというベナレスのために、俺が直接説明しアムニットは横から安心させる言葉を出し続ける怪しい店員となった。

「こちらは、小麦の買い取り書となっています」

　細かく書かれた文字を指さしながら簡単に説明を始めた。俺とアムニットに挟まれてベナレスはしどろもどろになっている。

「今、皇都の方では小麦が高くなっていてですね、直接買い付けに来させていただいたんです」

「はっ、はぁ。ですが、小麦ではなくお金で払うとなると税が高くなるんですが……」

　一応、と前置きが付くが、小麦ではなく貨か幣へいで税金を支払うこともできる。ただし、その場合は小麦で支払うよりもやや高くなる。

　その理由は、小麦は生活必ひつ需じゆ品ひんであるからだ。戦争になった時は、小麦があれば籠ろう城じよう戦せんもできるので、お金よりも小麦が優先される。それに、お金が必要になったら、その時に小麦を売ることもできる。

「それを見越した上で、高価格で買わせていただきます。ご自身で町へ小麦を売りに行っても良いかもしれませんが、買かい叩たたかれる可能性と途中で野や盗とうに襲おそわれる可能性を考えれば……」

　一言一句聞き逃さないように注意して耳を傾かたむけているが、ベナレスはお金で払う場合は税が高くなるという点が気になっているようで、小麦で払うよりも儲もうけられると言われても若干渋っていた。

　しかし、観客の中には儲け分の金額を考こう慮りよして、売っておいた方が良い、という声もちらほらと聞こえた。

　判断に迷っているがこの話はたとえで、今はただの茶番なので了承するように伝えた。

「分かりました。それでお願いします」

「では、ここにサインを──」

「あの……私は、文字を書くことも……」

「では、私が代筆させていただきます。それと同時に、貴方あなたも了承したことを証明するために血判を頂いても良いですか？」

　血判という言葉にベナレスは若干引いたが、これはあくまで茶番なのでインクで済ませると、ホッと溜ため息いきを吐ついた。

　説明されるがままベナレスは書面に拇ぼ印いんを押し、この回の茶番は一時終了となった。

「では、次に──ミシュベル、アバス、頼む」

　教室の隅に立っていた、ミシュベルとアバスが教壇へ来ると場の空気が一変した。

　俺はともかく、アムニットもマシューへそれなりに来ているため、その人となりは皆の知るところとなっている。しかし、ミシュベルとアバスは昨日来たばかりなので、どんな人なのか──そもそも知らない貴族なのでどう対応すればいいのか戸と惑まどっている。

「あなたが、ベナレスさんですね？」

　まず先陣を切ったのはアバスだ。ミシュベルはその様子を後ろで見ているだけなので、役目を全すべて押し付ける気だろう。

「はい、そうですが……」

「こちらは、貴方が書いたもので間違いありませんか？」

　そう言いアバスが取り出したのは、先ほどベナレスが拇印を押した、小麦の買い取り書と言っていたものだ。

　ついさっき書いたばかりのものなので、ベナレスは特に確認すること無く頷いた。

「では、この書面内容に従い、貴方の奥様と娘さんを頂いて行きます」

「えぇ!?」

　突然放たれた耳を疑うたがうアバスの言葉に、契約をしたベナレスだけでなく他の生徒候補や親たちも驚いていた。

「シュルフェ、前へ来い」

　俺が呼ぶと、ベナレスの娘であるシュルフェはおっかなびっくりといった様子で教壇前まで出てきた。ベナレスの嫁よめさんは石せつ鹼けん工場で作業中なのでここにはいない。

「前にお話しさせていただいた通り、こちらは奴隷買い取り書となっており、貴方の奥様と娘さんの買い取りをさせていただく旨むねが書かれています。書類にも、貴方の名前と拇印があり、なおかつ本人も書いたことを認めました」

　追い打ちをかけるように淡々と話を進めていくアバスに、ベナレスの顔は青白くなり、書類と俺が肩を抱くシュルフェの間を行ったり来たりしている。

「そっ、そんな！　俺は、小麦の買い取りだって……それに皆も──!!」

　茶番と事前に説明しておいたのだが、さすがに妻と娘を奴隷として連れて行かれそうになれば熱くなるのも仕方が無いかもしれない。

　周囲の雰ふん囲い気きも手伝ってか、ベナレスが興奮し出し顔も赤くなっていた。

　このままヒートアップしてもらっても困るので、この辺りが潮時だろうと俺が口を開こうとした──瞬間、問題が起きた。

「静かにしなさい──」

　靴くつの踵かかとが木製の床に叩きつけられる硬質の音と共に発せられた冷たい声色に、その場にいた全員がその発生源たるミシュベルを見た。

　皆の注目を浴びるミシュベルは特に気にした様子も無く、狼狽うろたえるベナレスを何か汚らわしいものを見るかのように睥へい睨げいした。

「それは貴方が書いた契約書よ？　つべこべ言わずに、二人を引き渡しなさい」

「いやっ、でも──」

　茶番だと言っているのに、その全てを無視して話を進めるミシュベルは、なおも食い下がろうとするベナレスの前へ立った。

「貴方、誰に口を利きいているのか理解しているのかしら？　ただの平民如きが、誰に、口を利いているのか理解しているのかしら？」

　大事なことなので二回言いました、と言わんばかりにミシュベルが不ふ遜そんな態度で言うと、ベナレスは心を折られたようにヘナヘナとその場に座り込んだ。

「フンッ」

　他た愛わいない、と言わんばかりに鼻息を荒く吐くと、座り込んだベナレスを睨にらみつけるのを止やめ、俺の方を褒ほめてオーラ全開で見てきた。

　確かに──確かに、物語のスパイスとして、リアリティとしてミシュベルの行為は良かったと言える。しかし、今回はそこまで求めていないし、ミシュベルの行動は貴族として正しくとも、人としてはダメだ。

　周囲の人たちは、ミシュベルのせいで顔が真っ青になっているし、せっかく皆と仲良くなった俺まで同じような視線で見られている。いや、もう、本当やりすぎだよ馬鹿。

「わっ……分かったか？　文字が読めないだけで、こんなことになる可能性もあるんだ」

　早急にこの場に流れる悪い空気を払ふつ拭しよくするために、仕切り直しと言わんばかりに声を出した。褒めてオーラを出していたミシュベルは、無視されたのがショックだったのか、周りの人たちよりもさらに悪い空気を放ち始めた。

「でっ、でも、このような無法をして、領主様が黙って見ているとは思えないのですが？」

　俺の思いを理解してか、すぐに反応したのはファナだった。ここにいる生徒候補生たちの中では、町長の娘ということもあり読み書きも簡易計算もできた。

「ここから、領主のいる所まで馬を走らせても、軍がマシューへ着く頃には逃げているさ。実際にやろうと思えば、商隊護ご衛えいを率ひきいて逆らう人間がいても契約不ふ履り行こうを理由に殺すこともできる」

　もちろん、こんな話は暴論であることは重々承知だ。田舎から奴隷を獲とってくるのは奴隷狩りの常だが、さすがにここは山の中すぎるし今回は茶番なので気にしてはいけない。それに、彼らに何もできないことも事実である。

「もし、町を襲った商人が誰か分かっても、そいつらは契約書を振りかざせばいい。契約書があれば領主は何も言えなくなるし、そもそも相手だって馬鹿じゃないんだから、奴隷を獲ってくる町の領主くらい調べているはずだ。絶対に、そこの領主よりも力のある貴族とつながっている」

　これが全てだ。力なき者は力ある者に蹂じゆう躙りんされるだけの存在なのだ。

　シュルフェに父親の所へ行くように言うと、暗い顔をして立っているベナレスに、おっかなびっくりしながら抱きついた。

　娘が戻ってきたことに安あん堵どしたベナレスは、する必要も無いのに俺やミシュベルに感謝の言葉を述べながら、町の皆の元へ戻って行った。非常に申し訳ない。

「とまぁ、こんなことになるって話だ。文字が読めれば契約書を読むことができるし、文字が書ければ契約書を書くことができる。計算ができれば、数をごまかされることも無い」

　まずは実益について話した。続いては、この暗い空気を消し去るために娯楽の話もする。

「それと、これから町の一角に掲示板を設置する」

　何だそれは、といった反応が多く、誰一人として掲示板について理解している者がいなかった。

「掲示板は、通達事項を張っておく簡単な壁かべみたいなものだ。行事についての連絡や緊急時の連絡も張り出していくつもりだ」

「あの、口頭ではいけないのですか？」

「口頭でも、それが最後まで正確に伝われば問題ないが、途中で個人の感情や思い込みが入ることによって、絶対に最後まで正確には伝わらない！　一人二人を通すくらいなら口頭でも構わないかもしれないが、なるべく自分の目で確かめるようにしてもらいたい」

　仕事をする上で大切なのは、それが本当なのか自分の目で確認することだ。誰々が言っていたから、というのは社会人として愚ぐの骨こつ頂ちようだ。

　それに、人の記憶は都つ合ごうの良いように改ざんされる。忙しいと、前後の記憶とごっちゃになったりすることも多々ある。正確な仕事をするためには、必ず事前確認が必要だ。

「掲示板には、マシューの出来事や皇都のニュースや、面白い情報までどんどんと載のせるつもりだ。読めるようになると楽しいぞ」




「学校の説明ということで今回はこれで終了するが、次回は外から先生を雇やとい入れようと思う。今日明日では無理なので、それまでは文字や計算ができる人に持ち回りでやってもらおうと思っている」

　できる人、といっても限られているので、この場合は町長一家だ。

　製紙工場で作った紙の不具合品がたくさんあるので、それを使えば文字の練習ができ、版画を使えば問題集も作れる。

　あとは、どれだけ継続的に来てもらえるか、が学校運営の鍵かぎとなるだろう。そこら辺は、もう少し文字が理解できるようになってから開始するとしよう。













　波乱の幕開けとなった学校説明会が終わり、生徒候補の子供たちを家に帰した後、俺たちはガナン邸ていへ戻った。

　先ほどの教室でやらかしてしまった、というのを理解したミシュベルは、当然のように暗い顔をしており、アムニットはそんなミシュベルを珍めずらしそうに、横目でチラチラと見ていた。

　まぁ、過ぎてしまったことは仕方が無いとして、今日は昨日できなかった宴会である。

　アバスは農業の勉強に来たのだが、ミシュベルは予想通り田舎いなかに何の興味も無く、本当に何で来たのか不ふ思し議ぎでしょうがない。ただ、土産みやげとして酒さか樽だるを持ってきたことは正解だと褒ほめてやりたい。

　思い起こせば、奴ど隷れい時代でも酒が飲める機会があったのだが、年に一度のお祭りの時だけで、しかも大人がほとんど持って行ってしまい俺の所まで回ってこないのだ。

　それを、大人の目をかいくぐって盗ぬすみ出だし、仲間内で分け合って飲んでいた。ただし、できの悪い酒精がほとんど飛んでしまった酒なのであまり酔うことはできなかった。

　今思い出しても、生活環境はクソだったが雰ふん囲い気きは学生の頃のように面白かった記憶がある。

　竜騎士ドラグーン育成学校に入学してからは、なぜかと言われたら困ってしまうが、酒をあまり飲まなかった。たぶん、酔っぱらって失態を演じないように、知らず知らずのうちに酒と縁遠い生活を心がけていたのだろう。

　しかし、ここはマシューだ。それに、周りにいるのはそれなりに仲良くなったクラスメイトなので、口を滑らさない限り多少の失態は大目に見てくれるはずだ。

　──と、いう訳で。

「乾カン杯パァァァァァァイ！」

　大樽をドラゴン一頭につき一つ乗せてきたらしいので、ワインが二樽分飲み放題となっている。飲んでも飲んでも無くならない、不思議な泉状態だ。

　ミシュベルの酒選びのセンスは良いようで、二種類のワインがあるが両方とも大変美う味まい。

　何やかんやと飲む前にワインの説明をしてくれたが、久しぶりの酒にあまり聞いていなかったので思い出せないのが残念だ。後で聞かねば、と思う。うん、思う。

「お待たせいたしました」

　キッチンから出てきたミナの手には、猟師が届けてくれた鹿しか肉にくのステーキが盛りつけられた皿があった。

「アムニット、お前は座っとけ。やってくれる人がいるんだから」

　ファナはキッチンで作業中なので、いつも通りそれを手伝おうとしたアムニットを留とどめた。普段は四人で食事をとるのだが、今日は昨日に続き客がいるのでそういう訳にはいかない。さすがに、客が来ている時くらいは貴族らしく振る舞わなければいけない。たとえ、本人がそれを望んでいなくても。

「ご主人様のおっしゃる通りですよ、アムニットお嬢様。皆様はご主人様の大切なゲストです」

　俺の大切なゲスト、という割にはミナの表情はそれほど明るくない。接客業の基本は笑顔だが、ミナは奴隷としてワザと暗い顔をしているのだろうと分かる。

　それでも、上下関係の厳しい騎士学校の教育が良かったのか、身分が上の者に対しての対応──笑顔を除く──は問題ない。

　それに、ミシュベルもアバスもさほど気にしていないようなので、楽しいひと時のために俺も目を瞑つむっている。

　ってか、俺自身も貴族じゃないし、人に言えるほど礼儀正しいかといえば、入れ替わっている時点で礼儀も糞くそもあったもんじゃないしな。

　テーブルに置かれた鹿肉は、表面は堅そうに焼かれているがナイフを入れると、薄うつすらと肉汁を滴らせながら抵抗なく切れていった。

　夏場は生い茂る草を食っていたので肉が青臭い感じだったが、最近食べるものも変わったのか、肉質も良くなり食が進む進む。

　臭み消しの香辛料たっぷりの肉も良いが、こういった肉の旨うま味みを楽しむ塩味の肉もまた良い。

「しかし、学校を作るとは、ロベール様も思い切ったことをなさいますね」

「教育は国力につながる。国民の頭が良くなると国家転てん覆ぷくの可能性が出ると言う政治家も多くいるが、それ以上にもたらされる利益の方が多くなる」

　マシューは将来のための予行練習だ。マシューの住民は行ぎよう儀ぎがよく、人の話も良く聞くので皇都やその周囲のスレた住人たちと訳が違う。

　実際に別の場所で平民に開放する学校の場合は、もっときっちりと引き締めて行かなくてはと思う。

　俺の話を真ま面じ目めに聞くアバスのコップにワインを注つぐと、軽い会釈と共に返杯とばかりに注ぎ返される。

　飲ミュニケーションは前世の現代社会においては不要な行事だ、と言われていたが、こういった世界ではまだまだ通用する。──というか、これが最良のコミュニケーション方法だったりする。

　クラスメイトと交流を図はかっていると、外へ通じる扉がノックされる音が聞こえた。

　時刻は、すでに日が沈んだ頃である。電気が無い時代はだいたいそうだが、燃料の問題から夜がとても早い。それは、マシューも例外ではなくこんな時間に訪ねてくることはとても珍しい。

　ノックの音に気付いたファナが出ようとするのを制止し、代わりにミナに出るように指示した。ミナであれば、何かあった時も対応できるからだ。

　ドアを開けてからすぐに話し声が聞こえ始めた。相手は町人数名からなっているようで、謝罪の言葉から始まりガヤガヤと色々な声が聞こえてきた。

　そして、すぐにミナの足音がこちらへ戻ってきた。

「ロベール様、お食事中申し訳ありませんが、町の人がお話ししたいことがある、と」

「急ぎだな？　分かった」

　こんな時間に訪ねて来て、世間話という訳は無い。俺でないと対応できない、または何か住民たちでは手に負えないことが起こったのだ。

「どうした？　何かあったのか？」

　ミナを後ろに控ひかえさせ、玄げん関かんへ応対に出るとそこにはガナンを始めとする、マシューの顔役が揃そろっていた。全員、夜──それも食事中に訪ねてきたことを申し訳なさそうにしていた。

「はっ、はい。お食事中のところ申し訳ないと思ったのですが、急いで伝えた方が良いと思いまして──」

「それで？」

「ストライカー様がこちらへいらしてからはあまり見かけなかったのですが、先ほど森から帰ってくる時に猟師がワイバーンを──それに人が乗っているところを見たらしく、怪しいと思ったのでそのご報告に……」

「ワイバーンに人が？」

　空の覇は者しやはドラゴンで間違いないが、危険な生き物は他にもいる。それが、ワイバーンだ。その姿を簡単に言えばプテラノドンのような生き物で、手が翼のようになっている。

　俺が奴隷時代に戦勝奴隷から聞いた話によると、ワイバーンの体重はとても軽く、また小回りが利きくので、谷間や突風吹き荒れる山岳地帯はドラゴンよりもワイバーンが優位にことを運べるらしい。

　それでも、空戦の乗り物としてドラゴンが多い理由は、一体の攻撃力や耐久力といった総合評価で勝っているからだろう。見た目からしても、ドラゴンの方が格好いいし強そうだしな。

「そのワイバーンは、どこへどのくらいの頻ひん度どで飛来している？　乗っていたのは、どんな奴だった？」

「場所は、レレナがいた森のもっと奥になります。実は、ストライカー様がこちらへ来られるまでは、いつも明け方や日が沈むギリギリに飛び回っていたのを、何人かが目撃していました。ストライカー様がいらしてからは見なくなり、その時は、ドラゴンのせいだと思っていました。ですが、今日見たワイバーンは、細かいところまでは分からないのですが、人が乗っていたのは確かなので急ぎ伝えた方が良いと思い……」

「分かった。わざわざすまなかったな。明日、そいつらが何なのか偵てい察さつしに行く。場合によっては増援も呼ばなければいけなくなるから、それまで森の奥には入らないように皆に言っておいてくれ」

「ありがとうございます」

　ガナンとマシューの顔役たちは頭を下げて去って行った。

「ワイバーンですか」

「見たことある？　俺は無いけど」

　呟つぶやいたミナの言葉に、俺は軽く聞き返した。聞いた話では、野生のワイバーンは切り立った谷や崖がけに巣を作ると言っていた。ドラゴンとは住む場所が違うので、縄なわ張ばり争いをすることが無いそうだ。

　だが、奴隷の時に住んでいた伯はく爵しやく領りよう地ちに切り立った山谷は無く、今までワイバーンなんぞ見たことが無かった。

「一度だけ、行軍訓練の時に。遠くの山で輪になって飛んでいるところを見ただけですが」

「強そうだった？」

「遠かったので何とも……。ですが、見た目の強さで言ったらロベール様の操あやつるドラゴンの方が、勇壮で素晴らしいと思っています」

「俺もかくありたいな」

　ドアを閉め、鍵かぎをかけたのを確認して皆の元へ戻った。別に待っていなくても良かったのに、俺がマシューの顔役たちと話している間は食事に手を付けていなかったのか、出て行った時と鹿肉ステーキの量が変わっていなかった。

　せっかく熱々で出て来たんだから、気にせずに食べれば良いのに。

「あの、何か問題でも？」

　俺が座る席の隣にいるアムニットが心配そうに聞いてきた。

「森の奥でワイバーンが出たらしい」

「森にワイバーン？　おかしいな……」

「よく分からんが、前々から出てはいたらしい。ただ、今日見た限りでは人が乗っていたらしいから報告に来てくれたんだそうだ」

「蛮ばん族ぞくですわね」

　本日何杯目か分からないワインを呷あおるように呑のんだミシュベルは、ワイバーンについての所見を述べた。

「蛮族って見たことないんだけど、どんな奴らなんだ？」

　俺が知っているのは、ユスベル帝国ではワイバーンを使っていないということ。そのワイバーンを使役し、帝国の傘さん下かに入っていない部族を蛮族と呼称しているということ。敵対、非敵対を問わず、住処すみかとされていない場所で蛮族を発見した場合は、ユスベル帝国の軍部に急ぎ報告する必要があること。というのが、学校で教えられた蛮族像とその対処だ。

「文化無き野蛮な生き物。それが蛮族ですわ。空への道を目指すもドラゴンを操ることができず、身の丈たけに合うのがワイバーンしかいなかった哀れな存在ですわ」

「なるほど、分からん」

　自信満々で蛮族と言うもんだから、ミシュベルは蛮族を見たことがあるのかと思ったが、話の内容からして見たことは無さそうだ。

「なら、そのワイバーンに乗っていたのが何者なのか、明日確かめに行くってことですよね？」

「そうだ。さすがに今日は遅いから、明日の早朝に行こうと思う」

「分かりました。なら、俺も行きます」

　アバスを筆ひつ頭とうにアムニットとミシュベルも名乗りを上げた。

「ちょっと見てくるだけだし、農業技術を教えてもらうから、とか別に気にしなくても良いぞ？」

　アバスがここに来た理由は、俺が主導している農業について学ぶためだ。俺の手伝いをしないと教えてもらえないと思ったのだろうが、俺はそこまで狭きよう量りようじゃない。

　そうはいっても、なかなか信用してもらえないだろうが。

「ワイバーンは危険な生き物です。あまり舐なめてはいけません」

「そっ、そうです！　私もお手伝いします！」

「私わたくしもですわッ！」

　一人断ったら、全員から付いてくる宣言をされてしまった。ヴィリアもいるし、戦闘状態になる前に戻ってくるつもりなので、正直いらないがここまで言われては一緒に行くしかないだろう。

「えぇ～。じゃぁ、皆で行く？」

　ミシュベル辺りは、行くかと言われればやっぱり止やめる、と言うかと思ったが、この子もなかなか乗り気で頷うなずいている。これは、仕方が無いと諦あきらめるしかなさそうだ。まぁそれに、頭数が多い方が向こうも手を出してこないだろう。





　　　　　□






　翌早朝。夜も明けきらぬ暗い中で、俺たちはドラゴンの厩きゆう舎しやの前にいる。

　そばには、早朝に起こしてもらうために徹夜したミナがカンテラを持ち侍はべっている。さすがに朝が早すぎるということもあり、他の町人は働いていないが、ところどころでは人が活動を始めた音も聞こえ始めている。

「俺は一人で問題ないから、ミナはアムニットとミシュベルの手伝いをしてやってくれ」

「かしこまりました」

　ミナは俺の従者として、ヴィリアへ竜具を取り付けるのを手伝おうとしたが、他の女の子二人を手伝うように申し付けた。俺が男ということもあるが、一人の方がヴィリアと話せて良いのだ。

「ヴィリアは、ワイバーンのこと知ってた？」

「ここへ来た時に、向こうも何度か来ていたな。下等な羽虫のような存在だ。気にする必要も無い」

　ワイバーン自体は他の生き物と比較すれば上位に位置する。だが、ドラゴンと比べると飛ぶことに特化したワイバーンは体が脆もろく、特殊な環境下でない限りドラゴンに負けてしまう。

「昨日の夕方も来たようだな？」

「良く知っているな」

「周りの人間がワイバーンについて話していたからな。しかし、ワイバーン相手にドラゴンが四頭で向かうのか。豪ごう気きだな、これは」

「相手が何者なのか分からないんだ。慎しん重ちように慎重を重ね、万全を期したい」

　竜具を固定する革ベルトが、鞍くらの下から出て来ずに四苦八苦していると、ヴィリアが大きな手で引っ張り出してくれた。

　今回は、戦闘をするつもりは無いが急激な動きをするかもしれないので、その時に竜具がズレないようにベルトとヴィリアの体の間に詰め物をして、苦しくない程度に隙すき間まをなくした。

「そのワイバーンなんだけど、蛮族の可能性があるんだが何か知ってる？」

「さすがに、厩こ舎こにいる間は音を聞いて判断しているだけだからな。たまに外へ出るときは昼中だから、ワイバーンは見たことが無い。ただ言えることは、ワイバーンが来たところで私は負けない、ということだ」

「頼もし過ぎて、惚ほれちまいそうだ」

　笑いながらヴィリアの鼻っ面を撫なでると、くすぐったそうに振り払われてしまった。

　撫でられるのが嫌いという訳ではないだろうが、なかなか心を開いてくれないのも確かである。少しだけ悲しい気持ちになりながら、柴しば刈かり用マチェットを腰に帯びた。

　本来であれば竜騎士ドラグーン用の長ちよう槍そうがあるのだが、このようなことになるとは思っていなかったので持ってきていなかった。それに、まだ学生ということもあり帯剣も許されていないので、ドラゴンに乗る時もこのような装備になってしまう。

「さぁ行こうか」

　手綱を引っ張り、ヴィリア専用の大きな厩舎から外へ出ると、竜騎場にはすでに三人が集まっていた。アバスはそれほどでもないが、アムニットとミシュベルは顔がやや赤くなっていたので、だいぶ急いで準備をしたようだ。

「んじゃ、行くぞ！」

　俺がヴィリアに乗ると、他の三人も一斉に騎乗した。

「いってらっしゃいませ!!　決してご無理はなさらないでくださいね！」

「おうっ！　すぐに帰って来るさ」

　俺とアムニットは事前に安全帯の確認をしているが、アバスとミシュベルは安全帯の必要性を理解していないので着用していない。

　何か問題があるとすればこの二人に発生する可能性が高いので、二人には俺より前へ行かないように注意しておいた。

　ヴィリアの首筋を軽く蹴けると、大きな翼を広げて羽ばたき始めた。晩夏の朝は冷えており寒い。そんな冷えた空気をかき混ぜるように発生する、強力なダウンウォッシュでミナの服が捲まくりあがりそうになっている。

　ヴィリアが飛び上がるのに合わせて、三人が次々と空へ飛び上がった。

　空は黒と紫色が混じりあい始め、遙はるか遠くはややオレンジがかっている。もうすぐ夜明け──ドラゴンやワイバーンといった、空の生き物が安全に地上へ降りられる時間帯へと近づいている。

　夜明けが近いとはいっても、遠くの空が色づき始めただけで、まだまだ暗い。後ろを振り返ると、俺を先頭に◇スクウエア飛行をしている。道案内の竜騎士ドラグーンを先頭に、周囲警けい戒かいをしながら飛行する時の飛び方だ。

「前にレレナが迷った森の方へ行ってくれ。その奥にワイバーンが来ているらしい」

「分かった」

　短く理解の言葉を述べると、ヴィリアの飛行速度が少し上がった。あまり速く飛んでもらうと後続が付いてこられなくなるし、俺自身も寒くなるので辛つらいところだが、早めに到着するに越したことは無いだろう。

　地上を歩いていた時は結構な時間がかかったが、空は岩や木々に邪じや魔まをされないので、すぐにレレナが迷っていた辺りまで辿たどり着ついた。

　ワイバーンを見た猟師の話ではさらに奥の方だったらしいので、ここからは周囲の警戒を厳げんにして飛ばなくてはいけなくなるだろう。




　そして、飛ぶこと数分。件くだんの場所へと着いた。

「──いないなぁ。今日は来ないのか？」

　空は紫色に染まっており、出てきた時よりも東の空が赤とオレンジに染まっていた。

　時間的には夜明けと呼んで良いのだが、周囲を見渡してもワイバーンらしき生物は見当たらなかった。今日は空気が澄んでおり遠くまで見渡せるので、よっぽどのことが無い限り見落としは無いはずだ。

「何かいるな……。微かすかだが、息を潜ひそめている」

「凄すごいな」

　ドラゴンの体に負担がかかるのでやるなと言われている、鐙あぶみに立ち上がる方法で眼下を見下ろした。生い茂る木々に覆おおわれた森の下はどうなっているか分からず、さらに言えば風切音で細かな音は拾えなくなっている。

　その、何かいると言った場所を旋せん回かいしながら、皆に指示を出した。

「この下に何かいる！　ヴィリアにひと鳴きさせるから、何が飛び出してきても対処できるようにしておけ！」

　とは言っても、飛び出して来るのはワイバーンくらいだ。他にも肉食の獣がいるかもしれないが、出てきたところで飛び上がる高さはたかが知れている。

　すでにどのような行動をするか事前に話し合っているので、三人は了解の声と共にヴィリアが飛ぶ高度よりやや高い位置へ移動した。

「ヴィリア、頼んだ」

　頼むとほぼ同時にホバリングを始め、地上へ向けて咆ほう哮こうを放った。ヴィリアの後ろにいるような形になるため、全力の咆哮を正面から受けなかったが、大気を震わす震動は俺の足から体へと伝わり脳みそを揺らすほどだった。

　ほんの数秒。時間にすれば、たったそれだけの時間だが、ヴィリアが吠ほえるのを止めたのを理解したのは、再び旋回を始めたからだった。それまでは、ヴィリアの咆哮が煩うるさすぎて訳が分からなくなっていた。

　しかし、それは地上も同じだったようで、あれほど静かだった森の木々が一斉に揺れ始めた。それも、猿などが枝に飛び移っているとかではなく、大きな生き物が木々にぶつかりながら移動しているような動きだった。

「ほらな。いたろ？」

　誇ほこる訳でもなく、ただ事実だけを語るようにヴィリアは俺に言った。しかし、問題もある。いたにはいたのだが、数が予想よりも多すぎるのだ。

「こいつらは、ワイバーンなのか？　予想よりも数が多いんだけど……」

「そんなもの、出てくれば分かる。こちらは、私の他に三頭いるんだ。戦力の上では問題は無い」

　木々の動きが鈍にぶくなり始め、ヴィリアの咆哮により恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた地上にいる何か──ワイバーンは落ち着きを取り戻し始めたようだ。

　それと同時に、鼻を突く臭においが漂ただよい始めた。

「これは──獣除よけか？」

「そうだな。我々が下りて来ても自分たちを追ってこられないようにするためかもしれない──」

　獣除けの臭いはドラゴンも苦手とする。それはワイバーンも同じだろう。

　逃げるためかもしれないが、ワイバーンがいるにも拘かかわらず獣除けを投げてしまうのだから、下の連中は先ほどのヴィリアの咆哮にかなり恐怖しているようだ。

「──来るぞ」

　呟くように放たれたヴィリアの言葉に、俺は爆はぜるように叫んだ。

「昇あがって来るぞ！　注意しろッ!!」

　三人が俺の声に警戒を強めようとした瞬間、森の木々の間から巨体が飛び出した。

「ワイバーンッ!!」

　俺の背後からアバスの声が聞こえた。木々の間から飛び出してきたのは、まぎれも無くワイバーンの姿だったからだ。

　それに、人が乗っている。無理やり、木の間から飛び出したからか翼竜乗りワイバーンライダーの体には枝葉が絡みついていた。












　飛び出してきたワイバーンの数は、全部で六頭。

　蛮族というんだから、野や盗とうのような汚らしい、破れた布を組み合わせたような服を着ているのかと思っていた。だが、昇って来た翼竜乗りワイバーンライダーの装備は、正規兵のように統一されていた。

　ユスベル帝国には、ワイバーンを扱っている組織は存在しない。

　蛮族の不法侵入くらいに考えていたが、もしかしたら隣国の斥せつ候こうなのかもしれない。こちらはドラゴン四頭なので、半分物もの見み遊ゆ山さん気分で来たがこれは予想していなかった。

「クソッ。こんなん洒落しやれにならんぞ」

　相手はユスベル帝国内で行動するくらいなのだから、それ相応の実力者なのだろう。

　そんなのを相手に、俺を含めて竜騎士ドラグーン候補生が戦えるとは思えなかった。

「他の奴やつ等らを逃がせ。我々だけで迎え撃つぞ」

　相手の実力が分からない上、数でも向こうが勝っているというのに、ヴィリアは迎え撃つつもりだった。いくらヴィリアが強いといっても、この状況ではいくらなんでも荷が勝ちすぎる気がした。

「撤てつ退たいした方が良いんじゃないのか？」

「正気か!?　みすみす敵を町に引き入れるつもりか？」

「いや、そんなつもりは……」

「なら、さっさと三人に引き返すように言え。ワイバーン如ごときに引いていては、これから全すべての敵から逃げねばならなくなるぞ」

「そんなにかよ」

　どんな作戦行動をしているのか分からないが、姿を見られた以上、翼竜乗りワイバーンライダーは俺たちを追って、撤退した先のマシューまでやって来るだろう。

　そこで迎撃をすれば被害が増すばかりだ。ならば、今ここでヴィリアの言う通り、三人を逃がした上で迎え撃たなければいけない。

「撤退だ！　早く逃げろッ!!」

　俺の指示を聞いたアムニットとミシュベルの二人はすぐに撤退を始めるが、アバスはこちらへ向かってくるワイバーンと俺の間に割り入る形になった。

「俺が殿しんがりをやります！　ストライカー様は先に行ってください！」

「アホかっ！　撤退って言ったらすぐに撤退しろっ！」

　俺たちを守るため、殿を引き受けてワイバーンへ立ち向かおうとするアバスに怒ど鳴なり、急いでワイバーンの前へ躍おどり出でた。

「ッ!?　──二人を逃がして、すぐに戻ってきます！」

　俺の怒声に体を震わせながらも、アバスは命令通り先に撤退をした二人の後を追いかけた。こちらで六頭全て引き受けるつもりだったが、三人を追ったワイバーンが三頭抜けて行ってしまった。

「クッ──！」

「問題ない。あいつらも訓練くらいしているのだろう」

　ドラゴンの方が強いということを前提で言っているんだろうけど、乗っているのは竜騎士ドラグーン候補生だ。俺が言えた義理ではないが、心配になってしまう。

「ヴィリア、無理はしないように頼む。上に乗っている奴オレは、まだ戦闘を経験していないということを忘れないでくれ」

「ここで童貞を捨てて行け」

　翼を強くはためかせると、ヴィリアの飛行速度は一気に上がった。

　先ほどまで慌あわてふためいていた竜騎士ドラグーンの一人が攻勢を仕掛けてきたので、翼竜乗りワイバーンライダーはワンテンポ反応が遅れた。だが、それでもすぐに態勢を立て直して、同じようにこちらへ向かってきた。

　闘おうにも、長槍を持っていないのでこちらの武器はマチェットしかない。相手も長槍を持っていないのは、突然の咆哮に驚いて持って昇あがれなかったのだろう。

　どちらも長槍を持っていないが、翼竜乗りワイバーンライダーの腕に巻かれた布がとても気になった。

　まずは様子見、と言わんばかりに突っ込んだヴィリアが起こす風に乗るように、ワイバーンが木の葉のように避よけた。──が、俺の隣をワイバーンが通り過ぎた瞬間、背中に殴られたような鈍痛が走った。

「ガァ!?」

「どうした!?」

　互いに激突しない位置で交差したはずなのに、突然苦しみ出した俺に心配そうに声を掛けるヴィリア。さらに畳たたみ掛かけるように上空から現れた別のワイバーンに対処するべく、空中で半はん捻ひねりを加えて尾を振り払うも、風を上う手まく摑つかんでいるワイバーンはひらりとかわしてしまった。

　上下反転に耐えるべく、鞍に付いているベルトを摑み耐えるが、痛む背中のせいで力が入りにくい。何とか耐え、正位置に戻ると同時にベルトを摑み直すが、手に広がる汗で放してしまいそうで恐ろしい。

「怪け我がをしたのか!?」

「問題ない。痛むが──」

　翼竜乗りワイバーンライダーを睨にらむと、鈍痛の理由が分かった。翼竜乗りワイバーンライダーが腕に巻いていた布は、簡易の投石紐スリングだったのだ。

　布の端を手首に巻き、もう一つの端を手で摑む。その中央の幅広い部分に石などを包み、遠心力を使って目標へ投げるという武器だが、空を飛んでいる状態で良く当てられるものだと感心してしまう。

　弓だと両手が塞ふさがってしまうが、投石紐であれば片手で何とかできるので使い勝手が良いのだろう。

　しかし、頭でなくて良かった。頭に当たっていたら昏こん倒とうし、当たりどころが悪ければ死に至っていただろう。

「敵は飛び道具を持っているぞ。洒落にならん」

「生なま意い気きな真ま似ねを……。食い殺してくれる」

　再び大きく羽ばたいて速度を速めるとワイバーンに近づいた。それでも、上昇する速度はワイバーンに分があるように見えた──が。

「グギャギャギャギャ!!」

　届かないと思われた一歩を、ヴィリアは易やす々やすと詰めるとワイバーンの尻尾しつぽを摑んだ。

　ワイバーンは驚きの声を上げ、乗っている翼竜乗りワイバーンライダーも巨体のヴィリアに上昇力で負けると思っていなかったのか、その顔を驚きよう愕がくに染めていた。

　ヴィリアは、羽ばたくことでその拘こう束そくから逃れようとするワイバーンを強く引き寄せると同時に、下腹部に足の爪つめを引っかけて一気に喉のど元もとまで割いたのだ。

　ワイバーンがバランスを崩した時に翼竜乗りワイバーンライダーは滑かつ落らくしたが、その後を追うように内ワ臓タをぶちまけながらワイバーンも落下していった。

　その様子を見た他の翼竜乗りワイバーンライダーたちは、俺とヴィリアが普通の竜騎士ドラグーンでないと思ったのか、少しだけ距きよ離りを取った。

「警戒したか……？」

「クソッ……、厄やつ介かいなことになったぞ」

「厄介？」

　何が起きたのか、と周囲を見渡すと、その言葉の意味をすぐに理解した。

　先ほど、撤退しろと言われて逃げて行ったはずのアムニットとミシュベルが戻って来たのだ。いや、戻って来た訳ではなく、抜けたワイバーン三頭に頭を押さえられ、逃げようともがいているうちに、知らず知らず戻って来てしまったようだ。

　アバスも抵抗しているが相手の技量の方が上なので、どうにもならず同じように誘導されてしまっている。

　その姿を見た、ヴィリアと戦っていた翼竜乗りワイバーンライダーたちは、三人を優先して叩いた方が良いと判断したようで、仲間内で指示を出すとすぐさま目標を三人に変更した。

「頭を押さえにいくぞ！」

「分かっている！」

　大きく羽ばたき、今いる高度からさらに上昇してワイバーンの背後に付いた。

　翼竜乗りワイバーンライダーはこちらを振り返りながらも、なおも三人へ向かい接近し続けている。

　向こう側から来る翼竜乗りワイバーンライダーも、追いかけている翼竜乗りワイバーンライダーと同じように簡易の投石紐を装備しているようで、腕に付けた布を振り回し、前を飛ぶアムニットを狙ねらっていた。

「あそこの間に割り入ってくれ」

「分かった」

　交差する瞬間、ヴィリアは体をやや上方へ向けながら翼を折りたたみ、バク転の要よう領りようで反転すると、アムニットを追いかけていたワイバーンの頭上へとりついた。

「うおぉっ!?」

　風切音と共に、ヴィリアの下から翼竜乗りワイバーンライダーの驚愕の声が聞こえた。ヴィリアが両腕を振るうと、ワイバーンの頭と翼竜乗りワイバーンライダーだった物が飛び散って行った。

「ミシュベルはアムニットを掩えん護ごしろ！　アバスは、そのまま二人の掩護だ！　敵が付かないように飛べッ!!」

　二頭やられたので撤退してくれるかと思ったが、相手も自分たちの存在がバレては困るようで、撤退するどころかその攻撃性を増した。

　三人の中でドラゴンの乗り方が上手いミシュベルに、下へ手たではないがここ一番で突っ込めないアムニットの護ご衛えいを任せた。しかし、ミシュベル自体、人に合わせることが得意な性格ではないので、アムニットとの動きがチグハグになってしまっている。

　本来ならアバスに任せた方が良いんだろうが、アバスの場合は、共に女の子な上、一人は自分より爵しやく位いが上の二人を守ろうとするあまり自分を犠ぎ牲せいにしすぎる可能性があったので、自由に動ける形を取らざるを得なかった。

「チッ──！」

　縦横無尽という言葉がしっくりと来るワイバーンの飛び方に、アムニット・ミシュベル・アバスのドラゴンの飛ばし方は次第に直線的になり、飛んでは反転、飛んでは反転、と巨大な球体の中で飛ばされている形になってしまっている。

　ドラゴンの巨体では反転は体力を使い、またホバリングも体力を多く使う。まさに、敵はワイバーンの身軽さを武器に使った、翻ほん弄ろうする戦い方をしている。

「きゃぁっ!?」

　叫びに視線を向けると、ワイバーンと衝しよう突とつしそうになったミシュベルのドラゴンが、驚き体を大きく跳ねさせたために、騎乗しているミシュベルが滑落してしまったのだ。

　俺が指示するよりも早く動いたヴィリアは、空中へ投げ出され墜落しつつあるミシュベルを摑むと、乗っていたドラゴンへ向けて放ほうり投なげた。

「おい、ヴィリア!?」

　予想外の行動に驚き声を上げるが、ミシュベルは上手いことドラゴンの鐙を摑むと、曲芸師のように軽い身のこなしで、再び鞍へ座りなおすことに成功した。

　今はたまたまヴィリアの手が届く範囲にあったから良いものの、これがもう少し遠かったら、ミシュベルはそのまま森の中へ落下していただろう。

　──と、安心するのもつかの間、遠くからワイバーンの鳴き声が聞こえた。

　周囲のワイバーンに警戒しながらそちらへ目をやると、アバスのドラゴンがワイバーンを抱きしめるように摑みながら、その強きよう靱じんな咢アギトで肩口に嚙かみつき、肉を引きちぎっていた。

　肉薄どころではないその状況下で、離れることが叶かなわないと見た翼竜乗りワイバーンライダーは、剣でドラゴンを駆るアバスを狙うが、アバスも短いナイフで翼竜乗りワイバーンライダーの剣を何とか捌さばいていた。

　しかし、その戦いもすぐに幕を閉じた。ワイバーンの首から唐竹を割ったような音が聞こえると、ワイバーンは翼竜乗りワイバーンライダーを乗せたまま森へ落下していった。

　残り三頭になったワイバーンを駆る翼竜乗りワイバーンライダーは、球体飛行に穴ができてしまったために俺たちを封じておくことができなくなったからか、口封じに諦めをつけ撤退を始めた。

「止めろ、追うなッ！」

　元から追撃するつもりは無かったが、撤退する者を追うのは兵士の常なのか、アバスがワイバーンを追おうとしたところで大声を出して止めた。

　その声にアバスは急旋回をして追撃を止めたが、逃げ出していた翼竜乗りワイバーンライダーが反応してしまった。その反応した翼竜乗りワイバーンライダーはアバスと同じように反転して、この場にいる竜騎士ドラグーンの中で一番動きの悪いアムニットへ向けて襲おそい掛かかった。

「クソッ！　急いでくれ！」

　アバスの位置からは遠く、間に入って翻弄しようと試みたミシュベルも軽くかわされ、恐ろしい勢いで翼竜乗りワイバーンライダーはアムニットに接近した。

「ヒッ!?」

　ヴィリアを急がせるも間に合わず、翼竜乗りワイバーンライダーは接敵するだけではなく、ワイバーンの上で立ち上がるとそのままアムニットのドラゴンへ飛び移った。

　アムニットは俺と同じように安全帯を付けているので、ちょっとやそっとでは滑落しないが、逆に言えば取り付いた翼竜乗りワイバーンライダーも、アムニットを抱きかかえている時点で落ちないということになる。

　翼竜乗りワイバーンライダーはアムニットを人質に、この包囲網を抜けようとしているようだった。

「ヴィリア！　皆に、ワイバーンに構うことなく逃げるように言え！」

「おい、待て！　お前、何をする気だ!?」

　鞍に引っかけてある安全帯を取り外し、立ち上がった俺にヴィリアは焦あせりながら聞いた。しかし、そんな言葉に耳を貸すことも無く、アムニットに取り付いている翼竜乗りワイバーンライダー目がけて飛んだ。

　接近するだけで手を出せないでいると思っていた翼竜乗りワイバーンライダーは、まさか単身で乗り移って来るとは思わなかったようで、俺の体当たりをモロに受けるとバランスを崩くずした。そして、俺に服を摑まれ一緒に森へ落下していった。

「ロベール様!?」

　森へ落ちて行く途中で、アムニットの悲痛な叫び声が聞こえたが、翼竜乗りワイバーンライダーと揉もみ合あっている俺は返事をするどころではなかった。

　空中で揉み合いになりながらも何とかバランスを取り、翼竜乗りワイバーンライダーを下にした状態で森へ落ちていく。

　密集した枝葉に叩かれ殴なぐられながら落下していく最中、とにかく必死に翼竜乗りワイバーンライダーと体の位置が反転しないようにした。相手は逆に体を入れ替えようと考えているようで、体に枝が打ちつけられる反動を利用して、俺の体を必死に摑み体の位置を変えようとしながら落下していく。

「ゴッ──」

「ガハッ!!」

　翼竜乗りワイバーンライダーの胸倉と顔面を強く摑み、押さえつけるようにしていたのが功を奏し、相手を下に組み伏せた状態で地面に衝しよう突とつした。俺も全身をしこたま打ち付けてはいるが、最後には揉み合いにも勝ち、敵をクッションにすることができた。

　だが地面へ衝突した衝しよう撃げきと、枝葉に打ちつけられたせいで体中が熱を持ったように熱く、体を少し動かすだけで全身に激痛が走った。

「ぐっ……痛つぅ……」

　痛みに耐えながら体を起こすと、下になっていた翼竜乗りワイバーンライダーはすでに絶命していた。後頭部を強く打ちつけたようで、地面には血だまりこそできていなかったが濃のう厚こうな血の匂においが漂っていた。また、顔に外傷は無かったが、目が少しだけ出ているような気がした。

　あまり見ていて気持ちの良いものではないのですぐに目を逸そらし、近くの木の根元に背中を預けた。ひんやりとした空気と幹の冷たさが火ほ照てった体を冷まし、周囲の静けさが先ほどまでの戦闘と比べるとまるで噓うそのような気さえする。

　上空にいるワイバーンは残り二頭。三人のことが気がかりだったが、飛び降りる前にヴィリアに頼んでおいたので、何とかしてくれるだろうと思う。

　それよりも問題なのがこの身である。歩くのもままならぬ状態で森を抜けるのは自殺行為だった。杖つえは腰に帯びたマチェットを使えばいいのだが、獣除けすら持っていない状態ではヴィリアのせいで少なくなったとはいえ、獣がいる森を歩くのは危険すぎる。

「痛いってぇ……。これじゃあ、まともに歩けんぞ……」

　木に激突しながら落下したので、骨折はしていないようだが少し動くだけでも全身に激痛が走る。

　とにかく、血を流した死体が近くにあっては肉食の獣──特に腐ふ肉にく漁あさりが来る可能性があるので痛みを我が慢まんし早々に立ち去ろうとした時だった。

「ッ!?」

　遠くから草木をかき分ける音が聞こえた。獣の歩き方ではない、集団で歩いている音だ。翼竜乗りワイバーンライダーのいた森にいる時点で仲間になれるような相手ではないことは確かだ。

　早く逃げなければ、とマチェットを杖にして立ち上がり、全身に走る激痛に視界を歪ゆがめながら歩き出した。

　猟師の話では、追跡者を撒まくための歩き方というものがあるらしいが、痛みで思考力が低下し、歩くこともままならない状態では、そんなことを考えながら歩くことはできなかった。

　森の上で戦っていた時は日が完全に出ていて明るかったが、木々がうっそうと茂る森の中では届く光もわずかだ。これが自分にとって良い方向に動いているのか、それとも悪い方向に動いているのかも分からない。

「ハァ……ハァ……ハァ……」

　ねっとりとした汗が額ひたいから頰ほおを伝い、顎あごから落ちて行く。強く打ちつけた部位が発火しているのではないかと思わせるほど熱を持ち、痛みと眩め暈まいと吐き気とが順じゆん繰ぐりに襲ってくる。

　急いでいるつもりなのに、次の一歩が出ない。次の一歩が出ないのに、背後から聞こえる足音はどんどんと近づいてくる。

「うわっ!?」

　腰こし丈たけの草むらを抜けようと歩を進めていると、突然足元から地面が無くなった。後方に気を取られていたので、先が斜面になっていることに気付かず転がり落ちてしまった。

「グッ──！」

　数秒という短い時間、転げ落ちたところで止まった。

　視界が明滅している。急激な眠気が襲ってくるのは、今が気絶するかどうかの境目であると、今までの経験が教えてくれている。遠のく意識を何とかつなぎ留め、地面を見つめていた顔を上げると、汗ではない液体が頭上から流れ顎を伝った。

　鼻び腔こうを抜ける錆さび臭くさい、吐き気を催もよおす臭いは血だ。どうやら、斜面を転がる時に木だか岩だかで切ってしまったようだ。

　深呼吸をし、近くに転がっていたマチェットを引き寄せると、再びそれを杖にして立ち上がった。どうにもならない。逃げなければ、という考えが頭を占めて良い考えが全く浮かばない。再び歩き出したところで近くの幹が弾はじけた。

「チッ──」

　背後から聞こえた舌打ちに振り返ると、腕から布を垂れ下げた自分と同い年くらいの少年が立っていた。少年との距離はざっと二〇メートルほどだが、この距離で当てるには彼の腕では技量不足だったらしく、投石紐から放たれた石は俺の横を通り過ぎ木の幹に当たったのだろう。

　しかし、木の幹が弾けたということは、かなりの速度で飛んできていることになる。

　全身の痛みに耐えながら歩いていたので、普段であれば息も上がらない歩行でも、今ではマラソンをした後のような倦けん怠たい感かんと合わせて息が上がってしまっている。

　猫の威い嚇かくのような呼吸音を出しながら少年と向き合う。

「ちょっと急ぎすぎたな。仲間が来る前に殺やりたかったか？」

　何とか言を弄ろうして少年を押しとどめている間に、この場を切り抜ける方法を見つけなければならない。それも、後ろから来ているであろう彼の仲間が来る前に、だ。

　予想が的中したようで、少年は舌打ちをした。

　身なりはみすぼらしいとまでは言わないが、兵士ではない民兵のような出いで立たちだった。傭よう兵へいというには若すぎる、戦闘奴隷といったところかと当たりを付けた。

　普通の奴隷と違い、戦闘奴隷は活かつ躍やくすればしただけ扱いが良くなり、聞いた話では一軍の将すら任されることがあるそうだ。この少年もそんな未来を夢見てこの場にいるんだろう。

「森で女の子が迷子になっていたのは知っているか？　あれは知り合いの妹で、その子はおじちゃんに助けてもらったと言っていた」

　お前の仲間か？　と聞くも、少年は頷きもしない。それでも話を続けた。

「木に残しておいた手紙は本当だ。俺と一緒に来い。仲間も一緒にだ。俺と一緒に来れば、今よりもっとまともな生活を送ることができるぞ」

　相手は野生動物と一緒だ。無む理り強じいすれば──こちらが無理強いでなくとも相手が無理強いだと思ったら最後、すぐに襲い掛かってくるような危険な動物である。

　これは馬鹿にしているのではなく、俺がそうだったから分かる。それと同時に、同じだから分かる憂うれいもある。

　森の中だというのに木々のざわめきが消え、遠くからこちらへ向かってくる足音だけが良く響く。結構近くだと思っていたが、足音はまだこちらの場所を把は握あくしていないようで、警戒しながら近づいているのが分かる。

　ただし、いずれはここに来る。時間の問題だ。それまでに、目の前の少年を味方に付けなくてはいけない。

「家族がいるなら、一緒に来れば良い。食料の心配はしなくていいし、働き口が欲しいのであれば耕こう作さくできる畑も用意しよう。約束する」

　瞬間、少年の目の色が変わった。

「殺されそうになったら、奴隷にも命いのち乞ごいするのか！　さすが、クソ貴族様だなッ!!　自分たちがやってきたことを後悔しながら死ねッ!!」

　あぁそうか、と声にならない声で呟いた。彼も俺と同じ考えの持ち主だった。貴族が平民──特に奴隷と交わした約束を守るはずがない。

　彼が言うことはもっともだし、今の俺の立場を考えれば、それは違うと否定はできないし、しても意味が無いというのも理解できた。

　ならば、後はこの場に少年の仲間が来る前に片を付けるだけだ。

「ほら見ろ、やっぱり噓じゃねぇか……」

　俺が鞘さやに収まったままのマチェットを地面に突き立て、吠える少年を睨みつけると、先ほどまで罵ば声せいを浴びせていたくせになぜか裏切られたような顔をした。確かに、俺の行動は早計だったかもしれないが、仲間が到着してからでは逃げるに逃げられなくなる。

　少年は、腰に帯びた剣を引き抜くとこちらへ向けた。

「抜け。それまで待ってやる」

「奴隷の分際で貴族に意見するのか？　ハッ……。人間にもなりきれん生き物が、人の真似をするなよ」

　相手の心を乱し少しでも勝機を上げるために、今一番、相手が気にしているであろうことを、全力で見下しながら吐いた。

　すでに言葉は要いらない。一瞬で目の色を変えた少年は、剣を構えて全力で俺を殺すために駆けてきた。

「怒るなよ、負けるぞ」

　マチェットを刺しているのは地面である。そして、そこは柔らかな腐ふ葉よう土どが広がった地面だ。深く突き刺したマチェットを振るい上げると同時に、すくい上げた土を少年の顔面目がけて投げつけた。

「カァッ!?」

　予想していなかった攻撃をまともに喰くらい、目を潰つぶされた少年はたたらを踏ふんだ。

　すぐに攻撃が来ると思ったのか、少年は剣を振り回すが、近づいてもいない俺には届かない。

「わぁっ!?」

　目が見えないことですでに恐慌状態に陥っている少年の足に、マチェットの鞘をぶつけると情けない声を上げながら自分の足元へ剣を振るう。

　大ぶりとなった剣ほど狙いやすいものは無い。戦勝奴隷に教えてもらっただけの付け焼刃の剣術だが、その動きを思い出しながら動いた。

「ぎゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ!!」

　振り上げられる腕に合わせて振った俺のマチェットは少年の手首を捉え、彼の手は持っている剣ごと宙を舞った。

「ああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ!!　あああああああああ!!」

　声にならない獣のような咆哮を上げながら、切られた手首を庇かばうように少年はへたり込んだ。背中を丸めて膝ひざを抱えるように地面に伏せる形は、母親の腹の中にいる胎たい児じと同じ形らしい。すでに戦意喪失した少年にこれ以上闘う気力は存在しないようだ。

「ぅ──、ぅ──、ッ────ヴッ！」

　痛みに唸うなる少年の首を切り落とし、この戦闘は終了した。怪我をして使い物にならなくなった戦闘奴隷の最後は悲惨だと聞くが、引いん導どうを渡すなどと傲ごう慢まんなことは言うつもりは無い。これはただ自分のためだ。

　さぁ、早く逃げなければ、と思いきびすを返そうとした時、それは諦めなければいけないなと悟った。すでに、俺の視線の先──俺が転がり落ちてきた斜面の上に、少年の仲間と思われる兵士たちがいたからだ。

　彼らの半分は簡かん易い鎧よろいを身に着けているが、半分が鎧すらない普通の服だった。そして、俺の足元に倒れる血にまみれた仲間の死体を見やり、普通の服を着た──たぶん戦闘奴隷と思われる奴らの目の色が変わった。

　あの斜面からここまで一直線だ。駆け下りてくる戦闘奴隷たちは速い。

　痛む体を引きずりながらでは、奴らから逃げることもできない。あの人数を相手にできるほど剣術の技量も無いし、小手先の罠わなを使う余地も無い。もともと怪我のためにろくに動くこともできない。

「クソッ……」

　悪あく態たいを吐つきながら、木の幹に体重を預けた。薄い膜のように体を包み込む熱気が、木に吸い込まれるように薄まっていく。

　迫り来る敵は、形を持つ俺の死だ。仲間を殺られた戦闘奴隷の目が異常に殺気立っている。あの目は、何度も見たことがある。後が無い奴がする目だ。

　動かない体を無理やり動かして、殺れる敵は何人か考えた。一人、いや二人は堅い。三人は少し分からない。多分相打ちくらいには持って行けるだろう。

　奴隷という存在であることに我慢ができず、俺は貴族と入れ替わった。そして、未来を見た。マシューを改革することで、そこへ至る道筋が見えた気がした。

　ここまでか、と諦めてしまう。それと共に、こんなにも弱い自分に腹が立つ。

　アムニットやミシュベルやアバスは上手く逃げることができただろうか。それだけが、今は気がかりだ。昔では絶対に考えなかった。貴族が嫌いだと言っておきながら、終しまいには貴族の心配をしている自分に笑ってしまった。

　そう長くはない時間でも、一緒にいれば情も湧わく。アムニットは、出会いは歪いびつだが一緒にいて楽しかった。アバスは久しぶりに仲良くなれそうな男だった。ミシュベルも不器用ながらもこちらを気にかけてくれていた。皆、とても良い奴だ。死んでほしくない、と思った。

　だが、それも大丈夫だろう。何せヴィリアに頼んだのだから……。




　──私の名前を呼べ。必ず、どこにいても、すぐに駆けつけてやる──




　ふと、ヴィリアの言葉が浮かんだ。そして、自分の愚おろかさを思い知った。

　何でも自分でやろうとして、今の状況になってしまったのだ。もっと他人に頼れば、もっと良い結果になったのではないだろうか？

　そもそも、今がまさにその時ではないのだろうか。そう思うと、諦めていた自分が大層馬鹿で愚ぐ鈍どんな生き物だと思えた。




　深く息を吐く。

　そして、肺に思い切り息を吸い込んだ。

「ヴィリアァァァァァァァァァア!!!!!!!!」












　瞬間、目の前で爆発が起きた。すぐ目の前まで迫って来ていた戦闘奴隷たちが、跡形も無く粉みじんに吹き飛んだのだ。

　何が起きたのか、と脳が理解する前に、周囲の巨木が凄まじい破砕音を出しながら吹き飛んでいく。その巨木が吹き飛んでいく暴風に巻き込まれ、斜面を降りつつあった兵士たちも吹き飛んでいく。

　その嵐あらしの中心。あまりにも突発的な、災害とも呼べる事象にやっと脳が追い付くことで、何が起きているのか理解した。

　ドラゴンである。ドラゴンのヴィリアが咆哮を上げながら、怒りに任せ目につく全てを破壊しているのだ。

　突然の厄災に、斜面を降りていた兵士たちは腰を抜かしながら再び斜面を登ろうとするが、一歩が人間の何倍もあるドラゴンに敵かなうはずも無く、兵士たちはヴィリアに摑まれるとそのまま地面で擦すりつぶされながら絶命した。

　後に残ったのは簡易鎧だったひしゃげた金属と、土まみれになった肉の塊かたまりだけだ。

　運よく飛来する木からも、ヴィリアの腕からも逃れることができた残りの兵士たちは、悲鳴を上げながら剣を振るうが、岩のように固い鱗うろこを持つヴィリアには効かない。

　まともな状態であれば話が変わったかもしれないが、恐慌状態に陥った状態で振り下ろされる剣に本来の力はない。

　まさに一方的に行われる虐ぎやく殺さつだ。死を覚悟して最後の一撃にと切り込もうとしていた先ほどと打って変わり、圧倒的に優位な立場となった。そして、暴れるヴィリアを見てカッコイイと思った。




　静かになった戦場に、俺とヴィリア以外に動いている人影は無い。

　時間にして数十秒で行われた出来事は、月並みな表現となるが凄まじく長く感じる時間でもあった。

「ロベール、大丈夫か？」

　振り向くヴィリアの顔に凶暴さは無く、普段通りの顔だった。まさに今までの姿が噓だったようだ。

「大丈夫だ。心配かけたな」

「当たり前だ。あの高さから飛び降りるなど、正気を疑うぞ」

「マジでな」

　今だって、ヴィリアが来てくれなかったらあのまま殺され、こうやって話すこともできなかった。だが、とっさに動いてしまったのだから仕方が無いだろう。

「来てくれて、ありがとう。正直、信じていなかった」

「人は弱い生き物だ。私も、心のどこかで諦めてしまっていた」

　そうは言うが、呼んだ瞬間に来てくれたのだから諦めていたなど噓だということが分かる。もしかしたら本当に諦めていて、惰だ性せいで探していたのかもしれないが、結果としてヴィリアに助けてもらったのだ。とやかく言うつもりは無い。

「こんなに傷ついて……」

　飛び降りる前と違い、頑がん丈じようなはずの飛行服はところどころ破れ、頭には傷を負っている。頭の出血は止まっているのだが、それでもヴィリアは心配らしく、その大きな舌で傷口を舐めてくれている。

　結構な力なので、傷口が開くどころか頭皮ごと持って行かれそうだ。

「ヴィ、ヴィリア……皆は無事か？」

「あぁ、無事だ。奴らのドラゴンに命令して、きちんと町へ帰している」

「そうか、良かった」

　安あん堵どの溜め息を吐くと、腰が抜けたようにその場にへたり込んでしまった。本格的な実戦は初めてだったので、疲労から体中の力が無くなってしまったようだ。




「ゴホッ、ゴホッ……」

「ッ!?」

　倒木の間から聞こえた咳せきの音に慌てて振り返ると、普通の服を着た──戦闘奴隷が倒木にもたれ掛かっていた。

　口からはどす黒い血を吐いており、下半身は太ももから下が無かった。

　マチェットを手に持ち、ヴィリアを支えにして死にかけの戦闘奴隷の近くまで歩き、話しかけた。

「お前たちはどこから来た？　何が目的だ？」

　意識が朦もう朧ろうとしているのか、戦闘奴隷は口をにちゃにちゃと開閉するだけだった。

　助けて、と言っているのかもしれないが、俺にそこまで考える余裕は無い。

「答えろ。誰に雇やとわれた」

　虚うつろな目で、なおもにちゃにちゃと口を動かすだけの戦闘奴隷。すでに声も聞こえていないのか、と思いせめて苦しまずに逝いかせてやろうとマチェットを振りかざすと、戦闘奴隷が懐ふところから何かを取り出した。

「これ……は……」

　取り出したのは、俺が手紙を木に刺すときに使ったナイフだった。量産品だったが、柄つかの色合いが気に入って買ったものだから間違えるはずがない。

　そのナイフの刃は葉っぱで作られた鞘に包まれており、なおかつ刃の方を戦闘奴隷が握っていることから攻撃の意図は無く、ただ単に俺へナイフを返そうとしているだけだと分かった。

　多分──多分だが、彼がレレナを助けてくれたおじちゃんなのだろう。状況が状況なので仕方のないことだが、後味が悪すぎる。

「ありがとう。気に入っているものだったんだ。それと──」

　ナイフを受け取ると、役目を終えたと言わんばかりに、おじちゃんの手は力なくダラリと垂れ下がった。

「あの女の子──レレナは無事に家に戻って、今頃のんびり家の手伝いをしていると思う。──ありがとう」

　すでに聞こえていないだろうが、俺はおじちゃんに言った。

　たった数十分の出来事だというのに、体の疲労はピークに達しており、ヴィリアにもたれ掛かると動けなくなってしまった。













　俺が翼竜乗りワイバーンライダーごと森へ落下した後、それはもう大変だったそうだ。

　俺から三人を任されたヴィリアがドラゴンへ直接命令し、マシューへ戻るように指示を出したまでは良かった。

　理由を知っていれば納なつ得とくもするが、アムニットやミシュベルからしたら、普段からよく言うことを聞くドラゴンなのに、今回は命令を一切聞くことなくマシューへ戻ったのだから不ふ思し議ぎでしょうがなかっただろう。

　さらに大変だったことに、俺を追ってアバスがドラゴンから飛び降りようとしたらしい。

　さすがに、これはミシュベルが格上の貴族という地位を振りかざして止めたそうだが。

　ならば、と急いでマシューへ戻り、ミナに俺が森に落ちたことを伝えた。三人からこの報を聞いたミナは、マシューの住民を使い捜索隊を結成し、森へ入っていったそうだ。

　ミナは捜索隊にいる猟師と共に三人の話から当たりをつけ、そこへ向かったらしい。

　しかし、その途中で俺を抱き、木々を薙なぎ倒たおしながらマシューへ一直線に向かっているヴィリアを発見したそうだ。

　それは凄すさまじいものだったらしく、ヴィリアが木々を薙ぎ倒す音を地鳴りだと勘違いする者も多くいたらしい。

　俺が生きているか確認しようにも、ヴィリアは俺を放そうとしなかったので確かめるのに難なん儀ぎをしたそうだ。そして、俺が生きていることを確認すると、捜索は終了としてマシューへ戻ってきたそうだ。

　俺が目を覚ましたのはその日の夜で、半日以上寝ていたらしい。思った以上に疲労していたようだ。




　翌朝、ミナに命令をして、敵が何者なのか調べるために再び捜索隊を結成してもらい、森へ入ってもらった。

　兵士たちの服や鎧よろいや武器は当たり前として、キャンプ跡も見つけたのだが、やはりというかどこから何の目的で来たのか示すようなものは無かった。

　証しよう拠こが乏とぼしく確証は無いが、ヴィリアは、翼竜乗りワイバーンライダーたちは東へ逃げたと言っていたので、隣国の斥せつ候こうなのかもしれない。

　マシューは外との交流が少ないが、山を抜ければ皇都まで一直線なので足がかりとして狙ねらわれたのかもしれない。

　今回はたまたま斥候を潰つぶすことができたが、俺がマシューを選んでいなかったら、来年には敵の橋きよう頭とう堡ほになっていただろう。

　もしそうだとしたら、国境を守っている山さん岳がく警けい備び隊たいの怠たい慢まんということになる。

　まぁ、怠慢だ何だは俺の管かん轄かつではないので今は置いておいて、これほどのことをするのだからユスベル帝国周辺は大分きな臭くなっているようだ。




　そう。このきな臭さが丁ちよう度どいい。




　貴族のフリは、いつかはバレる。成り上がるにしても、自分の居場所を作り上げるにしても、動乱が必要なのだ。戦争という名のきっかけが。

　マシューはこのまま、町を作るための実験場となってもらう。今はまだ石せつ鹼けんと紙しか作っていないが、これらを売ることで他の町との交流が多くなれば、それが町を守る手段にもなる。

　イスカンダル商会がその規模を大きくすれば、資金を国造りに回せるようになる。伝つ手てが多くなれば、同調する者も多くなるだろう。




　そして、──俺は俺の国を造る。




　その未来を見てみたいとワクワクする。そのためには早く体を治さなければいけない。

　今もまだベッドの人だからな。二日経たっても──というか、怪け我がをした当日よりも二日経った今の方が、体が錆さびついたように動かない。しかも、ほんの少し筋肉を動かしただけで、打ちつけた部分に凄すさまじい痛みが走り、目の前で火花が散ったように視界が明めい滅めつするのだ。

　今も風ふ呂ろに入れない俺のために、アムニットが体を拭ふいてくれているのだが、ときおり体に電流が流れたような痛みが走る。

「ツッ!?」

「いっ、痛かったですか!?」

　治ち療りようをしてもらう時に綺き麗れいにしてもらったのだが、二日も経てば汗臭くなるし、被っていないはずの血の臭いがまだ体から漂ただよってくるのが気持ち悪かったので、体を拭ぬぐおうとお湯を頼んだ。

　そして、その役目を、なぜかアムニットが買って出たのだ。

　初めはアバスに手伝ってもらおうかと思ったのだが、皇都へ今回の件を報告しに行っていたのでダメだった。ミシュベルも名乗りを上げたが、まず上う手まく拭くことはできないだろう。ミナはアムニットから懇こん願がんされて、立場を理由に交代して今にいたる。

　まさに羞しゆう恥ちプレイ。これは介かい護ごだ、と自分に言い聞かせて始めてもらった体拭きだが、恥ずかしいことこの上ない。

「あの……他に何かありますか？　何でもしますよ？」

「いや、別に」

　アムニットは今朝から何かと、こう聞いてくる。多分、敵から助けてもらった時のことを思い、それに報むくいるために言ってくれているのであろうが、体拭きで十分すぎるくらいだ。

　年頃の女の子が男の体を拭くなんて、ある意味イジメだろう。向こうも負い目が無ければ断りたいはずだ。

「えと……じゃぁ、こっちを……」

　上半身だけ捲めくられた毛布をさらに捲ると、アムニットは顔を真っ赤にしながら俺のズボンを脱がせようと手を掛けた。

「ちょっと待ちたまえよ、君ぃ……」

「へっ？」

　俺のズボンを下げようとするアムニットの手を素早く摑つかんだ。体に走る激痛をねじ伏せて、アムニットの奇行を止められた俺の意志の強さは褒ほめられても良いだろう。

「そこは良いから。なっ？」

「はい……」

　ほっとしたような、しかし消沈した様子で若じやつ干かん強くズボンを引っ張った後に手をどけるアムニット。やっぱり、最近押しが強くなった気がする。

　顔を赤くしながら下を向き、使い物にならなくなってしまったアムニットを無視して、何とか毛布をかぶり直すことに成功した。

　──と、そこで狙ねらったかのようにノックの音が聞こえた。

「失礼します、ロベール様。フレサンジュ様が報告したいことがあるとおっしゃっています」

「おっ、おう、早かったな。通してくれ」

　早朝に皇都へ飛び立ったアバスが、もう帰って来たようだ。あの翼竜乗りワイバーンライダーや戦闘奴ど隷れいたちのことを報告しに行ったので、皇都からどのような回答が来たのか聞かなければいけない。

「失礼します。お加か減げんは如何いかがですか？」

「死ぬほど痛い。ってか、死ぬ一歩手前だった」

「分かりました。その件については、報告をさせていただいた後にお願いします」

　何をお願いするのか、と質問する前に、アバスは報告を始めた。

「結果から先に説明しますと、隣国からの偵察部隊の可能性もあるので、至急討とう伐ばつ隊たいを編成する、とのことでした。しかし、地上部隊で編成しているために、到着するのは早くても一週間後の予定となっています」

　糞くその役にも立たないな、と口の中で言い放った。いや、むしろ糞の方が役に立つ。すでに一つの部隊が消えたので、他にも仲間がいたとしてもすでに撤てつ退たいしているだろう。

　マシュー町長を始め、顔役のみにワイバーンを使っていた兵士らのことを話し、その他の住民には野や盗とうが出たと説明した。いつ野盗が来るか分からない、ということを知らせ、ミナを筆ひつ頭とうにマシューの人間を使い夜間も篝かがり火びを絶やさないようにして夜や襲しゆうに備えてもらっている。しかし、これが一週間も続くのはよろしくない。

「んで、それまでは俺たちが指揮を執るなり、町の防衛をしろ──と？」

「その通りです。責任者は、ストライカー様でと言っていました」

「現場が森だから、竜騎士ドラグーンじゃなく歩兵を送るのに一週間かかるってことだろうけど、現場指揮と威い嚇かくのために竜騎士ドラグーンくらい送れってんだ」

　悪あく態たいを吐ついたところでこの状況は好転しない。それに、俺がこんな状態なので、もう二～三日はベッドの上から動けない。

　それを見越しての判断なのかもしれないが、上の腰の重さに辟へき易えきする。

「それと、これをお願いします」

　そう言い、アバスが渡してきたのは木剣だった。形はロングソードなので結構な重さがある。

「私はストライカー様の命令を遂すい行こうできませんでした。さらに、ストライカー様の命を危険に晒さらすだけではなく、ドラゴンの操そう作さが下へ手ただったために、他の皆と一緒に先に町へ戻ってしまいました。勝手な言い分ですが、家の事情から手足を切り落とすのは勘かん弁べんしてください。その代わり、これでどれだけ殴なぐっていただいても構いません」

　それが贖しよく罪ざいの方法ですか、とドン引きしてしまう。こんな重く大きな木剣で殴っては、手足を切り落とすのは勘弁したとしても死ぬぞ。

　まぁ、貴族の息子が死にもの狂いで戦っていたというのに、ヴィリアのせいとはいえマシューへ戻ってしまった、アバスにとっては逃げた──逃げてしまったと考えてしまうのも無理からぬことだ。

「ミナ」

「はい」

「この木剣をどこかにしまっておけ」

「はい」

　アバスから木剣を引き取ると、そのまま抱くように持ちどこかへ去って行った。

　静かになった室内で、ミナが玄げん関かんを開けて外へ出て行く音が、開けっ放しのドアから聞こえてきた。

「アバスよ」

「ハッ」

「確かに、俺とお前は身分が違うかもしれんが、今はクラスメイトだ。それに、一緒に困難に立ち向かった──言わば、戦友でもある。ならば、戦友として近しい間柄になるのは当たり前とは思わんかね？」

「それは、どういう……？」

　殴られるとばかり思い、覚悟を決めていたアバスは、俺の予想外の行動に困こん惑わくしながら聞き返した。

「ストライカー様なんて他人行ぎよう儀ぎに呼ぶなって話だ。ロベールで良い。それに、堅苦しい話し方も無しだ。クラスメイトらしく、もっと軽く話しかけてくれよ」

「いや……それは……」

　本人から言われても、さすがに爵しやく位いの差がありすぎるからか、アバスは戸と惑まどっている。しかし、俺は貴族でも何でもないのだから申し訳ない限りだ。

「ほら、呼んでみろよ」

「えっ、えっと……ロベール」

「はい、オッケ。オッケな。次からそれで行こう」

　俺の言った言葉が分からなかったようで、アムニットと顔を合わせながら何を言っているのか、と不思議そうに話し合っている。

　しかし、俺の名前を呼び捨てにするのがそれほどキツイことだったのか、アバスの頰ほおには先ほどまで無かった汗の痕あとがあった。

「あと、そこで覗のぞき見みしている奴もこっちに来い」

　ドアの陰から入るタイミングを窺うかがい、そのまま入れなくなってしまっていたミシュベルを呼び寄せた。ミシュベルはバツの悪そうな顔をしようとしているが、気付いてもらえたことが嬉うれしかったのか、若じやつ干かん笑顔になっていた。

「よーし、じゃぁ、全員聞けよ」

　アムニット・ミシュベル・アバスの三人が揃そろったところで、今の思いを話す。

「とにかく、全員無事で本当に良かった。俺も無事で本当に良かった」

　体はボロボロだが、いずれ治る。後こう遺い症しようが残るような怪我も無い。あんな状況下でこれだけの怪我で済んだのは不幸中の幸いだ。それに、皆も怪我一つなくて良かった。

　俺がそれについて喜ぶと、皆は俺のおかげだと口々に騒ぎ出した。

「皆は、クラスメイトであり戦友であり、そして友人だ。これからもよろしく頼む」

　何を言われるのか、と色々な思いが錯さく綜そうしているところ申し訳ないが、それほど気の利きいた言葉も出すことができない。俺はそんなに高性能じゃないからな。

　しかし、全員俺の言葉には共感してくれたようで、しどろもどろになりながらも受け入れてくれた。

「はっ、はい！　よろしくお願いします！」

「私わたくしも、末永くお願いいたしますわ」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　三者三様の返しをしてくれた。これで断られたら、俺は瞬時に暗黒面に落ちていた可能性がある。

　握にぎり拳こぶしを差し出して、同じようにするように指示をした。そして、三人の差し出された拳に軽くぶつけて行く。

「これは……？」

「挨あい拶さつみたいなもんさ」

　今の行為を不思議に思ったアバスが聞いてきたが、これは学生時代に映画のワンシーンを見て友人とやっていたもので、特にこれといった意味は無い。

　三人は不思議そうに、自分の拳を開いたり閉じたりしている。







　竜騎士ドラグーン育成学校という新しい環境で、やっと友人ができた気がする。

　しかし、申し訳ないが俺は皆を騙だましている。俺はロベールではなく、元はミナよりも格下の奴隷だ。

　たぶん、このことを知れば皆は俺を悪あしざまに罵ののしるだろう。だが知ったことか。

　俺には目的ができた。それは難しく、一歩でも間違えれば崩くずれ去さる砂上の楼ろう閣かくのようなものだが、俺にとってはこの人生を賭として摑みに行こうと思える希望でもある。

　そうと決まれば、すぐに行動に移さなければいけない。







　いつどこで、どのように死ぬか分からないが、これからももっと楽しく生きるとしよう。
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あとがき




　皆様、初めまして。このたび、pixivで行われたミライショウセツ大賞で優秀賞を受賞し、このように書籍化することになりました、『いぬぶくろ』と申します。

　書籍化にあたり色々と危ないということでＷｅｂ版と名前を変えたのですが、こちらの名前もアイコンと共に気に入っています。

　ミライショウセツ大賞から、一一作品目の書籍化というトリを務めさせていただくこの作品ですが、このような大役を任された小心者の作者は未いまだドキドキが収まりません。

　ですが、面白い作品だと自じ負ふしているので、ドキドキと一緒に色々な感情が溢あふれ出でて訳が分からなくなっています。落ち着けぇ……落ち着くんだぁ……。

　あとがきを読んでいるのは購入前でしょうか？　それとも、読了後でしょうか？

　私は、あとがきが好きなので読了後にじっくりと読む派なのですが、いざ書いてみると何を書けばいいのか迷いますね。

　Ｗｅｂ版から入った方や読み終えた方はご存じかと思いますが、この作品の主人公は、昨今の流行である異世界転生者ではありますが、神様から貰もらえる転生特典やチートスキルはありません。

　だというにも拘かかわらず奴ど隷れいスタートという立ち位置で、国やクラスメイトを騙だましながら過ごすというギリギリの生活をしています。

　毎日にドキドキが足りないという方にも、お勧めの作品となっていますよ！（宣伝）

　Ｗｅｂ版は書籍版と道筋は同じですが、好き勝手書いているので、そちらも合わせて読んでいただけると、また違った面白さがあると思います。

　まだまだ色々と書きたいことが山ほどありますが、謝しや辞じに入らせていただきます。

　イラストレーターのニリツさん、素敵なイラストをありがとうございます。物語が動き出す、という感覚は話を書く上で理解していましたが、キャラクターを描いていただけたことで、「命が吹き込まれる」という感覚を理解しました。担当の荒川さん、初めから終わりまでご迷めい惑わくばかりおかけしてすみません。ミライショウセツ大賞の選考に携たずさわった皆様、私の作品を選んでいただきありがとうございます。多くの人に読んでもらうことができるのは、皆様のお蔭かげです。そして、この本が店頭に並ぶまでに関かかわっていただいた皆様もありがとうございます。

　身内の話になってしまいますが、応おう援えんしてくれた兄夫婦、ネット対戦で負かしてくれる姪めいちゃん、書籍化前から話を聞いてくださっていた接骨院の先生お二方、投稿再開時に喜んでくれたり、インディーズバンドを教えてくださったファンの皆様方、本当に、本当にありがとうございます。

　そして、同時投稿している投稿サイトで誤字脱字から表記ミス、さらに設定の不具合を指摘してくださった皆様、本当にありがとうございます。お蔭で良い作品に仕上げることができました。

　本というのは、様々な人に支えられて出来上がるものだと実感しました。

　この作品が続けられるのであれば、次巻は今回よりももっと面白くなるように、さらなる高みを目め指ざします。

　これからも、どうぞよろしくお願いします！
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